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救命団ノ掟

～戦後の心構え～





一、苦しむ者がいれば、全力で救うべし

一、有事に備え、日々の訓練を怠るべからず

一、救命団の魂は、永遠である








第一話　運命を分ける決断!!　の巻









　戦場に倒れ伏す魔王。

　それを見下ろす僕と犬いぬ上かみ先輩とカズキ。

　あとは魔王に止とどめを刺すだけというところで、僕は違和感のようなものを覚えていた。

「……」

　今、目の前に力なく倒れている魔王を見下ろしている僕の心境は、歓喜や安あん堵どなどではなく、困惑であった。

　このまま魔王を殺してしまってもいいのか。

　魔王を殺せば、この戦いは終わりなのか。

　そんな疑問が、頭の中で浮かんでは消えていく。

「なぜ、躊ちゅう躇ちょする」

　虚空を見つめた魔王が、弱々しくも威圧するような声を零こぼす。

　その声に我に返ると、先輩とカズキも僕を見てどうしていいか分からないといった表情を浮かべていた。

「……貴方あなたを殺すのが正しいとは思えない」

　僕の呟つぶやきに、魔王だけではなく、先輩とカズキも目を見開いた。

「ウサト君……。でも、魔王を倒さないと戦いは終わらないんだよ？」

「先輩の言う通りだ。魔王の強さはウサトも分かっているだろう？」

　先輩とカズキの指摘ももっともだ。

「ですが……ここで魔王を殺してしまったら、もう二度と魔族と人間の間にある亀裂は埋まらないものになってしまうと思うんです」

「たしかにウサト君の言う通り、今ここで魔王を殺したら魔族は怒りに燃えるだろうね。そうしたら、人間と魔族のどちらかが滅ぶまで戦いが終わることはないのかもしれない」

　先輩の言葉に、カズキは依然として困惑した表情のまま、魔王を見下ろしている。

「でも、魔王は人類を抹殺するって言っていましたよ？　だとしたら、魔王軍もそのための手段でしかないんじゃないですか？」

『ボクがいた頃の魔王軍は、そんな人類抹殺なんて目標は掲げていなかったはずだ。侵略は魔族という種族が生きるためにしていたんだ。……どうして魔王は、いきなり戦場で人類抹殺なんてことを言い出したんだ？』

　同化しているフェルムが、訝いぶかしむように呟く。

　そして、幻影の中で見た過去の魔王と照らし合わせても、今の彼の言動には違和感がある。

　過去の魔王は、自身の持て余した力をぶつける相手が欲しかっただけだった。

　なら、今の時代の魔王の目的はなんだ？

　本当に人類を抹殺するというのなら、あまりにもやっていることが回りくどすぎる。

「……」

　こうしている間にも、時間は過ぎていく。

「ん……？」

　ふと周りに目を向けると、倒れ伏す魔王を見ている連合軍の騎士達の視線に気付く。

　それは──恐怖、憎悪、そして怒り。

『ウサト、これは……』

「ああ」

　フェルムの警告するような声に頷うなずく。

　騎士達の視線が向けられていないはずの僕でさえも恐怖を感じてしまうような彼らの感情の波に、魔王がなぜあのような宣言をしたのかに気付く。

「貴方は……」

　倒れ伏す魔王に声をかける。

「人間達の魔族への憎しみを一身に集めて、死のうとしていたんですか？」

「……」

　反応はない。

　だけど、それでも言葉を続ける。

「理由は分からないけど、貴方はまだ経験不足な僕達にやられてしまうほどに弱っていた。それなのに、魔王軍の窮地に自ら戦場へ出てきた」

　見当外れでもいい。

　パズルのピースを埋めるように、紡ぎ合わせた考えを口に出していく。

「貴方には、何かそうせざるを得ないだけの理由があった。そして自分が死ぬことを覚悟していた貴方は……あえて人間達の敵意を集めるような行動をして、僕達と戦った」

「……まったく」

　沈黙していた魔王が、弱々しく呟く。

「つくづく想定外の行動をしてくれるな、貴様は……。これでは、下手な芝居を打った私が阿あ呆ほうではないか」

「やっぱり、そうなんですね？」

「……魔族には、もう未来はないのだ」

　そう呟いた魔王は、空を見上げる。

　その目に悲壮感はなく、どこか自じ嘲ちょう気味にすら思えた。

「かつての闘争により生じた、人間と魔族の決して埋まらない溝。それを作り出したのは、かつて愉悦と快楽のままに闘争を求めた私の責任だ。それにより、魔族は未いまだに人間と和解することもできず敵対したまま、死にゆく大地と共に滅びようとしている」

「……」

「私は我が同胞を救わねばならなかった。そのためならば、この命など捨ててもいいと考えていた」

　僕達は魔王による幻影の中で、人間と魔族が決定的な確執を作った過去の戦いを見ている。

　人間と魔族の関係がこうなった責任が魔王にあるのは、事実なのだろう。

「いわば、これはケジメなのだ……ぐっ」

　腕を押さえたまま上半身を起き上がらせた魔王は、カズキの剣の切っ先を掴つかみ、自身の首へと押し当てる。

　カズキは、魔王の行動に驚いたのか固まっている。

「光の勇者よ。私を殺すがいい。我が同胞に罪はない。全ては私が命令し侵略させたのだ。貴様らは元凶たる私を殺し、全てを終わらせるのだ」

　ここで魔王を殺し、彼の真意を知る僕達が『魔族は生きるために魔王に従っていただけ』と伝えてしまえば、この確執は終わるのかもしれない。

　だけど──。

「嫌です」

　そんな自己犠牲精神など、救命団員である僕には見過ごすことなどできなかった。

　僕は、魔王が掴んでいるカズキの剣を引きはがす。

「は？」

　初めて、魔王が表情を崩す。

「なら、私もやーめた。魔王の思い通りに動くのも癪しゃくだからね」

「……雷の勇者よ、貴様もか」

「死にたがりも結構だけど、それでなんとかなるほど人間の感情は甘くないと思うよ」

　そう言い放った先輩は、僕にいつものような明るい笑顔を向けてくれる。

　カズキも、剣についた血を払い鞘さやに納める。

　落ち着くように深呼吸をしたカズキは、意を決したように口を開く。

「……俺達だって、好きで殺したいわけじゃない」

「……」

「貴方が死んで一時はなんとかなったとしても、その先は分からないままだ。罪を償いたいなら、むしろ生きるべきだ」

「詭き弁べんだ。私が生き延びたとして、それでどうなる？」

「その場しのぎでしかない死よりも、生きてよりよい結末を模索するべきだと、俺は思う」

　魔王を生かすことに反対する人もいるだろう。

　でも、魔王が死ぬことで人間に対する魔族の憎しみが爆発してしまえば、もうどちらかが滅ぶまで憎しみの連鎖は終わらない。

「貴様らは自分が何を言っているのか理解しているのか？　幾百年も憎み合っていた人間と魔族の関係を修復することなど、本当にできると思っているのか？」

　僕達の選択は、理想論に過ぎないのかもしれない。

「フェルム」

　彼女の名を呼ぶと、同化を解除しフェルムが姿を現す。

　それに合わせて、離れたところを飛んでいたネアも僕の肩に留まる。

　おっかなびっくりしているフェルムを見てから、僕は魔王へと視線を戻す。

「最初は敵同士だった僕達だって、こうやって歩み寄れたんです。切っ掛けさえあれば、可能性はきっとあるはずです」

「……理想が過ぎる。貴様のような人間がそうそういるとは思えん」

「理想を語ってこそ救命団ですから。僕は師匠からそう習ったし、これからもずっと理想を抱いて、それに従って生きていくつもりです」

　甘いと言われようと、愚かと罵ののしられようと、僕は師匠からの教えを曲げるつもりはない。

　ネアとフェルムを見ると、二人は呆あきれた様子ながらも頷いてくれる。

「ま、貴方がそう決めたならいいんじゃないの？」

「お前の無茶苦茶さは、ここまでで身をもって理解させられたからな」

「……ありがとう」

　僕は本当に仲間に恵まれている。

　改めてそう思っていると、目の前の魔王が大きなため息をついた。

「……ほとほと貴様らは甘い。これぞまさしく生き恥だな……」

　毒気が抜かれたように、再び横になった魔王。

　殺さないという方向で決まったのなら、拘束するべきだろうか。

　疲れ切った体を動かそうとしたそのとき、突如として突風が吹き荒れて、魔王の傍らに一人の魔族の男が現れる。

　すぐさま臨戦態勢に移った僕達の前にいたのは、金髪の魔族──ネロ・アージェンスであった。

「……ネロか」

「魔王様」

　お互いボロボロだけど、ここで戦うのか!?

　いや、今は先輩とカズキがいるから皆で戦えば──、

「もう争うつもりはない」

　こちらに掌てのひらを向けてそう言葉にしたネロ。

「っ、戦わないんですか……？」

　たしかに、最初に遭遇したときのような敵意は感じられない。

　それどころか、穏やかそうにすら見える。

「貴様の師匠に敗北した身だからな。この場に現れたのは別の目的だ」

　そう言って魔王を見下ろしたネロ。

　魔王もボロボロの姿のネロを見上げると、微笑を零した。

「互いに酷ひどい有様だな」

「魔王様ほどではないかと」

「ふん、貴様も言うようになったな」

　状況に見合わない軽口。

　そんなやり取りを見ていると、不意にネロが魔王に手を差し出した。

「貴方様の負けでしょうな」

「そう、か。……ああ、その通りだ」

　ネロに改めてそう告げられ、おかしそうに笑う魔王。

「……私は、今ある全力をもってしても貴様達に敗れた。本来ならば、人間が魔族へ向ける怨えん恨こんと共に死ぬはずだったが……生かされてしまったな」

「生き恥を晒さらしてでも、生きることには意味があります。私も今日この日に、それを学びました」

「フッ、そうだな」

　差し出されたネロの手を取って立ち上がった魔王が、僕達へと視線を向ける。

「ならば、恥を重ねるとしよう」

　自嘲気味な笑みを浮かべた魔王は、指先に小さな魔術の文様を作り出し、それを喉元に当てる。

　すると、彼の声が周囲に響くように大きくなる。

『我々魔族は敗北を認め、降伏しよう。貴様達の──人間の勝利だ』

　その声は、戦場中に木こ霊だまするように響いていく。

　一瞬の静寂に包まれた次の瞬間──歓喜の声が爆発した。

『『『ウォォォ───!!』』』

『お、終わった！　終わったんだ!!』

『もう、これで……戦わなくてもいいんだ……』

　安堵に泣き崩れ、隣にいる誰かと喜びを共にし、長く続いた戦いが終わった感慨に浸っている。

　そんな人々を見て僕も安堵するが、まだ目の前に魔王とネロがいることを忘れてはいけない。

「これから先は、どうなるんですか？」

「私にもどうなるかは分からない。だが、これは貴様達が掴み取った未来だ」

　魔王すらも想定していなかったということは、どうあっても彼はここで死ぬつもりだったということか。

「リングル王国に使いを送る。我々の処遇は、貴様達の王に任せよう」

「ああ、そのように伝えておこう。しかし、約束を違たがえれば……」

「最早、我々に戦う力は残されてはいない。どちらにせよ、貴様達に我らの運命を委ねることに変わりはない」

　先輩の警告に、そう返した魔王。

　あとはロイド様に任せるしかない。

　ふと、僕は魔王の傷の出血がさらに酷くなっていることに気付き、彼に歩み寄る。

「ウサト？」

「ちょ、お前、何しようとしてるんだ!?」

　ネアとフェルムの声を聞き流しながら、僕は魔王に片手を差し出す。

　治癒魔法の光が浮かび上がった僕の手を見た魔王は、驚きに目を見開いた後におかしそうな笑みを零した。

「先ほど殺し合いをした敵同士だぞ？」

「貴方には、これからも生きてもらわないといけませんから」

「……クク、私にとっては死よりも恐ろしい生だな」

　ネロに支えられながら、差し出した僕の手を握り返す魔王。

　治癒魔法により、彼の傷が癒やされていく。

「もう、これくらいでいいぞ」

　魔王は、応急処置程度の傷が癒えた時点で僕の手を離す。

「……いいんですか？」

「貴様の立場を慮おもんぱかってのことだ。だが、そうだな……」

　彼はおもむろに左手を掲げると、掌に光の球のようなものを浮かばせる。

「餞せん別べつだ。受け取れ」

「これは……？」

　浮かび上がるそれを受け取ると、光の球は一つの紙となる。

　僕は……いや、僕達にはそれに見覚えがあった。

「ウサト君、それは……!?」

「スクロールじゃないか！」

　幻影の中で魔王がヒサゴさんに見せていた、元の世界へ帰ることのできるスクロール!?

　いや、魔王が持っていても不思議じゃないけど、なんで今それを……？

「それをどう使うかは、貴様達次第だ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま魔王を見る。

　彼は、こちらの反応を楽しむように微笑ほほえんだ。

「そのまま使うなよ？　奴のいた世界と同じ時代に飛ばされるだろうからな」

「どうして、これを僕達に……？」

「不思議と、私にも分からんのだ。己の運命を切り開いてみせた貴様達だからこそ、渡してもいいと思ったのかもしれんな」

　そこで魔王は後ろへ下がる。

　それの動き合わせて自分を支えているネロに視線を向けると、次第に彼らの周囲を風が包み込み始める。

　この場から魔王が去る。

　そのことに周囲がざわつくが、無言で見守っている僕達を見て誰も声を上げようとしない。

「──暫しばしの別れだ、勇ましき者達よ」

　その言葉と共に、魔王とネロの姿が風と共に掻かき消える。

　あとには何も残ってはいない。

　彼がいた場所を黙って見つめていると、隣にいるカズキがやや不安そうな声を零した。

「魔王は約束を守るかな？」

「守るだろうね。彼が魔族に対して抱いていた罪悪感と、救いたいと思う気持ちは、本物だったと思うから」

「守らなかったら、今度は私達が魔王領にカチコんで、もう一度最強コンビネーションを叩たたき込んでやればいいだけさ！」

　シュッシュッとやけに様になったシャドーボクシングを披露する先輩に、僕とカズキは肩の力を抜いて苦笑する。

　ようやく、魔王軍との戦いが終わりを迎えた。

　僕達の選択が正しかったのかは、分からない。

　けれど、その選択に後悔はしていない。

「終わったんだな……」

「ああ。そうだよ、ウサト君」

「ウサト、俺達が平和を勝ち取ったんだ」

　僕の独り言に、先輩とカズキが応えてくれる。

　この世界に先輩とカズキと一緒に召喚された日。

　今でも、そのときの光景は鮮明に思い出せる。

　戦ったり、訓練をしたり、旅をしたり、色々なことがあった。

　今日、ようやく僕達はこの世界にやってきた意味を果たしたんだ。

　それを自覚し、じんわりと胸の奥から湧き出してくる喜びに打ち震えながら、僕は手の中にあるスクロールを見つめる。

「あとの問題は……」

　魔王に渡されたスクロール。

　これが使えれば、僕達は元の世界に帰ることができるかもしれない。

　慣れ親しんでいた、家族のいる世界。

　そして、たくさんの人々と縁を紡いだこの世界。

　その両方を思うと、胸の奥に鋭い痛みが走るような錯覚を覚えた。






閑話　帰りを待つ少女









　魔王軍との戦いに勝利した。

　その報しらせを聞いたとき、真っ先に頭に思い浮かんだのはウサト達の安否だった。

　無事かどうか知りたい。

　そんな逸はやる思いを胸に、戦場からの使いの騎士の声に耳を傾けると、その場にいた全員の想像を超えた報告が聞こえてきた。

『勇者スズネ様、勇者カズキ様、並びに救命団のウサト様が魔王を打倒した』

　戦争に勝っただけではなく、魔王も倒した？

　予想以上の戦果に暫しばし呆ぼう然ぜんとしていた人々だが、次の瞬間には静寂が歓喜の声へと変わった。

　私はその場でへたりこみながら、ウサト達の無事を喜んだ。





　　　　＊＊＊






「アマコさん、今日ウサトさん達が戻ってくるんですよね？」

「うん、そう聞いてる」

　魔王軍との戦いが終わってから一週間。

　私はナックと共に、これから帰ってくるウサト達を迎えるべく、救命団の宿舎で食事の準備をしていた。

「まだローズさん達は残るらしいけどね。ウサトも残るって言ったけど、先に帰るように蹴っ飛ばされたんだって」

「はは、ローズさんらしいですね」

　戦いが終わってから今まで、リングル王国は戦後の処理に追われており、戦場に出ていた人達もほとんどこちらには帰ってきていなかった。

　救命団も、戦地の怪我人の治療のためにその場に残っている。

「本当に終わったんですね」

「ウサトは、結構な無茶をしていたみたいだけどね」

「話に聞くだけでもすごかったらしいですもんね。第一軍団長、第二軍団長、第三軍団長と戦った上に、大きな蛇の魔物をミアラークの勇者様と倒して、そのままぶっ通しで魔王と戦うなんて……本当に、現実離れした人ですよ」

「まったくだよ」

　帰ってくるウサト達に料理を振る舞うと聞いた街の人達からもらったたくさんの食材で作ったスープを掻かきまわしながら、私も呆あきれて返す。

　誇張して伝わっているのではないかと疑問に思ってしまうが、戦場から先に戻ってきた騎士が皆口々にそう言っているので、事実だと認めるしかない。

「でも、それでこそウサトだね」

「ですね」

　お皿の準備をしているナックが笑みを浮かべて頷うなずく。

「あのときから、今でもウサトさんは俺にとっての追いかけるべき背中です」

「……ナックはウサトみたいにならなくてもいいんだよ？」

「もちろん、それは分かっていますよ。俺は俺なりに、ウサトさんと肩を並べられるような治癒魔法使いになりたいんです」

　彼の瞳は、どこまでも真っすぐだ。

　魔導都市ルクヴィスで出会ったころの弱々しかった彼は、もうどこにもいない。

「戦う必要がなくなったら、ウサトはどうするんだろう」

「え、そりゃ訓練じゃないですか？」

「即答してくるあたり、ナックも結構染まってるね」

「え？　へへ、そうですか？」

　そこで嬉うれしそうにするのだって毒されていると思う。

　でも、ナックの言う通りウサトはいつも訓練をしているイメージだ。

「……」

　なぜだろう、少しだけ心が寂しくなった。

　理由は分からない。

　ただ、妙な胸騒ぎがする。

　魔王軍の脅威はなくなり、もう誰も危険な目にあうことはないはずなのに。

『なんだか久しぶりに帰ってきた気がするわねー』

『ようやく柔らかいベッドで寝られるな』

『やっぱり、僕はここが落ち着くよ』

　外から馴な染じみのある声が聞こえる。

　それに気付いた私とナックは、小走りで宿舎の扉にまで駆け寄る。

　外に複数の気配。

　それを改めて確認した私は、扉を開いて──視線の先にいるウサト達の姿を視界に収める。

「アマコ……ナック……？」

　彼の声を聞いた瞬間、耐え切れなかった。

　今まで必死に押しとどめていた感情が溢あふれ出してくるのを感じながら、私は全力でウサトに抱きついた。

　しっかりと存在を感じ取るように、彼を抱きしめる。

　団服に染みついた血と汗と泥の匂い。

　それだけで、彼がどれだけ危険な場所を走り抜いてきたのか理解できた。

「おかえり、ウサト……！」

「ただいま、アマコ」

　涙交じりの私の声に穏やかな笑みを浮かべたウサトは、私の頭に優しく手を置きながら、そう返してくれるのだった。






第二話　勝ち取った平和!!　の巻









　魔王軍との戦いが終わってから、色々なことがあった。

　まず、僕がたくさんの人から心配されたり、怒られたりしたこと。

　次に、戦いに大きく貢献したということで、先輩やカズキと同じ勲章をもらったこと。

　正直、叙勲式のときは緊張でどうにかなりそうだった。

　あと、もう一度ルクヴィスで会談を行ったりもした。

　内容は、今後の魔王軍の処遇について。

　以前に行われた魔王領への調査の報告もかねた会談だったが、なにより驚いたのは、魔王本人が自らルクヴィスに赴いていたことだった。

　なぜかまたルクヴィスへ同行させられた僕を見つけるなり、気軽な様子で挨拶してきた魔王に失神しかけたりしたが、会談自体はつつがなく行われた。

　その際に魔王領の調査報告を聞いたけれど、現地に赴いた調査員達が見たのは、魔王領がどれだけ切羽詰まった状況にあったかということ。

　死にゆく土地に住み、果物はおろか草すらも満足に生えていない大地。

　そんな極限の環境の中で生きることを定められた魔族達。

　だが、魔族が人間達を侵略しようとした事実は変わらない。

　それでも、各国の代表者達は敵意こそ完全になくなったわけではないが、その調査報告を聞いて魔族達への認識を大きく改めることとなった。

　あと、魔王から渡されたスクロールについては、戦いが終わったすぐ後にウェルシーさんに渡して、調べてもらえないかとお願いした。

　ウェルシーさんは現在、数人の部下達を引き連れてミアラークにいるファルガ様の元で、そのスクロールの研究を行っている。

　戦後すぐに向かってしまったというのだから、驚くほどのアグレッシブさである。
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　そんなこんなで、戦いが終わってから二か月が経たった。

　僕は、救命団で平和な日常を享受していた。

「やっぱり走るのは気持ちいいな。なあ、ブルリン！」

「グァー！」

　いつもの訓練場で、ブルリンを担ぎながらの走り込み。

　今まで戦場で怪我をした人の治療をしたり、ルクヴィスに行ったりしていたから、こういった日常を送るのは本当に久しぶりなのだ。

「フッ、やはり訓練だな」

　戦争が終わった今、救命団が活動する目的はなくなってしまった。

　だが、今後も何があるか分からないので、救命団は引き続き存続することになった。

　戦場での人命救助の代わりとして、なんらかの災害が起こった際に怪我人を救助したり、捜索したり、力仕事をする活動が案として挙げられている。

「ウサトはこれ以上訓練してどうするんだろうね」

「さあ？　筋肉オバケにでもなりたいんじゃないかしら」

「ボク、そんなウサト想像したくない……」

　近くの原っぱで、アマコ、ネア、フェルムがやや呆あきれたような顔でこちらを眺めている。

　そちらを見ると、アマコと視線が合う。

「……？　どうしたの、ウサト」

「いや、最近ほぼ毎日来てるなって思って」

「……迷惑だった？」

　途端に不安そうにするアマコに、首を横に振る。

「迷惑なんかじゃないよ。ただそう思っただけ……ハッ!?　もしかして、救命団に入りたいと思っていたりとか!?　今なら、仮入団とかできるけど、どう!?」

「嫌」

　普通に拒否されてしまった。

　まあ、冗談半分だったからいいんだけど。

　再び走り込みに集中しようとしていると、ネアとフェルムが必死な様子でアマコの肩を掴つかんでいるのが見えた。

「そうよアマコ！　この際だから貴女あなたも入りなさい！　衣食住全てが揃そろっている上に、四六時中こいつと一緒よ？　入って損どころか得しかないわよ！　入って同じ苦しみを味わいなさい!!」

「コイツの言う通りだぞ！　お前も一緒に苦しめ!!」

「二人とも本音が出てるよ？」

「「ハッ!?」」

　休憩したからか二人も元気そうだし、そろそろ訓練に戻させるか。

「さて、ネア、フェルム。訓練再開だ」

　僕の声に、二人は露骨に嫌そうな顔をする。

「戦いが終わったんだから、もう走らなくてもいいだろ……」

「否いな！　健全な精神は健全な肉体に宿る！　さあ、君達も健全な肉体を作ろう!!」

「貴方あなたのはもう健全なんてレベルじゃないでしょ!?」

　これはいけない。

　いくら救命団が当初の存在意義を失ったとしても、有事の際に僕達は動かなければならない。

「僕は副団長だぞ？　さあ、走れ」

　ちょっとだけドヤ顔して命令してみる。

　すると、喧やかましく抵抗していたフェルムとネアが途端に顔を顰しかめさせる。

「いや、お前それは最低だぞ」

「ないわー、権力振りかざすとかないわー」

「ごめん。自分で言ったけど、僕もないと思ったわ」

　やっぱ命令するとか僕らしくない。

　うん、そういうのはこれまでのようにローズに任せて、僕は今まで通り立場に関係なくいこう。

「まあ、それはともかくとして訓練はするけどね！　ブルリン、行け!!」

「グァー！」

　僕の背中から飛び降りたブルリンが、二人を追いかける。

「「いやぁぁぁ!?」」

　ブルーグリズリーの巨体に追いかけられた二人は、悲鳴を上げながら走り出した。

　二人と入れ替わるようにアマコの近くに歩み寄った僕は、懸命に走るブルリンとネアとフェルムを眺めながら、ほっと肩の力を抜く。

「平和だなぁ」

「うん。目の前の光景はともかく、平和だね」

　小さく微笑ほほえんだアマコに、僕もつられて笑う。

　戦争がなくなった今、この平和はこれから先も続いていくんだろうか。

　そう思っていると、アマコが僕を見上げていることに気付く。

「元の世界に帰れるかもしれない方法が見つかったって聞いたけど……。ウサトは、どうするの？」

「……正直、今でも分からない。でも、まだあれがちゃんと使えるって決まったわけじゃないし、ゆっくりと時間をかけて答えを見つけていきたいなって考えてる」

「それって一年？　二年？」

「はは、それは分からないよ。でも……そう簡単に割り切れることじゃないのは確かだよ」

　本当は、帰る手段なんて見つからない方がよかったと思っている僕もいる。

　だって、そうすれば今いる世界と元の世界を天てん秤びんにかけて悩まずにすむからだ。

「……ウサト」

「ん？　なに──」

「ウサトさーん！」

　突然、遠くから聞こえる僕を呼ぶ声に振り向くと、訓練場の入り口からナックと強こわ面もてどもがこちらに走ってきているのが見えた。

　傍はたから見ると、いたいけな少年を追いかけ回している盗賊集団のような光景だが、彼らも先ほどまでナックと一緒に街中を走ってきていたのだ。

　息を切らしながら僕の元にやってきたナックに治癒魔法をかけてあげながら、訓練の感想を尋ねてみる。

「ナック、強面どもとの走り込みはどうだった？」

「ぜぇ、はぁ……。か、かなりきついですけど、頑張れます！　皆さんも優しく声をかけてくれますし！」

「えっ!?」

　あいつらが優しく声をかける？

　少し離れた場所でトレーニングをし始めた強面どもへと、思わず顔を向ける。

「あ、そういえばウサトさん。ローズさんが団長室に来るように呼んでいましたよ」

「団長が？　分かった。君はフェルムとネアと訓練をしていてくれ。無理しないようにね」

「分かりました！」

　元気のいい返事をしてくれたナックに満足しながら、アマコへと振り向く。

「ごめん、アマコ」

「ううん、大事な用かもしれないからね」

　にこりと笑いかけてくれるアマコに頷うなずき返した僕は、ローズのいる宿舎の方へと向かう。

「……アマコは何を言おうとしていたのだろう？」

　彼女は不安そうな表情だった。

　何かが胸につっかえるような感覚に苛さいなまれながら、僕はローズの元へと歩を進めた。
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　ローズの待つ団長室に到着した僕は、いつものように扉を数回ノックした後に声をかける。

　「入れ」という声の後に扉を開けて入ると、中には椅子に腰かけているローズがいた。

　ネロ・アージェンスと交戦したローズは、ネロの持つ魔剣で肩に大怪我を負い、一時的に治癒魔法を受け付けない呪いを受けてしまっていた。

　しかし、数日経って呪いが消えると、すぐさまバリバリ元気に動き出したのだ。

　軍団長三人、バルジナク、魔王と連続で戦い抜いた僕が言えたことじゃないけど、あのネロとの死闘を経た直後のほぼ満まん身しん創そう痍いの状態のまま、魔王に捕まった僕達を解放した時点で、この人は相当化け物だと思う。

　肩の傷が癒えた後は、いつも通り僕達を叱しっ咤たしながら戦場の怪我人を治していたわけだし。

　そんな相変わらずの超人であるローズに、この場に呼び出された用件を尋ねてみる。

「団長、何かご用でしょうか？」

「……ああ」

　なんだろうか、いつもの団長らしくないな。

　伊だ達てにこの人の部下をやっていないので、僕はすぐにローズの異変に気付く。

「もしかして、ネロにつけられた傷に後遺症が……？」

「いいや、そっちはもう完治してる」

　なら、彼女が歯切れ悪そうにしている理由はなんだろう？

　しかし本人はそれを語るつもりはないのか、ため息をつきながら腕を組むと、いつもの鋭い視線をこちらへ向けてくる。

「お前に城からの呼び出しがかかった」

「僕にですか？　いったい、どんな用で……」

「……」

「団長？」

　意味深に黙られると不安になるのですが……。

　え、僕って何かやらかしてしまったのか？

　正直、思い当たる節は多すぎるけど……。

「ウサト」

「は、はい？」

「私は既に、お前が城で伝えられる内容を聞いている。まあ、今の時点でこんなこと言われても意味が分からねぇだろうが、言っておく。私は、お前がどれを選ぼうが何も言うつもりはない」

　……どうしよう、ますます意味が分からなくなってきた。

　とりあえず、何かしらを選ぶ必要があるのは分かった。

　けれど、あのローズをここまで悩ましげにするとは、いったいなんなんだ。

「じゃ、さっさと行け」

「せめてもう少し説明してください……」

「その説明を城で聞くんだよ。勇者の二人も待ってるぞ」

　先輩とカズキも……？

　このままここで混乱していて二人を待たせるわけにもいかないので、団長室を退出したあとに自室に戻って訓練着から団服に着替え、すぐさま城へと向かう。

「僕がどれを選ぼうが、か……」

　ローズは僕にいったい何を伝えようとしていたのだろうか。

　それは分からないが、今はとにかく急いで城に向かわなくちゃな。






第三話　予想外！　突きつけられた現実!!　の巻









　城に到着した僕は城門にいるアルクさんに挨拶し、中へと通してもらう。

　通路を歩いていると、王様のいる大広間に続く扉の前で先輩とカズキの姿を見つける。

「あ、ウサト君」

「よっ、ウサト」

「二人とも、おはようございます」

　とりあえず挨拶を済ませる。

　どうやら僕を待っていてくれたらしい。

「なんの話だろうねぇ」

「先輩とカズキも聞いていないんですか？」

「ああ、でもなんか大事な話っぽいんだよな」

「まあ、準備ができたら呼び入れられるだろうさ。それより、君は今までどうしていたんだい？」

　こちらに振り向いた先輩が、話しかけてくる。

「訓練ですね。いつもの日常に戻った感じですよ。先輩とカズキは？」

「私もカズキ君も、ウサト君と同じだね。ロイド様が私達に休むように言ってくれているから、各々の日常を過ごしている感じさ」

「戦いが終わっても、そういうところは変わりませんよね」

「まったくだ」

　そう言って先輩と笑みを交わしていると、カズキがやや難しい表情を浮かべて腕を組んだ。

「でも、俺達がこの世界に召喚された理由って、魔王軍と戦うためだったよな。そのための日常が訓練だったから……魔王を倒したあと、今の日常はどうなのかなぁって思っちゃうんだ。訓練をする気がなくなるってわけじゃないけど、なんだか目標がなくなっている感じだよ」

「カズキ君はその分、セリアとフラナと一緒にいる機会が増えたよね」

「よくお茶会に誘われるんですよ……ははは」

　おっと、これはラブコメの予感。

　色々と察した僕と先輩は、下手に刺激せずにさらりと話題を変える。

「僕には、そういう喪失感みたいなのはなかったね」

「それは君、救命団は訓練が仕事みたいなものだからだよ」

「いえ、単純に訓練が好きですし」

「満面の笑み!?」

　これは普通に本音だ。

　召喚直後にローズに放り込まれた救命団ではあるが、それからは全て自分の意思で訓練を行っているし、努力がそのまま糧になっていく感覚は、今でも変わらない充実感をもたらしてくれる。

　ただ、最初の気持ちはもっと別なものだった。

「あとは、そうですね……。僕は、魔王軍と戦わなくちゃならない先輩とカズキの助けになりたくて頑張っていたことが始まりみたいなものでしたから……。もちろん、今もその気持ちは変わっていませんし」

　我ながら恥ずかしいことを口にしてしまったなと思い、照れながら頬ほおを掻かく。

「きゅんっ」

「先輩、自分でときめき音を口にするってどうなんですかね……？」

　軽く引いたのですが。

　というより音に出せるのか、ときめき音って。

「でも、正直そういうのは羨うらやましいな。私なんて本を読んだり、数少ない君達以外の友達のアマコに会いに行くくらいしかやることがないのに」

「さらっと悲しいことを……」

「そのアマコも最近留守で、ますます孤独感が……」

「いえ、普通に救命団に来てくれればいいのでは……？」

「頑張って訓練している君の邪魔をして嫌われたらどうしようって思ったら、行けなくなってしまった……」

「面倒くさいなぁ、貴女あなたは」

「ははは、さすがに色々こじらせすぎでは？」

　苦笑するカズキだが、さすがにこじらせているというレベルではないと思う。

　そんなことで僕が先輩を嫌うはずがないだろうに。

「ハッ……！　いっそのこと、私も救命団に入るってのは……？」

　どうしてそんな思考に至ったのか、先輩はそんなわけの分からないことを言いだした。

　たしかに救命団の入団基準は結構あやふやだから、先輩も入れる可能性はある。

　まあ冗談だろうから、それほど真面目に受け取る必要もないだろう。

「歓迎しますよ？」

「いいの!?　疲れて倒れこんだところをウサト君に手厚く治癒魔法をかけてもらって優しく抱き起こされるのもアリなの!?」

「すみません。早口すぎて何言っているのか全然分かりません」

　この人、もしかしてマジなのか？

　そこまで何もすることがないのか？

　だとしたら僕も一考するべきだが、一体どうしたら……。

　先輩が真面目に入団を検討していると、不意に大広間の扉が開かれる。

「おや、既に揃そろっていらっしゃったのですか」

「シグルスさん」

「お待たせしてしまって申し訳ありません。さあ、中へどうぞ」

　リングル王国の騎士団長、シグルスさんに促され、僕達は大広間へと足を踏み入れる。

　中にいたのは、ロイド様と宰相であるセルジオさんだけだったが、大広間にこれまでになかったものが置かれていることに気付く。

「……噴水？」

　それは、急造されたような石造りの噴水。

　魔具が組み込まれているのか、中心から水が湧き出している。

「おお、来てくれたか。カズキ、スズネ、ウサトよ」

　ロイド様の言葉に膝をつく。

　戦争が終わってからも……いや、それ以上にロイド様は多忙だ。

　リングル王国は魔王領との距離が近いこともあってか、戦後の魔王領の扱いに関する各国との橋渡し役を担っている。

　もとより侵略された当事者でもあるので話し合いの中心とも言えるが、その王様であるロイド様の心労は計り知れないものがある。

「今日、お主達を呼び出したのは……重要な話があってのことだ」

「重要な話ですか？」

「うむ」

　カズキの言葉に深く頷うなずくロイド様。

　彼とセルジオ様、そしてそばに控えたシグルスさんの表情は、ここに来る前に会ったローズとも重なった。

「ただ、話をするのは私ではないのだ」

「「「え？」」」

　ロイド様がそう言葉にした瞬間、噴水の水が不自然に溢あふれ出し、水で作られた鏡のようなものが出現する。

　それに、青色の大きな竜の顔が映り込む。

『ウサトよ、元気そうでなによりだ』

　威厳のある声でそう言ったのは、ミアラークの地下にいる神竜、ファルガ様だった。

　邪竜と対になる存在ではあるが、僕達に勇者の武具を授けてくれたお方だ。

「え、このお方がファルガ様!?」

「大きいなぁ」

　ファルガ様の姿を初めて見た先輩とカズキは、驚きに目を丸くしている。

　特に先輩はものすごい勢いでテンションが爆上がりしていたが、ファルガ様はあえてそちらを見ないようにしているようだ。

『現在、写鏡の呪術で水を通して貴様達のいる場所と空間を繋つなげている。移動こそできないが、遠隔で話し合いをすることが可能なので、そちらに魔術を介せる水場を作らせたのだ』

「うむ、ファルガ様の存在は公にすることができないので機密ではあるが、今の状況ではファルガ様のお言葉が必要だからな」

　つまり、この場に限ってならファルガ様と連絡を取り合えるということか。

　ネアがこの場にいたら、すっごい興奮しながら魔術を観察しそうだな。

『まずは、先の戦いご苦労だったな』

「はい。ノルン様とレオナさん、それにカロンさんはお元気ですか？」

『あの未熟者も、ようやく女王らしくなってきたぞ。まだまだ手はかかるがな。カロンも、もうずいぶんと回復してきたぞ』

　ファルガ様、相変わらずノルン様には厳しいなぁ。

　まあ、彼女はミアラークの女王だからこそ厳しくしているんだろうけど。

『レオナだが、そうだな……』

「？」

　ファルガ様の視線が下へと向けられる。

　しかしそれも一瞬で、すぐにこちらへと戻った。

『どうだ？　戦いでは役にたったか？』

「え？　それはもう、レオナさんが来てくれなかったら僕はこの場にいなかったことでしょう。とても頼りになる人だと思ってます」

『うむ、そうかそうか。ならばいいのだ』

　今の質問はどういう意図があったのだろうか。

　自国の勇者であるレオナさんの評価が知りたい的なものだろうか？

「ウ、ウサト君、なんだかすっごいファルガ様からの好感度高い……」

「知り合いというだけあってすごいな……」

　つい話を振られて世間話をしてしまったけれど、今は王様の前にいるんだった。

　しまったと思いながらロイド様を見ると微笑を返されたので、怒ってはいないようだけど……。

「それで、ファルガ様。今回僕達を呼び出したのは……」

『うむ、その理由はスクロールについてだ』

　スクロールと聞いて、僕達は驚きの表情を浮かべる。

『我はリングル王国の魔法使い、ウェルシーと共にスクロールについて調べていた。……もちろん、この場に彼女もいる』

　すると、ファルガ様を映していた映像が切り替わり、見上げるようにこちらを向いているウェルシーさんと、なぜか両手で顔を押さえているレオナさんの姿が映り込む。

　ウェルシーさんは、やや疲れたような笑顔でこちらに手を振ってくれる。

　すぐに、映像はファルガ様のものへと切り替わる。

『現状では、このスクロールに刻まれた術式の複製は難しいと言えるだろう。異なる次元に通ずる術を用いるものだからな。このスクロールの出どころであるヘイガル王国も、既に魔王によって滅ぼされている』

　ファルガ様の前に浮かび上がった光の球体の中には、スクロールがある。

　記された文字列を金色に輝かせたそれは、異質な雰囲気を放っている。

『──結果だけを言うのなら、あのスクロールは正常に機能するだろう』

「っ！　使えるんですか!?」

　僕の声に、ファルガ様が頷く。

　……いや、まだ質問しなくちゃいけない部分がある。

「ですが、それは先代勇者のいた時代に飛ばされてしまうものだったはず……」

『これは転移者の元いた世界の情報を読み取って検索し、その場所へと転移させるものだ。現在は先代勇者の情報が刻まれているが、我はそれを白紙にさせ、上書きすることならできる』

「つまり、その情報さえあれば私達を元の世界に帰すことも可能ということですか？」

『左様』

　先輩の言葉にこくりと頷いたファルガ様に、僕達は顔を見合わせる。

　先輩とカズキ、二人の表情は喜びではなく、不安と困惑。

　きっと、僕も同じような表情を浮かべているはずだろう。

　でも、まだ帰る方法が見つかっただけだ。

　すぐに答えを出せと言われたわけじゃない。

『だが、その情報こそが問題なのだ』

「……え？」

　しかし、僕の内心を見透かしたようにファルガ様がそんなことを口にした。

『情報とは、貴様達の存在そのものに刻まれたものだ。元いた世界の残ざん滓し、それを術式が座標として記憶するものだ』

　つまり、目に見えないものとでもいうべきなのか？

　話を呑のみ込めず困惑する僕達に、ファルガ様は続ける。

『分かりやすく言うならば、それは『匂い』だ。貴様達の世界の『匂い』は、少しずつ今の世界の『匂い』に上書きされようとしている。もし、貴様達のそれが完全にこの世界に染まり切ってしまえば──スクロールの術式が記憶するはずの貴様達の世界の『匂い』はなくなってしまう』

「「「……」」」

　ここまで説明されれば、ファルガ様が何を言いたいのかを理解できてしまった。

　この後を聞くのが怖い。

　誰もが無言になっていると、僕の隣にいる先輩が核心をつくであろう問いかけをファルガ様へ投げかけた。

「……今、どれほどの猶予が私達に残されているのですか？」

　ファルガ様の目が細められ、光が発せられる。

　数秒ほどの沈黙の後に小さく吐息をついた彼は、自身の感情を押し殺すように大きな口を開いた。

『……約三か月。それが、貴様達がスクロールを使用できる期限だ。それまでに、お前達はこの世界に残るか、元の世界に帰るかを選択しなければならない』

　ここにきて、僕はようやくローズの言葉を理解した。

　元いた世界と今いる世界。

　僕達はそのどちらかを秤はかりにかけて、選ばなくてはいけないのだ。






第四話　未来のために！　ロイドの理想と覚悟!!　の巻









　三か月の猶予。

　ファルガ様からそのことを聞いてから、一週間が過ぎた。

　僕達がどちらの世界に残るか選ばなくちゃいけないことは、救命団の皆とアマコ、そして僕達が関わった各王国の人々にも伝えられたのだけれど、当の僕自身がこれほどまで思いつめることになるなんて予想外だった。

　もっと先の話だと思っていたのだ。

　思いがけず提示されたタイムリミットに、僕は現実を受け入れきれずにぼんやりとした毎日を送っていた。

「……ッ」

　走る。

　無心になって、ただただ走る。

　頭の中に浮かんでくる邪念を振り払うようにひたすら走り続けるが、それでも嫌な想像は止まらない。

「……っ、はぁ……！」

　訓練場を走り回った僕は、乱れた呼吸を整えながら原っぱに腰を下ろす。

　この一週間、ずっと自分に突きつけられた選択肢のことばかり考えてしまっている。

「おい」

「ん？」

　いつの間にか近くにいたフェルムが、不意に話しかけてくる。

　座ったままそちらを振り向くと、彼女は不機嫌そうな面持ちだ。

「……ど、どうしたの？」

「ッ、なんでもない！　この筋肉バカ!!」

　いきなり僕を罵ば倒とうすると、フェルムはどこかへ走り去ってしまう。

　その様子に呆あっ気けに取られていると、彼女と一緒にいたネアがそばに歩み寄ってくる。

「やっぱりあの子は素直じゃないわねぇ」

　彼女は苦笑しながら僕の隣に腰を下ろした。

　思い返してみれば、事情を知らされたときもネアだけは一切動じていなかった気がする。

　なんか「ふーん」って感じで反応が薄かったし。

　もしかして、ネアにとってはどうでもいいことなのか？

　これまで一緒にいた時間が長かっただけに、地味にショックだった。

　震えそうになる声を抑えながら、前を見ている彼女へ尋ねてみる。

「君はどう思う？」

「うん？　貴方あなたがここに残るか、それとも元の世界に帰るかについて？　……んー、特になんとも思ってないわね」

「……この薄情者ぉ！」

「いや、そんなに傷ついたような顔されるとは思わなかったわ」

　ショックを受ける僕の肩を軽く叩たたいたネアは、しょうがないといった感じの笑みを浮かべる。

　足を抱えるように座りなおした彼女は、憂いを帯びた瞳で空を見上げる。

「そこは生きている年月の違いよね。生きていれば、いつか別れは訪れる。私はそういうのを割り切るのが得意だったから、貴方が帰るかもしれないって聞いても、しょうがないって思えたわけ」

「そっか……」

「でも、貴方がいなくなって悲しくないかって訊きかれたら、もちろん悲しいわよ。だって貴方は、私にとって最初で最後の主あるじなわけだし」

　そう言われてしまうと、何も言えなくなる。

　内心嬉うれしくもあるが、結果的により選ぶのが辛つらくなってしまった。

「あら……どうやら、貴方に客人が来ているようね」

　ネアが訓練場の入り口に視線を向け、そう呟つぶやいた。

「私は邪魔でしょうから、少し席を外すわ」

「あ、ああ」

　立ち上がった彼女は、僕から離れていく。

　とりあえず僕も立ち上がって訓練場の入り口の方を見ると、そこにはこの場には絶対いないであろう人物がいた。

　外行き用なのか、目立たない黒を基調とした服を纏まとった男性は、僕の姿を見つけると、彼の立場からは想像もできないほどの気軽さで手を振ってくる。

「おお、ウサト。ここにいたのか」

「ロ、ロイド様……!?」

　リングル王国の国王、ロイド・ブルーガスト・リングル。

　この国の最高権力者が、まさかこの救命団の訓練場にやってきてしまった。

　ロイド様は護衛としてついてきたらしいシグルスさんと一言二言交わすと、こちらへやってきた。

　こちらを見たシグルスさんは申し訳なさそうな表情を浮かべており、緊張からか胃のあたりを押さえている。

「すまないな、突然やってきてしまって。いや、楽にしていていい」

「は、はい。ですが、なぜロイド様がここに？　僕に用があるようなら、呼んでくださればよかったのに……」

「いや、お主とはいつかこうやって話したいと思っていたからな」

「はぁ……」

　どうしよう、僕も緊張で胃がねじ切れそう。

　サマリアールの王であるルーカス様と話すときとは、全然違う。

「隣、構わないかな？」

「ど、どうぞ」

「うむ」

　隣に腰を下ろしたロイド様に、さらに緊張する。

　色々と辛い沈黙に耐えていると、不意にロイド様が口を開いた。

「やはり、思いつめているか」

「……はい」

　思わず沈んだ声を零こぼしてしまう僕を見たロイド様は、遥はるか遠くを見据えるように顔を上げた。

「私はこれからの人生を懸けて、人間と魔族の融和のために力を尽くすつもりだ」

「え？」

　突然の宣言。

　呆気に取られた僕の反応に微笑ほほえんだ彼は、言葉を続ける。

「この戦いが終わったことで、私は初めて魔族について知る機会ができた。魔王領に調査員を派遣し、他ならぬ魔王自身から魔族の現状や彼らが生きている環境について聞いた」

「……」

「彼らがこの国に攻め入ったことは紛れもない事実だ。生存のための戦いといえども、それを許してはならない」

「……そう、ですね」

　魔王軍の侵略によって、多くの騎士達が命を落とした。

　僕達救命団の活動があったとしても、その事実は変わらない。

「魔族を滅ぼすべきだという過激な意見も出ているが、それでは後に大きな禍根を残すことになるのは明白だ」

「そのための融和だと？」

「恨む者もいるだろう。納得できない者もいるだろう。それでも、後の世代に戦いの火種を残さないためにも、魔族との融和は欠かすことのできないことだと私は考えている」

　遠い道のりだと思う。

　数百年前の戦いと現在の戦いを経て、人間の魔族に対する認識は依然として悪い。

　たとえ魔族を取り巻く劣悪な環境が世に知られたとしても、そう簡単に評価が変わることはないだろう。

「難しい話なのは分かっている。だが、それでも誰かがやらなければならないのだ」

「それが、ロイド様だと？」

「ああ、我ながら厳しい道のりになるとは思うがな」

　僕に視線を向け苦笑するロイド様に、言葉を詰まらせる。

　それだけの覚悟を、彼はしている。

　けれど、とても難しい話なのは僕でも理解できる。

　そのとき、ある考えが僕の頭に思い浮かぶ。

「僕が魔族との橋渡し役になるというのはどうですか？」

　その可能性を考えなかったわけじゃない。

　少なくとも僕なら魔族に対しての理解も少しはあると思うし、敵同士ではあったものの軍団長や魔王との面識もある。

　そしてなにより──魔族であるフェルムと仲良くなれたという前例があるのだから、橋渡し役として動けるかもしれないと考えたのだ。

　僕の提案に、ロイド様は目を瞑つむり頷うなずいた。

「心強いことこの上ない、な」

「でしたら……」

「だが、これは私達が解決しなくてはならない問題なのだ」

　僕の肩にゆっくりと手を置いた彼は、安心させるような笑みを浮かべる。

「お主が必要ないというわけではない。これまで私達は、勇者であるカズキとスズネ、そして巻き込んで召喚してしまったお主に頼りっぱなしだったのだ」

「……」

「本来なら自分達で解決するべきだった問題を、まだ年端もいかないお主達に任せてしまった。だからこそ、これ以上お主達に頼り切りになるわけにはいかないと考えたのだ。それに……」

　そこで一度言葉を区切った彼は、改めて僕と向き合う。

「お主達が命を懸けて掴つかみ取ってくれた平和だ。その恩義に報いるためにも、この人生を懸けてでも達成させねばならない」

　そう言って、ロイド様がこちらへと体を向ける。

　この世界にやってきて初めて出会ったときから変わらない、優しくて真っすぐな瞳から、僕は目を逸そらすことができなかった。

「だから、ウサトよ。私達のことは気にしなくてもいいのだ」

「……っ！」

「お主はローズと似ているからな。お主が思いつめている理由の一つが魔族の行く末だということは、なんとなくだが理解できていた」

　ロイド様の言う通り、魔族がどうなるかは僕も心配していた。

　魔族は僕にとっても敵だったが、フェルムやコーガを知っている身として、一概に悪い人達とも思えなかった。

「私は以前もここに来たことがあってな」

　考え込んでいると、不意にロイド様がそんなことを口にした。

「……そうなんですか？」

「ああ、ローズを訪ねてきたときだ」

　ということは、僕が召喚される前の話になるのか……。

　でも、ロイド様自らが足を運ぶなんて、どういう状況なのだろうか？

「かつて彼女も、自分を見失いかけていた」

「もしかして、団長の部下が亡くなったときの……？」

「ああ。それでも彼女は立ち上がり、救命団を組織して人々を救う道を選んだ」

　そう言ってロイド様が立ち上がる。

「私は、お主にも悔いのない選択をしてほしいと思っている。誰に選ばされたものでもない、お主だけの答えを……な」

「……はい」

　やや遅れて頷くと、彼は穏やかに微笑む。

　僕だけの答え、か。

　すぐに答えは出せそうもないけど、少しだけ心が軽くなったのは確かだ。

「長々とすまなかったな。だが、改めてお主と話せてよかった」

「ロイド様、その……ありがとうございます」

「礼を言いたいのは私の方だ。こちらこそ、ありがとう。ウサト」

　そう言葉にすると、彼は訓練場の入り口にいるシグルスさんの元に向かっていった。




　その背中を見送っていると、席を外してくれていたネアが戻ってくる。

「この国の王様も、色々な意味ですごい人よねぇ。お人ひと好よしの極みというか……」

「それが、ロイド様のいいところだと思うよ」

　僕も緊張の糸が切れ、そのまま芝生の上に寝転がる。

　脱力する僕の顔を覗のぞき込んできたネアは、やや呆あきれたような声を投げかけてくる。

「で、どうすんのよ？」

「まだ、答えは出ない……かな」

　そう簡単に出せるものじゃない。

　それが分かっているのか、彼女はそれ以上の追及はせずに相あい槌づちを返した。

「ふーん、まあ、それでいいんじゃないの？　悩むってことは、それだけ貴方がこの世界に思い入れがあるってことでしょうし」

「ははは、その通りだ」

「でも、気をつけなさいよ？　皆が私みたいに割り切れる性格をしてるわけじゃないから。特にフェルム……あの子は相当だから」

「……ああ」

　僕がどちらかの世界を選ぶ上で避けられないこと。

　それは、別れだ。

　この世界を選べば、元いた世界の家族や友人達との。

　元いた世界を選べば、この世界で出会ったたくさんの人々との。

　どちらも僕にとっては大切なもの。

　どちらを選択しても、それは覚悟しなければならないのだ。






第五話　勇者の決断!!　の巻









　救命団に自らやってきたロイド様の、人間と魔族の融和という目標とその覚悟を耳にしたが、僕は依然として答えを出せないままだった。

　そもそも、こういう問題は一人で考えても埒らちが明かない。

　そう悟った僕は、城にいる先輩とカズキに会うことにした。




「おや、ウサト殿」

「こんにちは、アルクさん」

　城に足を運んだ僕は、城門の守衛をしているアルクさんと顔を合わせる。

「もう城も落ち着いてきましたか？」

「はい。ようやく戦後の処理も終わりましたので、私達もこうやって元の職務に戻ることができました」

「あの後、大変でしたもんねぇ」

「ええ、まったくです」

　魔王との戦いの後の戦場は、もう滅茶苦茶だった。

　空から降り注いだ火球のせいで焼け焦げたり穴が開いてしまった地面を整地したり、いたるところに落ちている剣や矢などを片づけたりと、本当に大変だった。

　僕達救命団も、戦いが終わったからといって休む暇なんてなかった。

　緊張が解けたオルガさんは倒れてしまうし、ローズも重傷を負っていたので、必然的に副団長の僕が率先して動くことになってしまったのだ。

「重傷なのに平気な顔して動き出そうとする団長を押さえるのは、大変でしたよ」

「ははは」

　魔王との戦いで消耗している僕よりもずっと酷ひどい怪我を負っているのに、何食わぬ顔で立ち上がったローズが怪我人を癒やしに向かおうとしていたので、さすがに必死で止めた。

　失礼を承知で額に手を当てたら高熱を出しているし、どこか視線も朧おぼろげだった。

『心配すんな。これが私の平熱だ、ボケが』

　ローズの口調と罵ば倒とうに、いつものキレがない。

　その事実に、僕達はとてつもない危機感を抱いた。

『強こわ面もてどもォ！　今すぐ団長を休ませるぞォ!!』

『『『『『応!!』』』』』

　といった具合に、僕達は全力でローズに休息を取らせ、必死の説得の末に肩の傷の呪いが解けるまで大人しくしてもらうことにした。

　しかし、数日ほどで怪我の影響なんて微み塵じんも感じさせないくらいに回復していたのは、さすがの一言だったけど。

「アルクさんはどうでしたか？」

「私は、前と変わらずここで守衛として働いていますよ。特に変わりはありません」

　そこで何かを思い出したのか、「あっ」と声を漏らした彼は、共に旅をしていたときに何度も見せた穏やかな笑顔を浮かべる。

「……いいえ、魔王軍という脅威がなくなったことで、幾分か気を張らずにいられるようになりましたね。もちろん守衛としての自覚はしっかりありますが、これは大きな変化と言えます」

　たしかに、魔族に襲撃される心配がないということを考えれば、いいことなんだろうな。

「これから、平和が続いていけばいいですね」

「勇者様とウサト殿がもたらしてくださった平和ですからね。私達も、そうあればいいと願うばかりです」

　改めてアルクさんにそう言われて、思わず照れる。

　さて、名残惜しいけれど早く先輩達の元に向かわなくちゃな。

「アルクさん、時間を取らせてしまってすみません」

「いえいえ、ウサト殿と久しぶりに話せてよかったです。また機会がありましたら、そのときに」

「ええ、それでは」

　アルクさんに手を振りながら、僕は城内へと足を踏み入れた。
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　城内で通りすがる人達に挨拶されながら通路を進み、二人との待ち合わせ場所に指定された庭園へと向かう。

　たしか庭園の、テーブルと椅子が置かれているところだったはずだよな？

「ここか……」

　色とりどりの花々が植えられた庭園。

　ガラス張りの扉を開けて中を見渡すと、すぐに並べられたテーブルを見つける。

　あ、もう誰か先にいるみたいだ。

　目を凝らすと、どうやら先輩が座っているようだ。

「……いい香りだ。まるで私のアンニュイな心情を醸し出しているかのような紅茶だ」

　……どうしよう、先輩がそれっぽい風に気取った様子で紅茶を嗜たしなんでいる。

　ふっ、と吐息を零こぼした先輩は、手に持ったカップをお皿にのせる。

「しかし、ウサト君とカズキ君が来ない。これはあれかな？　私だけ気が逸はやって早く来てしまったせいなのかな？　それとも……二人とも忘れてる？　どうしよう、不安になってきた……」

　独ひとり言ごちながら、おろおろし始める先輩。

　この人、メッキ剥はがれるの早すぎでは？

　不安そうにきょろきょろと周りを見渡した先輩は、僕の姿を見つけると、ぱぁぁっと表情を明るくさせる。

「あ、ウサト君！　こっちこっち!!」

「はいはい……」

　苦笑しながら先輩の元へと向かい、とりあえず彼女の前の席に座る。

「ウサト君、紅茶はどうかな？」

「それじゃあ、アンニュイな心情を醸し出してくれるやつを」

「み、みみみ、見てたの!?　あ、あれは、えーと、違くて……！」

　まさか見られていたとは思っていなかったのか、顔を真っ赤にさせながらあたふたとする先輩に、思わず笑ってしまう。

　ついこの前、共に死線をくぐり抜けたと思えない和やかさだ。

　淹いれられた紅茶を口にしながら、恥ずかしそうにしている先輩に話しかける。

「カズキはまだ来ていないんですか？」

「そ、そろそろ来る頃だと思うよ？」

　ならここで待つか。

　……こういう機会だから、前々から気になっていたことを訊きいてみよう。

「そういえば、城ではカズキとは一緒に行動しているんですか？」

「訓練とか勇者にまつわる仕事があるときとかは、よく一緒に行動しているね。でも、普段はそうでもないかな」

「へえ、そうだったんですね」

「そりゃ、同じ勇者だからって四六時中一緒に行動しているわけじゃないさ。むしろ、私は基本的に一人飯だ」

「悲しいこと言わないでくれますか？」

「私は一人でご飯を食べている。ときには部屋で、ときには食堂で、憧どう憬けいの眼差しは向けられども、共に食える者なし。それがしは孤独の勇者なり……」

「物は言いようですね……」

　無駄に言い回しがかっこいいのがちょっと腹立つ。

　見た目だけはとびっきり美人だし、勇者という立場だから、みんな物もの怖おじして先輩を食事に誘えないのかな？

「たまにフラナとセリアが一緒に食べてくれるけど、最近はカズキ君のために遠慮してる」

「先輩、今度うちに食べに来ますか？」

「いいの？　家族になっても？」

「話が飛躍しすぎでは？」

　今、明らかに五段階くらい話をすっ飛ばしましたよね？

　しかも目がガチだった。

　なにこの人、すっげぇ重くない……？

　どこの世界なら、一緒にご飯を食べただけで家族になるの……？

「ウサトー！」

「あ、カズキ」

　内心で戦せん慄りつしていると、やや遅れてカズキが来た。

　手を振りながらこちらへやってくる彼に手を振り返して、出迎える。

「ごめん、待たせちゃったかな？」

「いいや、僕も今来たところだよ」

　カズキ、相変わらずの爽やかスマイルだ。

　そんなやり取りをしていると、前に座っている先輩がやや引いたように話しかけてくる。

「君達、そのやり取りはわざと……？」

「「え？」」

「……いや、いいんだ。うん、しかしッ！　本当は私がそれをやりたかったとだけ言っておこう！」

　すみません、意味が分かりません。

　ともかく三人全員が揃そろったので、相談を始めよう。

「二人とも、その……スクロールのことなんだけど」

　僕は、二人に自分の悩みを打ち明けることにした。

　元の世界と今いる世界、どちらを選んでいいか未いまだに迷っていること。

　先日、救命団にやってきたロイド様と話したこと。

　そして二人はどうするのか、どう考えているのか。

　その問いかけに最初に答えたのは──、

「俺は、元の世界に帰るつもりだよ」

　意外にもカズキであった。

　セリア様とフラナさんが彼に向けている感情は、僕にも分かる。

　多分、カズキ自身もそれを分かっているはずだ。

　先輩もカズキの決意を知らなかったのか、驚きょう愕がくに目を丸くさせている。

「カズキ君、どうして……？」

「正直、死にそうなほど悩みました。吐いたし、眠れない夜が続きました」

　自身の手を見つめるように俯うつむいたカズキは、ぽつりぽつりとその考えに至るまでの経緯を話しだした。

「元の世界には家族がいる。だけど、この世界には家族と同じくらい大切と思える存在がいる。それを比べて考えるってことは、なによりも苦しかった」

　『家族』という単語を聞いて、僕は先輩へと視線を向ける。

　この世界に来て間もない頃、リングルの闇で遭難した際に、先輩は元の世界には未練がないことを口にしていた。

　そんな彼女は、カズキの言葉をどう思っているのか。

　しかし、今の彼女の表情からはそれを読み取ることができなかった。

「最初は、先輩とウサトが選んだ方にしようと考えた。駄目な考えだとは分かっていたけれど、その方が楽だと思ったから」

「でも、カズキはそうしなかったんだね？」

　僕の言葉に、カズキは困ったように頷うなずいた。

「セリアとフラナに怒られたんだよ。それはもうカンカンに」

「あっ、あの騒ぎの発端はその話だったんだね」

　カズキの言葉に、先輩は得心がいったような反応をする。

「何かあったんですか？」

「ちょっと前に、カズキ君がフラナとセリアに張り倒される騒ぎがあったんだよ」

「え、そうなの？」

「ははは、恥ずかしながら……」

　フラナさんならともかく、あの温厚そうなセリア様に張り倒されるって、相当だぞ。

　その光景を想像できないでいると、先輩が感慨に耽ひたるように頷く。

「頬ほおにグーパンの跡をつけたカズキ君を見たときは、驚いたなぁ」

「え、パンチ!?」

「ああ、フラナから『根性なし！』って言われながら殴られた。セリアはビンタだったのに……」

　い、意外とフラナさんは武闘派なところもあるんだな……。

　ちょっとやりすぎな気もするけど、カズキはそれくらいしなくちゃいけないくらい酷い精神状態だったのかな？

「そのときの俺は、ウサトと先輩がこの世界に残るなら俺も残る、元の世界に帰るなら俺も帰るって、自分で考えることを放棄して、ただ流されるがままにいようとしていた」

「それに二人は怒ったんだね？」

「選ぶことから逃げるな、自分を見失うな、ってな。ついでに言うなら、自分達のことじゃなく俺自身のことを優先させろとも言われたよ」

　選ぶことから逃げるな、か。

　それはまるで、僕自身にも向けられた言葉のようだ。

「だから、もう一度悩んで……まあ、その間にセリアとフラナとも話し合った末に、俺は元の世界に帰ることにしたんだ」

「その決断に、後悔はないの？」

「もちろんあるさ。でも、俺は選ぶことから逃げちゃいけないって教えてもらったからな」

　力なく笑うカズキ。

　その表情だけで、彼がどれほどの覚悟でその答えを選んだのかを理解する。

「元の世界では、いつも流されてばかりだった。そんな自分がいつも嫌で、それでもどうすることもできなかったけど、この世界でたくさんの人達に助けられて変われたような気がするんだ」

　流されずに、自分の考えで行動する。

　言葉にするだけなら簡単だが、すごく難しいことだと思う。

「だから、セリアとフラナには感謝しているんだ。こんな俺を叱しかって、支えてくれたことをさ」

　照れくさそうにそう言葉にするカズキに、僕と先輩もつられて笑みを浮かべる。

　しかし、すぐに思いつめたように組んだ手に顎あごを乗せた彼は、僕へと視線を向ける。

「でも最近、二人の視線がちょっと怖いんだよな。できればウサトにも相談に──」

「なるほど、カズキ君も覚悟は決めたわけだね！」

　カズキの言葉を食い気味に遮った先輩。

　思わずそちらに顔を向けると、取り繕うように咳せき払ばらいをした先輩が口を開く。

「さて、次は私の番だね」

「先輩も決めていたんですか？」

　カズキは、先輩も既にどちらの世界を選ぶか決めていたことに驚いているようだ。

「うん。私はカズキ君とは少しばかり違うけどね」

「違うってことは……そういうことですよね……」

　先輩の言葉から察したのか、カズキの表情が暗くなる。

　僕としては、先輩はこちらの世界に残るだろうと思っていたので衝撃は少なかったけれど、カズキからするとかなりのショックなのだろう。

　そんな彼に苦笑した先輩は、不意に僕へと視線を向ける。

「ウサト君。リングルの森で話したことを覚えているかな？」

「……ええ、今でも覚えていますよ」

「森の中にたった二人きり。私達は懸命に助け合いながら、友情を育んだよね……」

「先輩が油断して、僕が魔物の体当たりを食らった話ですよね」

「そ、そそそ、そんなこともあったねぇ……」

　美化はいかんぞ。

　あのときの先輩は結構調子に乗っていた節があるし、そのことを忘れちゃいけないと思う。

　いや、それはともかくあの一件で重要なのは、遭難した夜に交わされた会話にある。

「やっぱり、先輩は元の世界への未練はないんですね」

「うん、私の答えはあの頃から変わっていないよ。実家も、家族もどうだっていいし、自分を偽って生きていかなくちゃいけない学校も、どうでもいい」

　先輩が元の世界で何があったのかは分からないけど、その考えはあのときから依然として変わってないようだ。

「では、先輩はこの世界に残ることに？」

「いいや、そうとは限らない」

「……？　どういうことですか？」

　待て、一気に話が見えなくなったぞ。

　隣にいるカズキも混乱しているのか、首をひねっている。

　じゃあ、先輩は元の世界に帰るのか？

　でも、ついさっきまで元の世界に帰りたくない的な感じで話していたし……。

「私はね……」

　そこまで言葉にした先輩は、僕にじっと視線を合わせる。

「……私は、君がいるのならどこの世界だって構わない」

「……えっ？」

　僕がいれば、どこの世界だって構わない？

　予想だにしない答えが飛んできて混乱しながらも、疑問が口をついた。

「でも先輩、それはフラナさんにグーで殴られたカズキの答えと一緒では？」

「いいや、違う。なぜなら私は迷っていない……よね？」

　言ってから不安になってるじゃないですか。

　気を取り直すように咳払いをした彼女は、ニヤリと笑みを浮かべる。

「理由は、君が思っている以上にずっと単純さ。君がいるから、私は楽しい。君がいるから、私は偽りのない自分でいられる。だから、君の行く場所に私もついていくつもりだ」

「……」

　僕は、どう答えればいい。

　なんだか、相談しに来たはずなのに悩みがさらに加速した気がしなくもない。

「僕は……」

　先輩は、基本的に残念な人だ。

　自分の欲望に忠実だし、突拍子もない行動にも出る。

　それに苦労させられたこともあるけど、同時に元気をもらったことがあるのも間違いない。
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「正直な気持ち、先輩がいると賑にぎやかで退屈しないなと思います」

「おお！」

「でも、さすがに重いっす」

「大丈夫！　重い女なのは自覚してるからね！」

　開き直る先輩に、カズキも苦笑している。

　だけど、僕はなぜか安心してしまった。

　どこまでいっても、犬いぬ上かみ鈴すず音ねという人間は変わらないのだろう。

「それが、私の出した答えさ。君がいれば、どんな場所でも私は私のままでいられる。そんな予感が……いや、そんな確信があるんだよ」

　自信満々な表情でそう口にした先輩は、椅子に背中を預ける。

「ただ、この話は他の子には黙っていてくれ」

「無用な混乱を避けるためですか？」

「いや、そういうわけじゃなくてね。この話が漏れると、私は襲撃を受ける可能性があるんだ」

「貴方あなたは一体、何と戦っているんですか……？」

「フッ、ある意味、魔王よりも恐ろしい存在だよ……」

　先輩、めっちゃ声が震えてますけど。

　いや、割とマジでなんの話をしているんだ？

　こういうところは、いつもの先輩と変わらないな。

「まさか僕の選択に先輩がついてくるなんて……」

　元の世界と今いる世界。

　きっとどちらを選んだとしても、この人は文句を言わないだろう。

　というより、言ったら僕がキレる。

「元の世界の生活か……」

　あの頃、僕は平凡な日常に辟へき易えきとしていた。

　そして、この世界に召喚されて非日常が始まった。

　戦いに疲れたわけじゃないし、人の死に触れすぎて心を病んでしまったわけでもない。

　でも、今はかつての日常を恋しく思っている自分もいる。

「ホームシックっていうものなのかな、こういうの」

「君の場合は、家じゃなくて世界そのものだろうけどね」

「その気持ち、すげぇ分かるぞ。ウサト」

　苦笑する先輩と、うんうんと頷いて同意してくれるカズキ。

　結局、僕の中で答えが出ることはなかった。

　でも、カズキが元の世界に帰るつもりだということと、先輩が僕の選択についてくるつもりだということだけは分かった。

　先輩はともかくとして、しっかりと決意することができたカズキはすごいと思う。

　僕も、ちゃんとした答えを出さなくちゃな。
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　その後もしばらく三人で話し、そろそろお開きとなった頃。

「あ、そうだ。ウサト君、近いうちに魔王領から大使が来るのは知っているかな？」

「大使？」

「うん、軍団長の誰かだと思うけれど、魔族から代表として遣わされるんだって」

　リングル王国は、魔族との橋渡し役を担っている。

　なら、魔王領からその使いが来てもおかしくはないけれど……。

「その場合、一体誰が来るんだろうな」

「アーミラあたりじゃないかな？　敵だったけれど、結構真面目そうな人だったし」

「そもそも軍団長のほとんどがやばい人だからな……」

「たしかに……」

　げんなりとしながら頷くカズキ。

　そういえば、カズキもコーガと戦っていたんだよな。

　ネロは……ローズと顔を合わせたときが怖すぎる。

　ハンナさんは騎士達から恨みを買いすぎていると思うので、大使としては相応ふさわしくないだろう。

「まあ、どちらにせよ救命団にいる僕には縁のある話ではないかもしれませんね」

「それもそうだね」

「でも、伝えてくれてありがとうございます」

「礼はいらないさ。私達の仲じゃないか」

　自分の答えを口にしてスッキリしたのか、妙にグイグイ来る先輩。

　僕はそれをスルーして、カズキに向き直る。

「今日は相談に乗ってくれてありがとね。カズキ」

「いいや、悩む気持ちは俺も痛いほど分かるからな。また悩むことがあったら、いつでも相談してくれよ」

「うん、そうするよ」

「私にも遠慮なく相談してもいいんだよ？」

「いえ、先輩は別にいいです」

「素で拒否られた……!?」

　いや、冗談だけどね。

　結局、自分の答えは見つけられなかったけれど、なんだかんだ楽しく話せたことで、少し心が軽くなったような気がした。






第六話　予期せぬ来訪者と新たな団員!!　の巻









　カズキは悩みに悩み抜いて、元の世界に帰ることを選んだ。

　先輩は、僕の選んだ世界についてくるという予想外の答えを出した。

　僕の答えがそのまま先輩の答えになるなんて、先輩にその自覚がないとしても、僕の心境はかなり複雑なものであった。

　ただ、四六時中悩んでいても気が滅め入いってしまうので、気分を切り替えることを意識する。

　訓練のときは、訓練のことだけを考える。

　んでもって、悩むときはとことん悩む。

　そうでもしないと、精神的なストレスで倒れてしまいそうだ。

「オラッ！　避よけてみろォォ!!」

「「「ぎゃぁぁぁ!?」」」

　今日は回避訓練。

　ネア、フェルム、ナックの俊敏さと反射神経を鍛える訓練である。

「前よりも格段に動きがよくなったよ！　この調子でいけば、どんどん感覚が研ぎ澄まされていくはずだ！」

　僕の投げた治癒魔法乱弾を滑るように避けた三人を、素直に褒める。

「そんな褒められ方されても、一つも嬉うれしくないわよ！」

「最近落ち込んでいたと思ったら、急に元気になったな！　つーか、ナックまで参加させんなよ！」

「そーよ！　ナックは貴方あなたと違って純粋な人間なのよ！」

　まるで僕が純粋な人間じゃないみたいな言い方はやめろ。

　僕だって純度一〇〇パーセント人間だ。

　ネアとフェルムが倒れ伏すナックを指さしてそんなことを言っているが、僕はそうは思わない。

　たしかに、ナックはまだ十二歳の子供だ。

　だが、彼には同年代の子達にはない心の強さとガッツがある。

「ほう、君達はナックがまだこの訓練をやり遂げることができない子供だというのか？」

「そ、そうに決まってるだろ……」

「フッ、そうなのか？　ナック」

　フェルムからナックへと視線を向けると、彼は足を震わせながら立ち上がる。

　そして僕を睨にらみつけるように強い意志の宿った瞳を向け、威勢のいい啖たん呵かを切ってくる。

「まだやれます!!」

「よく言った！　さあ、君達も続きをやるぞ！　ナックに気合いで負けて恥ずかしくないのか!!」

「いや、別に私そんな訓練脳じゃないから……」

「──ってやる……」

「え、フェルム？　なんて？」

　隣のフェルムの呟つぶやきに訊きき返すネア。

　すると彼女は、地面を殴りつけながら揚々と立ち上がった。

「このボクがナックに負けるはずないだろうが！」

「貴女あなた、挑発に乗りやすすぎない？」

「ここで年下のナックにすら負けたら、ボクの救命団ヒエラルキーは最下層まで落ちる……！」

「切実すぎて悲しくなる理由ね……」

　フェルムも結構な負けず嫌いだ。

　こう叱しっ咤たすれば、必ず立ってくれると思っていた。

　満足しながら頷うなずいた僕は、訓練の種類を変えるべく手を叩たたく。

「じゃあ、次の訓練だ。今度のは楽しいから、期待しててもいいよ」

「貴方基準の楽しいって、苦しいの間違いじゃないのかしら……？」

　大人な僕はネアのツッコミを華麗にスルーし、つい最近思いついた訓練について説明する。

「今から君達には、鬼ごっこをしてもらう」

「「「おにごっこ？」」」

　あれ、この世界には鬼ごっこって遊びはなかったかな？

　まあ、鬼ごっこといっても似通っているだけで、そのままじゃないけど。

　僕は、地面に直径十メートルほどの円を描く。

「ルールは単純。この円の中で逃げ回る僕に触れられたら、君達の勝ちだ」

「無理ね」

「無理だろ」

「それは難しいのでは？」

　ギブアップするの早すぎじゃない？

　首を傾かしげる僕に、やや引いた様子のネアとフェルムが声を上げる。

「貴方、普段どれだけ自分が理不尽な動きをしているか分かる？」

「少なくとも人間の動きはしてないぞ」

　客観的に自分がどう動いているか見たことないので、分かりません。

　しかし、モチベーションが低いまま訓練をさせるのも嫌なので、条件をいくつか追加しよう。

「なら、魔術や魔法の使用を許可しよう。もちろん、協力して向かってくるのもアリだ」

「え、魔術を使ってもいいの？」

「ボクの魔法も？」

「おう、どんどん使ってこい。ちなみに僕は籠こ手ても魔法も使わない。それなら僕の訓練にもなるからね」

　あとは、そうだな……。

　これがモチベーションのアップに繋つながるかどうか分からないけど、言うだけ言ってみようか。

「逃げる僕に触れることができたら、可能な範囲で君達の言うことをなんでも聞いてあげよう」

「「!?」」

「それって、ウサトさんの技を教えてもらうとかでもいいんですか？」

「うん、そういうのでも構わないよ」

　手を挙げて質問してきたナックに答える。

　だが、ネアとフェルムは驚きに目を見開いたあと、なぜか互いに視線を合わせて強く頷いた。

　その後、僕に向けられた視線には強い気迫が伴っている。

「どんな恐ろしいお願いをしたいのか分からないが、いい気迫だ」

「フフフ、私の前でそういうことを条件に出すとはね！　いくわよ、フェルム！　なにがなんでもこいつへの命令権を手に入れるわよ!!」

「癪しゃくだけど、今日はお前と協力してやる！」

「しかし、ここでルール追加だ！」

「「なんで!?」」

　嫌な予感がしたので、ルールを追加しておこう。

　驚きに声を上げる二人と、真面目な表情で話を聞いてくれるナック。

「たとえ三人が同時に触れたとしても、言うことを聞くのは一つだけだ」

「じゃあ、言うことを無制限に聞いてもらうってお願いは使えないってことね……」

「君、本当にそういう悪知恵働くよな……」

　そして、ここで重要なのは『一つだけ』というところだ。

　この訓練は仲間との協力を推奨するものだが、その条件がそれを邪魔する。

　ふふふ、単独で僕に向かってくるか、三人の願いを一つにして協力して向かってくるか選ぶがいい……！

　無言となったネアとフェルム、そして気合いをいれるナックの前に腕を組んで立つ。

「さあ、いつでも始めていいぞ！　僕を捕まえられるものなら捕まえてみろ！」

　最初に飛んでくるのは魔術か、魔法か、それとも格闘か？

　身構えていると、ネアとフェルムが同時に動き出す。

　ネアの手に浮かぶ魔術と、フェルムの足元で動き出す闇魔法の黒い魔力。

　同時に来ると身構えたそのとき──それらはお互い、隣にいる仲間へと向けられた。

「命令権は私のものよぉー！」

「まずはお前から潰つぶす！」

　僕が失念していた可能性。

　それは、仲間同士での蹴落とし合いであった。

　魔術と闇魔法が同時に直撃し、倒れるネアとフェルム。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見ていたナックは、頭を押さえて呆あきれている僕に視線を送る。

「ウサトさん、これ……どうします？」

「はぁぁ、これは説教だな」

　せめて最初ぐらいは協力しなよ……。
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　説教の後、仕切りなおして訓練を再開することになった。

　出で端ばなは挫くじかれたが、この訓練形式は僕にとってもネア達にとっても有用なものだ。

　三対一という状況で避け続ける僕と、仲間と連携して僕の姿を捕らえようとする三人。

　これにより、力を合わせて行動する力を育むことができる。

「よし、これで午前の訓練を終了する。三人とも、いい連携だったよ！」

「はぁー、はぁー……」

「げほっ、ぐぇぇ……」

「っ、つ、疲れた……」

　息も絶え絶えの状態で倒れ伏す三人。

　全力で逃げる僕を追っていたからか、体力も魔力も消耗してしまったのだろう。

　とりあえず治癒魔法を三人に施すと、幾分か元気を取り戻したネアが体を起こす。

「な、なんでこいつは平気な顔してるの……？　私達も、訓練中のナックの治癒魔法で体力が回復してるはずなのに……」

「しかも、コイツは訓練中に治癒魔法すら使ってないぞ。この化け物め……」

「さ、さすがです……。俺も、もっと頑張らなきゃ……」

　まあ、体力に関しては僕が救命団に入って最初に鍛えられたものだからな。

　治癒魔法なんて、片手間で覚えさせられてたくらいだ。

「最初、か……」

　ローズにここに放り込まれたときから、僕の救命団での日常は始まった。

　最初に顔を合わせた強こわ面もてどもには酷ひどい目にあわされそうだと思い込んだし、今後何が起こるか不安にも思っていた。

　事実、訓練は凄すさまじいものだったし、それから僕を待ち受けていた戦いも苛か烈れつなものだった。

　だけど、今の僕があるのは間違いなく、この救命団という組織とローズのおかげだろう。

「あの、ウサトさん」

「うん？　どうしたの、ナック」

　思い出に耽ひたっていると、不意にナックが声をかけてくる。

「今日、城の方で何かあるんですか？　朝の走り込みのとき、やけに騎士の皆さんが慌ただしく動いていたのが見えたのですが」

「あー、そういえば今日は魔王領から大使がやってくるんだ。混乱を避けるために、一般の人には伏せられているけどね」

　僕の言葉に、ネアも納得したように頷く。

「なるほどねぇ。まあ、戦いが終わってからそう経たっていないし、当然ね」

　どういう風にやってくるかは分からないけど、ついこの前まで戦争していた魔族が国に入れば混乱は避けられないだろう。

　フェルムは救命団の預かりだから、そこまで驚かれないだけだ。

「誰が来るのか分かっているのか？」

「いや、今回は僕は関わっていないからね。来る人も分かっていないよ」

　フェルムの質問にそう答えると、彼女は思い悩むようなそぶりを見せたが、すぐにどうでもよくなったのか脱力するように原っぱに寝転がる。

　僕も少し気になるけど、あまり首を突っ込んでロイド様に迷惑をかけるのは嫌なので、今は大人しくしているべきだ。

「さて、昼めしにしようか」

「あー、もう私お腹ぺこぺこよ……」

「走り回って腹減った……」

「俺もお腹がすきました……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな三人と一緒に、僕は訓練場を出て宿舎へと向かった。
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　宿舎に到着すると、誰かがこちらに向かってきていることに気付いた。

「……先輩？」

　一人は犬いぬ上かみ先輩だ。

　やけに気を張った様子の彼女の後ろを歩いているのは、黒いローブを着た二人。

　全身をすっぽりと覆ったローブの人物の一人は長身で、もう一人はアマコと同じくらいの身長だった。

　とりあえずナックに宿舎に入るように言い渡した後、先輩の元へと向かう。

「先輩、どうしたんですか？」

「ウサト君……丁度よかった。実はね、彼がどうしても君に会いたいって言うから、ここまで連れてきたんだ」

「彼……？」

　僕の視線に気付いた小柄な人物は怯おびえたように肩をすくませるが、一方の長身の人物はくつくつと笑みを零こぼした。

　その聞き覚えのありすぎる声に、僕は「あっ」と声を漏らした。

「お前、もしかしてコーガか？」

「ハッハッハッ、正解だ」

　外されたフードの下の素顔は、僕にとって見知った人物──魔王軍第二軍団長コーガであった。

　予想外な人物の登場に、ネアとフェルムも言葉を失っている。

「先輩、もしかしてこいつが大使なんですか？」

「うん、そうなんだよ」

「人選ミスでは？」

「本人を目の前にして、好き勝手に言ってくれてんなぁ」

　だって、基本的に戦っている記憶しかないし。

　戦争のときだって率先して僕を狙いにきていたし、相当なバトルジャンキーだと思っている。

　しかし、この場に来たのは何かしらの理由があるのだろう。

　とりあえず敵意は抑えて、話を聞いてみる。

「で、僕に話があるって？　殴り合いか？」

「それもいいが、問題になるからな。今日のところは、ちょっとしたお願いをしようと思ってな」

「お願い……？」

　こいつが僕に……？

「歩きながら話そうぜ」

「……分かった」

　ここで話せることではないのか？

　コーガの目的が読めずにいると、彼は隣で所在なさげにおろおろとしている小柄な人物へと声をかける。

「ちょっとそこの姉ちゃんと待っててくれ。後で呼ぶからよ」

「は、はい！」

　声からして、女の子っぽいな。

　なぜ大使であるコーガが子供を連れてきているのか、疑問に思ってしまう。

　すると、先輩はおもむろに少女の全身を見回した。

「ふむ、ローブの上からでも分かる小動物オーラ……」

「ひぃっ!?」

「可愛かわいい！　ウサト君、この子は私の妹にする！」

　驚くべき速さで顔すら出していない少女を抱きかかえた先輩は、そんなことをのたまった。

　少女の方は、あまりの衝撃で固まって動けないようだ。

「平常運転だなぁ」

「マジで？　この勇者、これで普通なの？　俺達はこんな変なやつに苦戦させられたの？」

　コーガが地味にダメージを受けているのは置いておくとして、さっさと先輩の暴走を止めなければ……って、ん？

　なにやら、少女の足元の影が揺らめいていることに気付く。

　フェルムと似た魔法の感覚、もしかしてこの子は……いや、それより先に先輩を止めよう。

「先輩、今すぐやめてください」

「フッ、やめないと言ったら？」

「……あっ！　あそこにケモミミ美少女が!!」

「え、嘘うそ!?　どこどこ!?」

　何もいない空間を指さして叫ぶと、先輩は呆あっ気けないほど簡単に引っかかった。

　その隙すきに、先輩の魔の手から少女を奪還する。

「だ、騙だましたね!?」

「こんなところにケモミミ美少女なんているわけないじゃないですか」

「君のことだから、ランダムでエンカウントしてるのかなって……」

「どういう理屈ですか……？」

　いつも通りぶっ飛んでいる先輩の言動をスルーしつつ、少女に話しかける。

「大丈夫？」

「は、はい……ありがとう、ございます……」

　おどおどしながら、ぺこりと頭を下げる少女。

　影を見たら、まだ僅わずかに揺らめいている。

　……この子のことは、コーガに訊いてみるか。

「ネア、フェルム。先輩が悪の道に走らないように見張っておいて」

「「はーい」」

「そんなっ！　ウサト君、ご無体な！　君は私達姉妹の仲を引き裂こうって言うのかい!?」

「おい、もうこいつの頭の中では姉妹になってるぞ」

「良くも悪くも平常運転ね、この勇者は……」

　両サイドから、ネアとフェルムに腕を押さえつけられる先輩。

　その声をスルーしながら、先輩を見て頬ほおを引き攣つらせているコーガの方を向く。

「行こうか、コーガ」

「お前の国の勇者、変人すぎねぇか？」

「それは言うな。たとえ事実でも……！」

　さすがにコーガからも変人認定されるのはどうかと思いますよ、先輩。

　コーガと共にその場を移動した僕は、とりあえず人目を避けるように先ほどまでいた訓練場の方へと向かっていった。
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　訓練場付近の林の中。

　木々の間から差し込む木漏れ日に照らされた道を、コーガと共に歩く。

　少し前までは敵だったこいつとこんな風に行動するとは思わなかったけれど、多分コーガも同じことを思っているだろう。

「俺が大使としてここに来たのは、消去法だ」

「そうなのか？」

「ああ、第一軍団長……ネロのおっさんは、先の戦いで負った怪我がまだ癒えてねぇ。副官もいるが、あいつは魔王領を離れられねぇ。アーミラはそもそも軍団長じゃねぇから、今は魔王様の補佐なんかをやったりしてるな」

　まあ、あの団長と戦ったんだし、ネロが重傷なのは分かる。

　魔王を連れて帰ったときも、満まん身しん創そう痍いだったし。

「第三軍団長のハンナは、まあ……トラウマを刻まれて来られる状態じゃなかった」

「トラウマか……。戦場でよほど凄せい惨さんなものを見たんだろうね」

「お前がそれを言うのかよ……」

「うん？」

　今、小声で何か呟いたような……？

「いや、なんでもない。そういうわけで俺が消去法で選ばれたわけだが、正直な話、面倒くさかったし放って逃げ出してぇって思った」

「お前、なんで軍団長になれたの？」

　軍団長って、みんなをまとめあげる人じゃないの？

「まあ、今の魔族は勢力的にも立場的にも弱ぇからな。そんな状況で逃げ出すわけにもいかねぇんで、仕方なく大使としての役目を受けたんだよ」

　そう言ってコーガはからからと笑う。

　戦闘に特化したコーガが出てこなくてはいけないほど、人員が不足しているのか。

　とにかく、なぜコーガが大使として選ばれたのかよく分かった。

「……不思議な気分だよ」

「あん？」

「あれだけ戦ったお前と、こうして普通に話しているなんてな」

　最初に顔を合わせたのは、獣人の国ヒノモトの牢ろう屋やにいたときだった。

　あのときから僕達の奇妙な因縁は始まったようなものだけど、それがまさかこんな風に会話することになるとは思わなかった。

　しかし、コーガは僕の言葉にきょとんとした反応をする。

「……ははは、いや、そうでもねぇよ」

「そうでもないって、どういうことだよ」

「お前の性格を考えたら、こうなるのも不思議じゃねぇってことだよ。最初の戦いのときも、なんだかんだで俺の我わが儘ままに付き合ってくれたからな」

「あれは、お前が戦うように脅してきたからだろうが」

「かつて脅してきた相手とも、こうして普通に話している。それだけで十分おかしいと思うんだけどなぁ、俺は」

「いや、納得いかない。それじゃあ、僕の方がおかしなやつみたいじゃないか」

「お前は十分におかしいと思うぞ」

「なんだと、この野郎」

　自覚はあるけれど、お前には言われたくないぞ。

「お、やるか？　ここなら人目がないから、思う存分相手になるぞ？」

　立ち止まって暫しばし睨み合う。

　数秒ほどそうしていて、なんだかおかしくなってしまう。

「お互い、戦いばかりしていられる身分じゃなくなっちまったな」

「僕は元からだけどな」

　魔王軍との戦いが終わった今、あちら側の大使であるコーガと戦う理由はないし、そもそも救命団の副団長と魔王領の大使が殴り合うだなんて珍事件が噂うわさとして広まって問題になってはまずい。

　でも──、

「もしかしたら、これで会うのも最後になるかもしれないけどね」

「は？　どういうことだ？」

　しまった。

　スクロールについて、コーガに話してはまずかったか？

「もしかして、お前が元の世界に帰るかもしれねぇって話か？」

「……なんで知ってるの？」

「俺が大使として魔王領を出る前に、魔王様が教えてくれたんだよ」

「あー、渡した本人なら知ってるだろうね。そりゃ」

　魔王は、どこまでこの状況を予想していたのだろうか。

　あの人の場合、全て織り込み済みって可能性があるのが恐ろしい。

「それで、お前は元の世界ってやつに帰るつもりなのか？」

「……まだ決めてないんだよ」

「そうか……。これに関しては俺がとやかく言えることじゃないが……お前ともう喧けん嘩かできなくなると思うと、少しだけ寂しくなるな」

　彼の呟きに、僕も無言になってしまう。

　気まずい沈黙に耐えられなくなった僕は、とりあえず話題を変えようと試みる。

「……魔王はどうしてる？」

「魔王様は……前よりも穏やかになったな。今はお前んところの王と色々と交渉したり、俺に書状を届けさせたりで忙しいみたいだ」

　戦後、ルクヴィスの会談で顔を合わせたが、戦後の処理や話し合いで忙しそうだったもんな。

「お前達との戦いで、魔王様も大分弱っちまったからな。もう戦うことは難しいだろうが、本人はそのことをそれほど苦に思っていないらしい」

「そうなの？」

「あの方にとって、今の状況はそれほど悪くはないってことなんじゃないか？　戦いには負けたが、俺達が想像していた以上に人間達が同情的だったからな」

　僕達が魔王を生かしたことが正しいかどうかは、今でも分からない。

　しかし、この先のことを考えるのなら、魔族を導くことのできる魔王の存在は必要になってくるはずだ。

「甘いことかもしれないけど、これから人間と魔族の関係がよくなっていけばいいな」

「今は難しいだろうがな。なにせ喧嘩をふっかけたのは俺達だ。だからこそ、後に生まれてくるやつらが普通に暮らせるように頑張っていかねぇとならないんだが、これが難しいんだよな」

　大きなため息をつくコーガ。

　なんだかんだ言って、大使としての責任を重く感じているようだ。

「さて。長々と話し込んじまったし、そろそろ本題に入るか」

「……お前が連れてきた、あの子か？」

「おっ、さすがに分かるか。本題ってのは、そいつのことだ」

　コーガが連れてきた少女。

　恐らく魔族の子供だろうけど、大使としての任を預かるコーガがそんな子供を連れてくる時点で色々とおかしいので、何かあると思っていた。

　それに──、

「あの子、闇魔法を使うだろ？」

「さすがは闇魔法博士だぜ。察しがいいから、俺も話すのが楽だわ」

　先輩に絡まれているとき、あの子の足元の影が水面みなものように揺らいでいたのを思い出す。

「あいつはな、戦いが終わった後に俺のところにやってきたんだよ。なにやら、自分の魔法が制御できないっつーんで、俺に闇魔法の扱い方を教えてもらいたいんだと」

「なるほど。それで、どうしてここに連れてきたんだ？」

「俺が何かを教えられるほど器用だと思うか？」

「思わないなぁ」

　なんというか、こいつは闇魔法を考えて会得したんじゃなくて、いつの間にか使えていたって感じだろうし、闇魔法の使い方を教えるのには向いていないのも分かる。

　そう頷いていると、視線の先に先輩達と共にいる少女の姿が見える。

　いつの間にか道を一周してきたのか、救命団の宿舎の近くにまで戻ってきていた。

「まさかお前、あの子をここに預けようって考えてるのか？」

「ああ、そのまさかだよ」

「お前じゃどうしても無理なのか？」

「そもそも教え方を知らねぇからなぁ。その点、闇魔法使いに理解のあるお前なら適任だと思ったんだよ。それに、ここにはフェルムもいるしな」

　思わず額を押さえてしまう。

　考えることが山ほどあるのに、ここにきてわけありの子を預かってほしいだと？

　遠目で、所在なさげにおろおろとしている少女を見る。

　表情はフードに隠されて見えないが、僕にはその姿が酷く弱々しいものに見えた。

「……この話、城にはしてあるんだろうな？」

「もちろんだ。お前の上官らしき怖い人にも話は通しておいたぞ」

「団長も許可したのか。なら、僕がぶん殴られることは避けられたか……。分かった。あの子を救命団で預かろう」

「おう、頼んだ」

　一いっ旦たんそこで話を切り上げ、先輩達の元へと向かう。

　コーガの姿を見つけて、安あん堵どした様子の少女。

　彼女の前に歩み寄った僕は、目線を合わせるように屈かがむ。

「こんにちは、僕はウサト。救命団の副団長をやっている治癒魔法使いだ」

　できるだけ怖がらせないように笑いかける。

「突然だけど、今日から君をここで預かることになった」

「……はい。コーガさんから聞いています」

　こくりと頷く少女。

　よかった、ちゃんとこの子にも説明はしているらしい。

　ネアとフェルムが驚いているが、二人に事情を話すのは後だ。

「よければ、君の名前を訊かせてもらってもいいかな？」

　頷いた少女は、フードを外す。

　露あらわになったのは、肩ほどの長さで揃そろえられたフェルムと同じ銀髪と、魔族特有の角と褐色の肌。

「キーラです。その……よろしくお願いします。ウサト……おじちゃん」

「……おじちゃん？」

「「「ぶふぅ!?」」」

　僕の後ろと目の前で噴き出す声がする。

　コーガとネアとフェルムは隠そうともせずに笑っているし、先輩ですら後ろを向いて肩を震わせている。

　周りの反応を見てまずいと思ったのか、キーラと名乗った少女の顔が青ざめる。

「あ、す、すみません！　その、私の親代わりをしてくれていた人に似てて、その……」

「いや、いいんだ。それくらいじゃ僕は怒ったりしないから大丈夫」

　つまり、僕が年齢以上に大人っぽかったというだけの話さ。

　自身の成長を実感できたと思えば、怒る理由などどこにもない。

「フッ、いつの間にかダンディになってしまったようだな、僕は」

「嘘。全然堪こたえてないわ、この人」

「コイツ、絶対ボク達におじちゃん呼ばわりされたらキレるぞ」

「はは、やっぱお前面白いわ」

「ダンディなウサト君か、その発想はなかったね……！」

　後ろで何かを話している彼らへの報復は後でするとして、今は見知らぬ土地に来て不安そうなキーラのことを優先させよう。

　期せずして救命団に新たなメンバーが加わってしまったが、請け負ってしまったからには面倒を見なくてはならない。

　まずは、この子をどの部屋に住まわせるか決めなくてはいけないな。






第七話　不安と希望の狭間で　の巻









　闇魔法は、魔族にとって不吉の象徴だ。

　それはとても不安定で、精神が未熟な子供のときには魔法が暴走してしまう危険性を孕はらんでいる。

　だから、闇魔法を持って生まれてしまった子供は大抵、親に捨てられてしまう。

　私も、実の両親に捨てられた。

　森の中に置き去りにされて、魔物に食べられかけたところを旅の同族に助けられた私は、その人に拾われて一緒に旅をしてきた。

　決して裕福な生活とはいえなかったけれど、それでも私にとっては幸せだった。

　父親のような存在であるあの人と、私と同じような境遇の子供達。

　これが本当の家族なんだとようやく思えるようになってきたそのとき、その幸せな日常を私自身の持つ闇魔法が壊してしまった。

　闇魔法の暴走。

　使い手である私が未熟なせいで魔法が勝手に動き出し、周りの人に襲い掛かってしまう。

　そのせいで私の大切な家族が傷つき、危うくその命すらも奪ってしまうところだった。

　私は、自分の力が憎いと思った。

　こんな力なんて欲しくなかった。

　けれど、私はどうあってもこの力と向き合わなくちゃいけない。

　もう誰も傷つけないために、そしてもう一度家族の元に帰るために、私は同じ闇魔法の使い手として名高いコーガさんの元を訪れた。

　なのに、私はリングル王国という人間達の住む場所に連れてこられてしまった。

　正直、意味が分からない。

　建物も多いし、人も多いし、正直吐きそう。

　闇魔法を教えてもらうつもりが、なぜこんなところに来てしまったのだろうか。

　顔を真っ青にさせながらコーガさんに質問してみると、彼はにやりとした笑みを浮かべながら私を見下ろしてきた。

「リングル王国には、俺よりも闇魔法のことをよく理解してるやつがいる。そいつに教えてもらえ」

「コーガさんよりも、ですか？」

「おう」

「で、でも、ここって人間の方達が住んでいる所ですよ？」

　魔族ですら闇魔法使いを受け入れてくれる人の方が少ないのに、どうして人間が闇魔法を理解してくれるというのか。

　私には、コーガさんの言っていることが全然理解できなかった。

「その人間が、誰よりも俺達のことを理解してくれるんだよ。まあ、安心してついてこい」

　人間のことはあまりよく知らない。

　戦士として戦っていた魔王軍の人達とは違って、私達は魔王領の中で旅をしながら生活していたから、戦いのことなんてどこか別の世界の話だと思っていた。

「その人間は、どういう人なんですか？」

「面白いやつだぞ。俺と真正面で殴り合えるやつだからな」

「……」

　すみません、それって本当に人間なんですか？

　ものすごく嬉うれしそうに語るコーガさんの言葉に、私はただ怯おびえることしかできなかった。
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　リングル王国の城に足を踏み入れたときは、生きた心地がしなかった。

　鎧よろいを着けた周りの人達は殺気立っていて、正直そのときコーガさんが大使として何を話していたのか全然理解できなかった。

　話が終わって、勇者……スズネさんの見張りの上で城を出た私達は『きゅうめいだん』という場所に向かうことになった。

　そこで出会った人は、とてもコーガさんの言うような怖そうな人ではなかった。

「まったく、コーガのやつ。君を預けたらすぐに帰るとはな……。いきなりこんなところに置いていかれて、不安じゃないかな？」

「いえ、それは……もう大丈夫です」

　救命団という組織に預けられることになった私は、自分がこれから住む部屋に案内されていた。

　隣を歩くのは、救命団の副団長だというウサトさん。

　こっそり彼を見上げると、私の視線に気付いたのかこちらを向いて笑いかけてくれる。

「どうしたの？」

「な、なんでもないです……」

　旅をしてきて、人を見る目はあるつもりだ。

　魔王領という、生きるためならあらゆる人々が手段を選ばない土地で色々な人を見てきた私は、すぐにウサトさんがどのような人なのか分かった。

　この人は、私を拾ってくれた人と似ている。

　温かい優しさを持った人。

　だから、初対面でも信用できる人だと思った。




「さて、ここが今日から君の住む部屋だ」

「は、はい」

　案内された部屋の扉を恐る恐る開けると、少し広い部屋に二つ並んだベッドがある。

　他にも誰か住んでいるのか、既に花瓶や本などの私物が置かれている。

　正直、魔族の私は馬小屋とかに放り込まれるとばかり思っていたけれど、こんなにいいお部屋に住んでいいと言われるとは思わなかった。

「いやいや、ちょっと待ちなさい。そこ、私達の部屋じゃない」

　すると、ウサトさんの後ろから肩ほどまで伸ばした黒髪の女性が話しかけてくる。

「ごめん、ネア。さすがにナックの部屋と一緒にするわけにもいかないからさ」

「それは分かるけど、他に空き部屋はなかったの？」

「物置にしている部屋はあるけど、さすがにそこに住まわせるわけにはいかないじゃないか。それに、同性の君達の方がこの子も打ち解けやすいと思ってね」

　なにやら揉もめているようだ。

　既に誰かが住んでいる部屋のようだけど、その人が嫌なら申し訳ないし……。

「あ、あの、私は物置でも構わないので……」

「いや、お前はここでいい」

　二人に話しかけようとした私の声を遮ったのは、私と同じ魔族の人だった。

　たしか、フェルムと呼ばれた私と同じ銀髪の女性。

「コイツの闇魔法は不安定だ。誰か見てやらなければ暴走してしまう。でも、ボクとお前なら対処することができる……。そう考えて、この部屋にしたんだろ？」

　フェルムさんの視線がウサトさんへと向けられる。

「順を追って説明しようとしたけど、フェルムのおかげで手間が省けたよ」

「なるほどねぇ。そういうことなら、しょうがないわね。それで、ベッドはどうするの？」

「僕が運んでくるよ。君達はこの子に救命団のことを説明しておいてくれ」

　フェルムさんとネアさんが頷うなずくと、ウサトさんはその場を離れてどこかへ行ってしまった。

　どうしていいか分からず黙っていると、不意にネアさんが私に話しかけてくる。

「さあ、遠慮せず入っていいわよ」

　背中を軽く押され、部屋に足を踏み入れる。

　そしてネアさんが「この子の場所もつくらなきゃねー」と呟つぶやきながら、掃除を始める。

　後ろにいたフェルムさんが、私の隣にやってくる。

　さっきの口ぶりからして、もしかして……。

「あ、あの……」

「なんだ？」

「貴女あなたは、私と同じ闇魔法を使うんですか？」

　私の質問に、フェルムさんは頷いた。

「ああ、ボクも闇魔法使いだ。だから、お前の大変さはよく分かる」

「……そう、なんですか」

「お前くらいの年齢の闇魔法使いは、精神的に未熟だから魔法が言うことをきかなくなることが多いんだ。ほとんどのやつは暴走して、周りを傷つけてしまう」

　そうさせないために、私は闇魔法の扱い方を覚えたかった。

　私自身よりも、私を助けてくれた家族を傷つけたくなかったから。

「でも、大丈夫だ」

「え？」

　その言葉に顔を上げる。

「ここはそれほど悪い場所じゃない。魔族だからとか、闇魔法使いだからとかっていう理由で避けられたりしない」

「そんなことって、あるんですか？」

「ああ。そもそもここには魔族や闇魔法使いなんて比べ物にならないほどの化け物がいるからな」

「そんなのがいることの方が怖いんですが……」

　私の言葉に、フェルムさんが笑みを零こぼす。

　……不思議な感覚だ。

　自分の家族以外で、こんなに穏やかに笑う魔族の方にはこれまで会ったことがない。

　きっとそれは、この救命団という環境で暮らしているおかげなんだろうけれど、他にも何か理由があるのだろうか？

「コーガさんがウサトさんのことを言っていましたけど……それも関係あるんですか？」

「それは正直、ボクにも分からない。だけど、アイツがいなかったらボクはどこかで野垂れ死んでいるか、今でも戦っていたかもしれないな」

「え……？」

「ボクもかつて、魔王軍で戦っていたからな。……黒騎士って知っているか？」

「はい。同じ闇魔法使いの方ですから、噂うわさだけは耳に……って、もしかして……」

「ボクがその黒騎士なんだよ」

　黒騎士。

　魔王領でも噂になっていた、闇魔法を使う黒い鎧を纏まとった騎士。

　魔王軍の切り札と言われるほどの力を持っていたらしいけど、二度目のリングル王国への進軍で行方不明になったと私は聞いている。

「そんな人が、どうしてここに？」

「ウサトに捕まったからだな」

「え、ウサトさんに？」

「アイツ、ああ見えてもコーガと殴り合いできるくらいにやばい人間だからな。最近も、魔王をぶん殴ったりしてた」

「は……？」

　第二軍団長のコーガさんと殴り合う？

　そういえば、たしかに魔王領では恐ろしい治癒魔法使いの人間の噂が流れていたけれど、あれは事実なの？

　だとしたら、私はとんでもないところに来てしまったのでは……？

「まあ、覚悟はしておいた方がいい」

「か、覚悟!?　死ぬ覚悟ですか!?」

「それは絶対にないから安心しろ。……まあ、お前も子供だから手加減くらいはしてくれるだろ」

　私は一体何をさせられるの……!?

　遠い目をするフェルムさんが恐ろしくて、訊きけないのですが。

「あ、そうだ」

　恐々としていると、何かを思いついたのかフェルムさんがあるものをテーブルから持ってくる。

　私に差し出されたのは、新品の手帳であった。

「ボクもウサトに同じように渡されたから、お前にもやるよ」

「これは？」

「日記だよ。ウサト曰いわく、心を守るために書くものだってさ」

　心を、守る……？

　日記って、日常を書き綴つづるものでは……？

　意味がよく分からないけれど、とりあえず受け取る。

「……闇魔法使いにとって、アイツは依存しやすいからな。コーガみたいにはならないでくれよ？」

「は、はい？　分かりました」

「マジで頼むからな」

　なんだろう、フェルムさんから切実な何かを感じた。

　妙な迫力に慄おののいていると、後ろからガタンという音が聞こえた。

　振り返ると、ベッドを脇に抱えたウサトさんがいた。

　それなりの重さがありそうなベッドなのに、すごいお手軽に持っていることに驚く。

「うまく打ち解けてるね」

「ふん……」

　ウサトさんの言葉に、フェルムさんがそっぽを向く。

　そんな彼女の様子に苦笑したウサトさんの視線が、私の手元にある手帳へと向けられる。

「それは？」

「あ、これはフェルムさんがくれたんです」

　そう答えると、彼は驚きの表情を浮かべる。

「フェルム、キーラに日記帳をあげたんだね」

「……何か文句でもあるのか？」

「いーや、全然」

「そのにやけ面づら、むかつく！」

　笑みを浮かべるウサトさんの肩を、ぼかっと思い切り殴りつけるフェルムさん。

　結構な音がしたが、ウサトさんは全然痛がった様子を見せていない。

　あ、逆にフェルムさんが殴った手を押さえている。

「よかったね、キーラ」

「は、はい！」

「これで訓練のことが書けるね」

「……はい？」

　なんだろう？　今、寒気のようなものが……。

　理由の分からない悪寒に苛さいなまれている私に首を傾かしげたウサトさんは、近くの壁にベッドを立てかけると、掃除をしているネアさんに話しかける。

「さて、ネア。僕も手伝うよ」

「丁度オーガの手が欲しいと思っていたところなのよ！　とりあえずそこのクローゼットを移動させなさい！」

「ナチュラルに人をオーガ呼ばわりするな」

　渋々といった様子でクローゼットを一人で持ち上げ、そのまま移動させてしまうウサトさん。

　見た目から想像できないほど力が強いあたり、フェルムさんの言っていたことはあながち嘘うそとは思えない。

　闇魔法使いが怖がられない場所なんて、今まで想像もしていなかった。

「……頑張ろう」

　手元にある手帳を見る。

　絶対に闇魔法を扱えるようになってみせる。

　そのためなら、どんな努力だってする。

　私はそう自分に強く言い聞かせながら、新たな日常の第一歩を踏み出す決意を固めた。
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一日目




　私がこの救命団にやってきた最初の日。

　今日は夕飯のときに、救命団にいる人達と顔合わせをすることになった。

　正直、ものすごく顔の怖い人間達が来たときは心臓が止まりそうになった。

　たしかにこの人達がいるなら魔族なんて怖いとすら思われないだろうなと思ったけれど、そんな彼らと普通に会話したり喧けん嘩かしたりしているウサトさんの異質さが際立っていた。

　他にも、同い年のナック君という人間の男の子もいたけど、彼は私がこの日記をもらったって聞くと、なぜか同情するような視線を向けてきた。

　最後に、この救命団をまとめる団長のローズさんという人にも会ったけれど、この人は顔の怖い人達以上に怖かった。

　言葉には表せない恐怖感。

　目の前にいるだけでそれを感じさせてくるローズさんに、私はただ怯えることしかできなかった。




　ローズさんが言うには、私は魔法以前に色々と欠けているものがあるというので、まずはそれをどうにかしないといけないらしい。

　なので、明日からは普通の訓練をして体を鍛えることから始めろと言われた。

　訓練はウサトさんが監督してくれるらしい。

　体を動かすことは好きなので、ちょっと楽しみだ。




二日目




　あのひとなに




三日目




　訓練は想像を絶していた。

　体を動かすことは好きだけど、限度がある。

　とにかく走らされた。

　倒れたら、治癒魔法という人間にしか目覚めない魔法で無理やり疲労を癒やされて、気絶する暇もなく走らされた。

　ようやく、フェルムさんの言った「覚悟しろ」という言葉の意味を理解することができた。

　気絶しそうなほど疲れても、次の瞬間には治癒魔法で何事もなかったかのように癒やされ、また走らされる。

　ウサトさんの治癒魔法の使い方は間違いすぎている。

　もう無理だと思い地面へ倒れようとしたら、遥はるか遠くにいたはずのウサトさんがいつの間にか私の体を支えていたときは、一瞬何が起こっているのか理解できなかった。

　フェルムさん達曰く『まだ優しい方』らしい。

　これより上なんて想像したくない。




四日目




　走りました。




五日目




　いっぱい、走りました。




六日目




　たくさん、はしりました。




七日目




　ここ数日、走った記憶しかない。

　体はたしかに鍛えられるだろうけど、精神が保もたない。

　終わりの見えない走り込みに、ただ心が死んでいく感覚を覚える。

　それでもなお『まだまだ優しい方』と言うフェルムさん達が怖すぎる。




　ローズさんが施す本気の訓練は、今私が受けているウサトさんの訓練とは比べ物にならないほどきついらしい。

　そして、それを唯一乗り越えたのがウサトさんだというのだから、すごいと思う。

　冗談か本気か分からないけど、フェルムさんが見た訓練は、ローズさんがひたすらウサトさんを殴り飛ばすことで、回避能力を身につけさせるものだったそうだ。

　言葉って難しいって思った。




八日目




　少しだけ訓練に慣れた気がする。

　まだ走るのは大変だけれど、それでも前よりは楽になったと思う。

　疲れてもウサトさんがすぐに癒やしてくれるし、なによりどんなタイミングで倒れそうになっても、ウサトさんはどんな遠くにいても私を支えてくれた。




　この人は、私を見てくれている。

　心のどこかで、そんな思いが湧き上がってくるのを感じた。




九日目




　そういえば、私の闇魔法の訓練ってどうなったんだろう。

　ここ数日が激動すぎて、完全に頭からどこかへ行ってしまっていた。




十日目




　やらかしてしまった。

　今日から闇魔法の訓練をすることになったけれど、初めての訓練で焦りすぎて魔法を暴発させてしまったのだ。

　私の影から勝手に溢あふれ出る闇魔法。

　それらは的確に周囲にいたウサトさん、フェルムさんへと襲い掛かった。

　必死に止めようと目を瞑つむったとき、弾はじかれるような音とともに、私の足元から伸びた影はいつの間にか消え去っていた。

　目を開ければフェルムさんの姿はなく、黒い魔力のようなものを纏ったウサトさんだけがそこにいた。

　気絶してしまったので、それから先のことは覚えてないけど、暴走した私の魔法をあんな簡単になんとかしちゃうなんて、思いもしなかった。




　明日、もう一度闇魔法の訓練をするというので頑張らなくちゃ。

　今日は明日のために早めに寝よう。
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　昨日に引き続き、今日も私の闇魔法の訓練。

　一度目は失敗して気絶してしまったけれど、今日はなんとか成功させたい。

　そんな思いはあるけれど、私は暗い面持ちのまま救命団の訓練場へと続く道を歩いていた。

「……できるのかな」

　私の闇魔法は、言うことを聞いてくれない。

　一度発動してしまうと勝手に動き出してしまうし、無理やり操ろうとすればするほど暴れまわってしまう。

　そのせいで、何度も身近な人を傷つけてしまった。

　そんな魔法をなんとかしたい一心でここまで来たけれど、未いまだに私はどういう感情でこの魔法と向き合っていいか分からない。

「こんな魔法、欲しくなかったのに……」

　人を傷つけるだけの魔法なんていらなかった。

　この魔法がなければ、私は今頃お父さんとお母さんと一緒に暮らしていられたのかな。

「……ううん、それはないよね」

　二人は私を捨てた。

　それは変えようのない事実。

　でも、そのおかげで私は拾われたわけだし、こうして救命団という場所にいる。

　ここは、私達が暮らしていた魔王領とは全く異なる場所だ。

　魔王領では見たこともないような青々とした自然にも驚いたけど、なによりここに住んでいる人々にはもっと驚かされた。

　魔物と見間違うほどにいかつい風貌の五人の男の人達にはすごくびっくりしたし、普通の人間だと思っていたネアさんが魔物だったなんて思いもしなかった。

「団長の、ローズさん……」

　あの人は、怖い。

　最初に見たときから潜在的な恐怖心を感じさせた、強烈な意志の籠こもった瞳。

　まさしく、この救命団という、個性が暴走しまくった組織を治めるに相応ふさわしい人物とも言える。

「そして、副団長のウサトさん……」

　ローズさんに任されて私の訓練の面倒を見てくれることになったけれど、とても親身になって接してくれる。

　コーガさんの言う通り闇魔法使いのことをよく知っていて、偏見もないようだ。

　ここに入った後にフェルムさんやネアさんから聞いたけれど、ウサトさんは魔王領でも噂になっていた治癒魔法使いであり、戦争で活躍したすごい人らしい。

　魔族からすれば恐ろしい敵だという認識だけど、その戦いから遠い場所にいた私にとってはあまり関係のない話なので、彼を怖いとは思わなかった。

　それ以上に、この数日間で彼の人となりが分かった今、信頼の気持ちの方が大きかった。

「……ウサトさん」

「ん？　どうしたの？」

「わひっ!?」

　独り言に対して、急に後ろから声をかけられ、跳ねるように驚く。

　振り向けば、ウサトさんが不思議そうに私を見ていた。

　い、いつの間に近くに……!?

「ごめん。驚かせちゃったかな？」

「い、いえ！　少し考えごとをしていて……」

「闇魔法の訓練前だしね。緊張するのも無理ないよ。フェルムはもう先に向かっているらしいから、僕達も行こう」

「はい！」

　元気よく返事をして、ウサトさんについていく。

　さっきまで不安でいっぱいだったけれど、不思議と元気が湧いてきたような気がした。




　訓練場に到着すると、フェルムさんがいた。

　腕を組んで立っていた彼女は、ウサトさんを見るなりムッとした表情になる。

「遅い」

「いや、まだ早いくらいだよ」

　困ったように笑いながらフェルムさんに返すウサトさん。

　私達は早速闇魔法の練習を始めるべく、訓練場の中央へと移動する。

「さて、昨日は少し急ぎすぎちゃったね」

「すみません……」

「いきなり実践から入ろうとした僕が悪かったんだ。君が謝る必要はない」

　でも、気にするものは気にしてしまう。

　だって、ウサトさん達を危険にさらしてしまったのは他ならない私自身なのだから。

「今日は、最初に闇魔法についての心構えをフェルムに教えてもらうことにする」

「……まあ、闇魔法に関してはボクの方が詳しいからな」

　そっぽを向きながらウサトさんの言葉に渋々頷いたフェルムさんは、私と視線を合わせる。

　私と同じ闇魔法使いのフェルムさん。

　この人なら、私が今まで知らなかったことを教えてくれるかもしれない。

　そんな期待を胸に、彼女の言葉を待つ。

「まず、闇魔法っていうのは感情に左右される面倒な魔法だ」

「……はい」

「感情ってのは揺れ幅が大きいもんで、興奮したり弱気になったりすると途端に魔法の強さが変わってしまう。大人になるにつれて、そういう揺れ幅はなくなっていくんだが……お前くらいの年頃は精神的にも不安定だから、暴走しやすくなる」

「まあ、キーラくらいの年頃は多感な時期だからなぁ」

　フェルムさんの言葉に頷くウサトさん。

　私の闇魔法が暴走するようになったのは、一年ほど前からだ。

　自分が成長しているという自覚はあまりなかったので、突然の魔法の暴走に何度も驚かされた。

「だから、魔族の間ではお前くらいの年頃の闇魔法使いに対する印象はあまりよくない。いつ魔力が暴走するか分からない爆弾みたいなもんだからな」

「……」

　たしかに、爆弾のようなものだ。

　溜ため込んだ負の感情が爆発した闇魔法使いもいると聞いたこともある。

「だけど、ボクとコイツがいる限りそうはならない」

「え？」

「いや、正確に言うならそうなっても心配はないと言うべきだな」

　ウサトさんを指さしたフェルムさんの言葉からは、どこか彼に対する信頼を感じさせられた。

　私は、昨日のことを思い出す。

　私は一瞬とはいえ闇魔法を暴走させてしまったけれど、ウサトさんは大丈夫だった。

　……信じてみよう。

「よろしく、お願いします」

「よし。とりあえず、もう一度魔法を見せてみろ」

「え、でも……」

「昨日みたいに一気にじゃない。加減くらいはできるだろ？」

「はい……」

　フェルムさんに言われた通りに、闇魔法を少しだけ発動させる。

　溢れ出しそうになる魔力を抑えていると、私の影から先端の尖とがった魔力が現れる。

　タコの足のようなそれは、ゆらゆらと私の頭くらいの高さまで上ると、不意にウサトさんへと尖った先端を向ける。

「あ、だ、駄目！」

「む？」

　私の意思を離れ、勝手に動き出す魔力。

　それはウサトさんを突き刺そうと、真っすぐ彼へと向かっていく。

　ウサトさんを傷つけてしまう！

　悲鳴を上げそうになったそのとき、いつの間にか銀色の籠こ手てをつけていたウサトさんが、突き刺そうとした魔法を簡単に弾き飛ばしてしまった。

「え？」

「やっぱり、キーラの意思に反して動いちゃっているようだね。……どう見る、フェルム」

　フェルムさんと話しながらも、ウサトさんは襲い掛かる私の魔力を人差し指で弾いている。

　まるで子供の相手をするように私の魔法に対応している彼に唖あ然ぜんとしていると、フェルムさんが声をかけてくる。

「コイツのことは心配しなくてもいいぞ。多分、お前の魔法が刺さったくらいじゃ痛いとも思わないからな」

「僕にも痛覚ぐらいはあるよ？　我慢しているだけで」

「じゃあ我慢してろ」

「君も随分と遠慮がなくなってきたな。嬉しいよ、ホントに」

　すると、いつの間にか私の影から伸びていた魔力は大人しくなっていた。

「あれ、どうして……？」

「お前が、ウサトを『この程度の闇魔法なら効かない』って認識したからだろうな」

　自由に動くようになった魔力に驚く。

　そのとき、ふとある疑問が私の頭に浮かぶ。

　これだけ闇魔法のことについて知っているフェルムさんは、どのような闇魔法を持っているのだろうか。

　十日以上ここで暮らしているが、そういえば訊いていなかった。

　いや、思い返せばフェルムさんは意図的に話を逸そらしていたような気さえする。

「フェルムさんは、どのような闇魔法を持っているんですか？」

「……」

「あ、すみません。訊いちゃいけませんでしたか？」

「うぐ……」

　まずいと思って謝ると、フェルムさんは苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情を浮かべる。

　そんな彼女を見かねたのか、ウサトさんが話しかけてくる。

「いいじゃないか。別に言っても」

「うるさい……！　はぁ、分かったよ」

　ゆっくりと深呼吸をした彼女は、私と視線を合わせる。

「ボクの闇魔法は『同化』。ボク自身が認めたやつと同化する能力だ」

「ドウカ？」

「はぁ、見てろよ……」

　フェルムさんの足元から黒い魔力が広がる。

　それに彼女の体が沈み込むと、その黒い魔力がウサトさんの足元から上っていく。

　最後にウサトさんの体を覆うようにして、その魔力はウサトさんと同化してしまった。

『これがボクの闇魔法だ』

「わわっ、フェルムさんの声が！」

『今はこの脳筋と同化している状態だからな』

　ウサトさんの訓練服には、闇魔法の黒い魔力が部分的に纏われている。

　ウサトさんが右腕を掲げると、腕の部分から剣のような刃やいばが伸びる。

「こうやって、フェルムの闇魔法を僕が使えるようになるんだ」

「す、すごい……。だ、だから同化なんですねっ！　フェルムさんとウサトさんが一心同体で一緒に戦う力……！」

『……そう言葉にされると変な風に聞こえるからやめろ』

　闇魔法使いは攻撃的な能力に目覚めるとばかり思っていたけど、そうじゃない人もいたんだ。

　でも、闇魔法は感情で能力が変わっていくってことは、今のフェルムさんは……？

「フェルムさんはウサトさん以外とも同化できるんですか？」

『ある程度親しくなれば、コイツ以外とも同化できるかもしれないけど……。基本的に、コイツ以上に同化できるやつはいないな』

「え、じゃあフェルムさんってもしかして、ウサトさんのこと──むぎゅ!?」

　ウサトさんの服から伸びた黒い魔力が、私の口を塞ふさぐ。

『そこから先は口に出すんじゃない！』

　な、なるほど。お口チャックってことですね……！

『……一いっ旦たん、同化を解くぞ』

「ああ」

　私の口から黒い魔力を離したフェルムさんは、ウサトさんとの同化を解いた。

　再び私の前に現れたフェルムさんは、真剣な視線を私へと向ける。

「お前が闇魔法を制御できない理由は、単純なものだ」

「！　わ、分かるんですか!?」

「ああ。だが、分かりやすいだけにそれをなんとかするのも難しい」

「そ、それでも構いません！　教えてください!!」

　食い気味に尋ねる私に、やや躊ちゅう躇ちょしながらフェルムさんが口を開く。

「お前自身が闇魔法を拒んでいるからだ」

「え？」

「お前にとって、闇魔法は厄介者だ。疎うとみ、嫌悪するという感情がそのまま闇魔法に反映されているせいで、制御できなくなっているんだ」

　私が闇魔法を拒んでいるせいで、その感情を映した闇魔法も私からの制御を拒んでいる？

　なら、私が闇魔法を扱えるようにするためには……。

「私自身が、この魔法を好きにならなければならないってことですか……？」

「いや、そうとは限らない。多分、それは逆効果だ。自己愛に由来する闇魔法なんて、碌ろくなものにならないからな。お前の一部として認識できれば、それでいいんだ」

「……」

　今まで厄介な魔法として嫌悪していたのに、いきなり自分の一部として認めるなんて無理だ。

　この魔法のせいで、私は何人もの人を傷つけてしまった。

「ま、すぐには無理だろう。そういう嫌悪感とかは簡単に取り除けないだろうしな」

「……」

「だから、ここでゆっくり向き合っていけ」

「え？」

「幸い、ここはまあまあ居心地のいい場所だからな。時間をかけて自分自身の魔法と向き合っていけば、自然と魔法はお前自身の一部になると思うぞ」

　私の、一部……。

　フェルムさんの言葉に、私は頷く。

　すると、今まで無言で見守っていたウサトさんがフェルムさんに笑みを向ける。

「まさか君が救命団のことをそう思ってくれていたなんてな……」

「なっ、うるさい！　お前は別だ、この化け物!!」

「うんうん。まったく素直じゃないなぁ」

「今日は一段とウザいなお前ぇ！　ッ、頭を撫なでるなぁ！」

　顔を真っ赤にさせるフェルムさんと、朗ほがらかに笑うウサトさん。

　闇魔法使いが普通に暮らせる場所。

　ここなら、私は自分が忌み嫌っていた魔法とだって向き合えるかもしれない。

「私、ここにいて……いいんだ」

　私の、居場所。

　改めて言葉にすると、胸の奥に暖かな感情が湧いてくるような気がした。






第八話　頼れる兄貴分！　オルガからの助言!!　の巻









　団長からキーラのことを一任された僕は、フェルムと共に彼女の闇魔法の訓練に付き合っていた。

　彼女を通して闇魔法という魔族特有の系統魔法への理解を深めていくと同時に、闇魔法使い達が置かれている環境や、彼らが魔王領でどのような日常を過ごしているのかを想像して、ちょっとだけ複雑な気持ちになった。

　それでも、僕は闇魔法を自分のものにするために努力しているキーラを見て、助けになりたいと思った。

　未いまだに元の世界に帰るかこの世界に残るかは決められていないけど、もしかしたらこの子の闇魔法をなんとかすることが、僕の救命団員としての最後の仕事になるかもしれない。




「ええと、街に行くんですか？」

「うん。この宿舎とは別のところに住んでいる団員に、君のことを紹介しようと思ってね」

「こ、ここ以外の団員の方……」

　少し不安そうな表情をするキーラ。

　そんな彼女の顔を見たネアは、苦笑しながら彼女の肩に手を置いた。

「大丈夫よ、キーラ。街にいるのは普通の治癒魔法使いだから。断じて、こいつや顔の怖い人達みたいな怪物じゃないわ」

　その隣にいるフェルムも、ネアに同意するように頷うなずく。

「そうだぞ。面倒くさいのもいるが、まだまともな方だぞ」

「君達、ランニング十週追加ね」

「「えぇー!?」」

　なにが「えぇー!?」だ。当然だぞ。

　ぶーぶーと文句を垂れるネアとフェルムを無視し、再びキーラの方を向く。

　キーラを街に連れていく際に気をつけなければならないのは、この子が魔族だということを知られないことだ。

　フェルムはなんだかんだ街の人達に受け入れられている節はあるけれど、キーラがどうかは分からないので、リングル王国にやってきたときに持ってきたローブを着てもらう。

　キーラを診療所に連れていく許可は団長にもらっているが、用心も兼ねてのことだ。

「よし、じゃあ行こうか」

　出発……の前に、ネアとフェルムに声をかけておく。

「君達、もし訓練をサボったら……分かってるよね？」

「「は、はぁい！」」

　良い返事だ。

　『隠れてサボってやろう』という邪よこしまな考えが顔に出ていたネアとフェルムに釘くぎを刺してから、僕はキーラと共に街の方へと繰り出した。
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　目的地は、オルガさんとウルルさんのいる診療所だ。

　街へ入ると、そこは相変わらずの活気に満ちている。

「お、ウサト様！　今日は珍しく歩きだな！」

「ははは、今日は診療所の方に用がありまして」

　僕も救命団として活動しているからか、それなりに名を知られているので、街中を歩いているときは声をかけられたりする。

　というより〝珍しく〟の部分はスルーしてもいいんだよね？

　僕に声をかけた男性は、店の商品を箱に詰め込むとそれを豪快に渡してくれる。

「よかったら持っていきな！　倅せがれを助けてくれた礼をまだしてなかったからな！」

「い、いえ、そんな悪いですよ！」

「いいから、これでも足りないくらいだ！」

　半ば押し付けられる形で、果物と野菜をいただいてしまった。

　キーラを見ると、彼女は興味深そうにきょろきょろと周りを見回していた。

「ふわぁぁ、都会ってすごいですぅ」

　なんだかほわほわとしている。

「どうしたの？」

「あ、いえ……。ここに来たときは緊張しすぎて周りを見る余裕はなかったんですけど、改めて見ると、大きな建物がたくさんあるなぁって」

「魔王領には、ここまで発展した場所はなかったの？」

「魔王様のお城のある都市は違うみたいですが、私は見たことがなくて。だから、ただ歩くだけでもワクワクします」

　僕には見慣れた光景でも、この子にとっては驚きの連続なんだな。

　……少しだけゆっくり歩いていくか。

「なんだか、夢みたいです」

「ん？」

「今、ここにいられることがです」

　嬉うれしさを噛かみしめるようにキーラが言う。

「コーガさんに闇魔法を教えてもらえるようにお願いするときは、家族の反対を押し切ってきちゃいましたから」

「家族って……」

「私を拾ってくれたおじさんと、私と同じように拾われた子供達。血の繋つながった本当の家族ではありませんが、私にとっては大事な人達なんです」

　キーラの言葉を聞いて脳裏をよぎるのは、元の世界にいる僕の両親の姿だ。

　僕は一人っ子だったけど、キーラの口ぶりからすると血の繋がらない兄弟のような存在がいるのだろう。

「それじゃあ、弟や妹にあたるような子もいるんだね？」

「はい。双子なんですけど、みんないい子達で」

　兄弟という感覚は僕には分からない。

　ただ、子供の頃は漠然と兄や弟を欲しがっていた気がする。

「話しにくいことかもしれないけど、魔王領では君やその子達のように、親から捨てられる子供は多いの？」

「……少なくはありません。私のように闇魔法を覚えている子供だけじゃなく、食べるものに困った人達が口減らしのために子供を捨てたり、魔物に食べさせようとすることもあります」

「……」

　魔王領は、僕の想像していた以上に過酷な環境のようだ。

　でも、魔物に子供を襲わせるなんて想像もしたくないな。

「しょうがないのは分かっています。私達魔族は、そんな厳しい環境の中を生きていますから……。親に捨てられた私ですけど、だからこそ今の家族は大切なんです」

　強い子だな、と思った。

　辛つらい過去を乗り越えて、ちゃんと前を向いている。

　だが、すぐにキーラの表情は曇り、俯うつむいてしまう。

「でも、私が一緒にいると闇魔法で皆を傷つけてしまうから……」

「それで、コーガを頼ったわけか」

「はい。闇魔法使いとして有名な方でしたから……」

　戦いでしかあいつのことをよく知らない僕が言うのもなんだけど、あいつって結構な有名人だったんだなぁ……。

「そういえば、どうやってコーガと会ったんだ？　やっぱり誰かに話を通してもらったとか？」

「あ、その、えーと……」

「ん？」

　なぜか言い淀よどむキーラ。

「し、忍び込みました……」

「忍び込んだって、魔王軍に？」

「はい……」

　アグレッシブだなぁ。

　目的に向かっての行動力がすごすぎる。

「兵士さんに見つかっても迷い込んだで済みますし、なんなら見つかったらコーガさんの妹って名乗って、コーガさんのところに連れていってもらうことも考えてました」

「なかなかに策士だね、君」

「えへへ、ちょっと冒険した気分になっちゃいました」

　そのときのことを思い出したのか、キーラは可愛かわいらしく微笑ほほえむ。

「コーガさんも私が闇魔法使いだって知ってなんとかしてくれようとしていましたが、彼も忙しい身でしたし……」

「今の魔王軍の状況を考えればなぁ」

「でも、結果的には無茶をした甲か斐いがありました。ウサトさんやフェルムさん達と出会えましたし」

　なんだ、この奇跡みたいに性格の良い子は。

　なんだ、この守ってやりたい気持ちは……！

「……」

　家族を傷つけないために自分から距離を取ることは、彼女にとっても大きな決断だったはずだ。

　自身の魔法のせいで、家族から離れなくてはならないキーラ。

　そんな彼女と、スクロールの期限までに元の世界に帰るかこの世界に残るか選ばなくてはいけない自分の姿を重ねてしまう。

「家族と離れ離れになって、辛くない？」

　思わず口にしてしまった問い。

　キーラは少しだけ悩むようなそぶりを見せたが、すぐに困ったように微笑んだ。

「正直、辛いです」

「……」

「でも、この別れが次の再会に繋がるなら、私は今を精一杯頑張りたいと思っています。だって、そのことが私の求める未来に繋がるんですから」

　次の再会、か。

　彼女の言葉を心の中で反はん芻すうさせる。

　僕とキーラでは置かれている状況は違うけれど、それでも「別れが次の再会に繋がる」という言葉には色々と思うところがあった。

　気付けば、診療所までそう遠くないところまで来ていたようだ。

　とりあえず思考を切り替え、僕達は人で賑にぎわう街の中を進んでいった。
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　診療所の前には色とりどりの花が植えられた花壇があり、それに興味を引かれてそばに屈かがんだキーラは、感嘆したような声を上げながら夢中になっている。

「綺き麗れいですね。私、こんなお花見るの初めてです！」

　嬉しそうな彼女に頷き返しながら、僕は診療所の扉をノックする。

　すぐに「はーい！」という声が聞こえ、ぱたぱたと足音が聞こえてくる。

「いらっしゃ……あ、ウサト君……」

「こんにちは、ご無沙汰してます」

　扉を開けて出てきたのは、僕の救命団での先輩であり、戦場では灰服を担当した治癒魔法使いのウルルさん。

　彼女は僕を見ると一瞬だけ表情を曇らせたが、すぐに明るい笑顔を浮かべる。

「ひ、久しぶりだね！」

「すみません、顔を出せなくて……」

「いいよいいよー、君が忙しいのはちゃんと分かってるから」

　僕も魔王軍との戦いの後は色々とごたついてて、診療所に顔を見せることができなかったのだ。

「さっ、ここで話すのもなんだから中へどうぞ！　お兄ちゃんも暇を持て余しているから！」

「あ、その前に救命団に仮入団した子を紹介しますね」

「ん？　新しく来た子がいるの？　どこ？」

　僕の周りを見るウルルさんだが、彼女のいるところからではキーラの姿は見えないようだ。

　僕は一歩下がり、ウルルさんにキーラがいる方を指し示す。

　屈んだまま花壇を見つめるキーラの姿を目撃したウルルさんは、僕の方を向く。

「ウサト君、あの子？」

「ええ。名前はキーラっていって──」

「あの子を私の妹にしてもいいかな？」

「なんで先輩と同じ思考なんですかね？」
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　流は行やっているんですか、それ。

　僕の疑問をスルーしたウルルさんは、未だにこちらに気付かないキーラへと視線を移す。

「もう小動物オーラ出てるじゃんっ！　フードで顔は隠れてるけど、絶対可愛いじゃんあの子！」

「なんで顔も分からないのに、そこまで言い切れるんですか……？　いや、その通りですけど」

「私、お兄ちゃんより妹が欲しかったの！」

「オルガさんが泣くんで、そんなこと言わないであげてください」

　普段の様子を見る限りオルガさんのことを嫌ってないことは分かるので、冗談なんだろうけど。

「お兄ちゃんと交換してあげるから！」

「つまり、オルガさんが僕の兄貴に……？」

　なにそれ、ちょっといいかも。

　オルガさんが兄とか、すっごい頼れそうじゃないか。

　そんなやり取りを交わしていると、花壇を眺めていたキーラがようやくウルルさんの存在に気付いた。

「……？　あ、す、すすす、すいません！　お花に夢中になってしまいました！」

「可愛すぎて鼻血出そう」

「ウルルさん、落ち着いてください」

　どうしよう、ウルルさんが先輩と被かぶって見えてきた。

　どっかで変な影響とか受けてないよね……？

　とりあえずキーラを診療所の中に入れて、扉を閉める。

「キーラ、顔を出してもいいよ」

「あ、はい」

　ウルルさんを気にしながら、恐る恐るフードを取るキーラ。

　露あらわになった銀髪と角を目にしたウルルさんは、無言の後に僕を見る。

「ウサト君、この子は私の妹になったから」

「事実を捻ねじ曲げないでください」

　そして、完全に先輩と同じ思考にならないでください。

「この子は見ての通り魔族で、ちょっとした事情があって救命団に預けられることになったんです」

「は、はじめまして、キーラです」

「うん、こちらこそはじめまして。私はウルル。お姉ちゃんって呼んでもいいんだよ？」

「ウルル……お姉ちゃん」

「さすがは私の妹だね！」

「え？　あ、はい……」

　刷り込みかな？

　キーラもノリがいいのか騙だまされやすいのか分からないけど、このままでは本当にウルルさんの妹になってしまいそうなので、話を進める。

「今日は、久しぶりにここに顔を出すのと、この子の顔合わせのために来たんですよ」

「そうだったんだ。なら、おもてなしをしなくちゃね。あ、荷物はそこに置いていいよー」

「ありがとうございます」

　街の人からいただいた物を近くのテーブルに置きながら、診療所の奥へと進む。

　以前にも何度か来た部屋の椅子に座ると、上階からオルガさんがやってくる。

「いらっしゃい、ウサト君」

「お久しぶりです、オルガさん」

　ウルルさんと同じ、治癒魔法使いのオルガさん。

　以前の戦いでは灰服として活躍し、多くの怪我人を癒やした人だ。

　あの戦争のあとは体調を崩してしまって、しばらく療養していたと聞いていたけど……。

「お体の調子はどうですか？」

「体の方はもう大丈夫さ。あれから大分休んだからね」

　どうやら元気そうだ。

　彼は僕とキーラの向かいに座ると、キーラに視線を向ける。

「ウサト君、この子は……」

「先日、救命団で預かることになった子です」

「キ、キーラです。よろしくお願いします……」

　ぺこりと礼儀正しく挨拶したキーラに目を丸くさせながらも、オルガさんは温和な笑みを見せる。

「こちらこそ。僕はオルガ・フルール。救命団に所属している団員で、この診療所を営む治癒魔法使いさ」

「ウサトさんと同じ、治癒魔法使い……」

「うん。でも、ウサト君とは役割がちょっと違うけどね」

　オルガさんは治療専門。

　僕は移動しながらの応急処置専門ってところかな。

　オルガさんの穏やかな雰囲気を前に、キーラも緊張が解けてきたようだ。

「お待たせー、お茶とお菓子持ってきたよー」

　お盆にコップと菓子の入れられたお皿をのせたウルルさんがやってくる。

　四人とも席に揃そろったところで、他愛たわいのない世間話をする。

　初めて食べるらしいお菓子に嬉しそうな反応を示すキーラと、そんな様子の彼女をめいっぱい可愛がったりするウルルさん。

　僕もオルガさんと近況を話し合ったりと、穏やかな時間を過ごした。
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　三〇分ほど過ぎたところで、不意にオルガさんがキーラに視線を送る。

「ウルル。ちょっとキーラに診療所のことを説明してあげてくれるかな？」

「え？」

「頼む」

「……うん、分かった」

　一瞬、僕を見て不安そうな表情を浮かべたウルルさんだったが、気を取り直すようにキーラに笑顔を向ける。

　キーラも、僕に確認をとってから立ち上がった。

　部屋から出ていく二人を見送った僕は、オルガさんに話しかける。

「ウルルさん、無理……してましたよね？」

「ははは、やっぱり分かっちゃうか」

　僕を出迎えたときの彼女の表情。

「理由は僕、ですか」

「うん。君が元の世界に帰るかもしれないって知ったときからだね」

　ただ遠くの場所に行くだけなら再会できる可能性はあるけど、僕の場合は世界そのものが違っているので、もう二度と会えないってことになるかもしれない。

　それを分かっているからこそ、心優しい彼女は胸を痛めてくれているのだろう。

「あの子は人との別れに敏感なところがあってね。君のような近しい人……救命団の仲間と別れなければならないかもって考えたら、悲しくも思うだろう」

「……」

「まだ、決めていないんだね？」

「……はい」

　オルガさんの言葉に頷く。

　ここまでくると、自分がどれだけ優柔不断な人間かを思い知らされる。

「ウサト君、君は元いた世界に家族はいるのかな？」

　唐突な質問に驚きながらも頷く。

「父と、母がいます。今まで考えもしませんでしたが、いい両親だと思います」

　何がいいのか訊きかれると具体的には答えられないけど、僕にとって両親は生まれたときから僕を育ててくれて、守ってくれた家族なのだ。

　科学が発展し、車や電車、家電製品が一般に普及している世界かどうかは僕にとってそれほど重要ではなく、元の世界に帰りたい理由の大部分は家族に関係している。

　だから、簡単に選べるものではない。

「どちらも選べないということは、それだけ君にとってこの世界に残る理由があるということさ。それを責める理由はどこにもない」

「でも、僕は必ずどちらかを選ばなくてはいけないんです」

「それが難しいところだよね」

　困ったように頬ほおを掻かくオルガさん。

　スクロールの期限は迫っている。

　これを過ぎれば、もう二度と元の世界に帰ることはできないかもしれないし、そうすれば家族に会うこともできなくなる。

「これは僕がどう言葉をかけても意味がない。最後に決めるのは君自身だからね」

　そう、これは僕自身が決めなければならない。

　思いつめてしまった僕を見たオルガさんが、口を開く。

「それでも、僕は決断する君に助言をしようと思う」

「え？」

「ちょっと待って。こうやって先輩らしく振る舞うのは初めてだから、一度深呼吸させて……」

　ゆっくりと深呼吸をして、呼吸を整えたオルガさん。

　その様子に呆あっ気けに取られていると、覚悟を決めたようにオルガさんは言葉を発する。

「ウサト君。君はもっと自分勝手に考えてもいいと思うんだ」

「自分勝手……？」

「うん、自分勝手だ。我わが儘ままといってもいい」

　僕って結構、戦場では自分勝手に動いていたような気が……。

　いや、オルガさんが言いたいのはそういうことじゃないのだろう。

「君はこの世界にやってきたその日から、色々な使命を背負って戦ってきた。その中でももちろん君の意思はあっただろうが、それはそうせざるを得なかったからそうしていたにすぎない」

「そう、ですかね？」

「そうだよ。でも、今は君達が召喚された理由だった魔王軍と戦う必要もない。いわば今の君は、自由な立場にいるということだ」

　たしかに、そうかもしれない。

　でも、いきなり自分勝手に考えていいと言われてもな……。

「ちょっと悪い言い方をするよ？」

「はい？」

「嫌いにならないでくれよ？」

　そこまで念を押さなくても……。

「一度、君の両親のことも、この世界で君が関わってきた人々のことも忘れて考えてみてくれ。どちらの世界、どちらの人々を選ぶかではなく、君自身がどうしたいのかをね」

　難しい話だ。

　そんな考え方なんて今までにしたことなかったから、頭を捻ひねるしかない。

「可能性は二つだけじゃない。君なら、別の選択肢を作ることだってできると、僕は思っているけどね」

「別の選択肢とは……？」

「それは僕も分からない。正直、結構ノリで話している部分もあるからね」

　緊張を解いてからからと笑うオルガさんに、肩の力が抜ける。

　でも、別の選択肢か。

　今まで考えもしなかったけれど、少しだけ迷いが晴れたような気がする。

「でも、オルガさんって……」

「うん？」

　今日、意外な一面を見せてくれたオルガさんを見る。

「結構無茶なことも言うんですね。ちょっと意外でした」

「ははは。ウサト君、僕も救命団員なんだよ」

　彼は朗らかに笑い、自分を指さす。

「理想を語ることに関しては、君にも負けていないさ」

　そう言葉にされ、一瞬呆気に取られてしまう。

　数秒ほどして、僕は思わず彼につられて笑ってしまった。

「あぁ、でも、そろそろ覚悟しておいた方がいいね」

「どうしてですか？　まだ時間はあると思うんですけど」

「期限の方じゃなくてね。……いや、機嫌の話でもあるんだけど」

「？」

　言っている意味が分からないっす。

　首を傾かしげていると、足音がこちらに近づいてきていることに気付く。

　どうやら、ウルルさんとキーラが戻ってきたようだ。

　オルガさんは苦笑しながら僕を見る。

「そろそろローズさんが動きだすと思うから、覚悟しておいてねってこと」

「……え？」

　頭がフリーズすると同時に、ウルルさんとキーラがやってくる。

「戻ってきたよー。いやぁ、キーラちゃんってものすごく物覚えがよくて、びっくりだよ」

「えへへ、そうですか？」

　先ほどよりウルルさんと仲良くなった様子のキーラは、フリーズしている僕に気付くと、不思議そうな様子でこちらを見上げてくる。

「どうしたんですか？　ウサトさん」

「……いや、この先ちょっと避けられない現実が待っていてね……うん」

「？」

　オルガさんに言われて気付いたけど、いつまでもうじうじしている僕に、そろそろローズが喝を入れにきてもおかしくない。

　その姿が容易に想像できてしまうのも、あの団長の恐ろしいところであった。






第九話　それぞれの想い！　動き出す救命団!!　の巻









第一部　嵐の前触れ




　ローズが動き出す。

　そんな、怪獣が目覚めるみたいな予言をオルガさんにされてしまった僕は、恐々としながら救命団員としての日常を送っていた。

　僕自身の訓練。

　キーラの闇魔法の訓練。

　そして、ネア、フェルム、ナックの訓練。

　とりあえず、今のところは順調といっていいだろう。

　最近の悩みは、ネアとフェルムが結託して訓練を楽しようとしていることかな。

　年下のキーラとナックが真面目に訓練に取り組んでいるというのに、まったく情けない話だ。

　これはいっそのこと、新しい訓練を考えてみるべきかな？

　二人が楽をしないような画期的なもので、なおかつ今の訓練のグレードを下げない程度の──。

「ウサトさん、ウサトさーん？」

「……ん？」

　考えに没頭していたのか、自分の名前を呼ばれて我に返る。

　前を見れば、スプーンを右手に持ったナックの姿が視界に映り込む。

　……そうだ、今は夕食時だったな。

「ごめん、ネアとフェルムに地獄を見せるための訓練のことを考えてた」

「あ、そうなんですか。大変ですね」

　ははは、とお互いに笑い合う。

　本当にもう大変だよ。

　僕を訓練していたローズの気持ちが、今なら分かる。

「ちょっと待て！　今、明らかにおかしかったぞ!?」

「なんで私達が地獄を見せられるの!?」

　二人仲良く隣同士で座っているフェルムとネアが声を上げる。

　しかしこの場にはローズもいるので、二人とも器用に声を抑えている。

「いやだなぁ、訓練をサボろうとする君達のために、楽しい楽しい新訓練を考えようと頑張っていただけだよ」

「なんて邪悪な笑みだ……！」

「本当の悪魔、まさしくデビルウサト……！」

　この子達の中で、僕の姿はどうなっているのだろうか。

　っていうか、デビルウサトってなんだよ。

　ローズの前では騒ぎを起こせず、ぐぬぬと呻うめくことしかできない二人に、僕の隣で静かに食事をしていたキーラが首を傾かしげる。

「でも、ちゃんと訓練をしないお二人が悪いのでは……？」

「「うぐっ」」

　キーラに図星をつかれて、ダメージを負うフェルムとネア。

　こういうとき、僕よりも純粋なキーラの言葉の方が刺さるものなんだな。

　僕は、強こわ面もて達の方に視線を移す。

「お前らは、最近何かあったか？」

「あん？　何かってなんだよ」

　トングに話しかけると、相変わらずいかつい反応が返ってくる。

「戦争の後から変わったこととかさ」

　僕の質問に、他の強面達も頭を捻ひねる。

「……特に変わりねぇなぁ」

「感謝とかは前よりもされるようになったが、まあいつも通りだなぁ」

「つか、基本的に訓練しかしてねぇしな」

「ま、俺達はそれで満足してるけどな」

　基本的には僕も同じようなものだな。

　救命団員なんだから訓練するのは普通だし、前よりも街の人に感謝される数が増えただけで、僕達の救命団員としての日常には変わりない。

　でも、相変わらずなこいつらにふと笑みを浮かべてしまう。

「なに笑ってんだ？　気持ち悪ぃな」

　そんな言葉でも、僕は怒らない。

　今の僕は広い心で、この強面どもと言葉を交わせるのだから。

「いや、お前らは変わらないなって思ってね」

「お前は変わったけどな」

「今じゃ化け物だからな」

「フッ、そうか……。表に出ろや盗賊ども。しょっぴいて王国に突き出してやる」

　スプーンを置き、立ち上がろうとする僕と強面達。

「ウサトさん!?」

　豹ひょう変へんする僕にキーラが驚くが、強面どもに売られた喧けん嘩かは買うのが僕の信条だ。

　しかしその数秒後に、強烈な殺気と威圧感が僕達へと襲い掛かる。

　その方向を見ると、目を細めたローズが僕達を無言で見ている光景が映り込む。

「……と、思ったけれど、君達は盗賊じゃないから無理だよね。ゴメン」

「こっちこそゴメン。言い過ぎたぜ」

　キュウメイダン、ミンナ、ナカヨシ。

　だから団長、睨にらむのはもうやめてください。

　緊張と共に席に戻った僕達に、ローズはため息をつく。

「え、あ、さっき喧嘩が始まりそうだったのに……」

「コイツら、いつもこんな感じだぞ」

「見た目は普通でも、ウサトは六人目の強面みたいなものよ」

「顔とか怖くなりますもんね」

　困惑するキーラに、フェルム、ネア、ナックがそう口にする。

　君達、本当に僕に遠慮がなくなってきたよね。

　良い傾向なのは分かるけど、なんだろう、この釈然としない気持ち。

「……真面目に食べるか」

　スプーンを握りなおし、目の前の食事に集中する。

　地獄の訓練のことは夕食後に考え──、

「ウサト」

「ッ!?」

　不意打ちだった。

　ローズの口から僕の名前が出た瞬間、強面達、フェルム、ネア、ナック、キーラが皆一様に黙り込んだ。

　握っているスプーンが震えるほどの、かつてない緊張感。

　恐る恐るローズの方へ視線を向けると、椅子の背もたれに背中を預け腕を組んだ彼女が不機嫌な面持ちで口を開く。

「ウジウジと悩んでいるテメェが目障りになってきた」

　開口一番に酷ひどくないですか？

　まだスクロールのことを聞いていないキーラは、わけが分からないといった表情を浮かべていたが、彼女以外の面々は理解しているのか、皆一様に顔を顰しかめている。

「今まで黙って見ていたが、中途半端なお前を見てるとこっちまでイライラしてくる」

「そ、そこまでですか？」

　ローズは頷うなずきもしない。

　こ、これは相当お冠かんむりだな……。

　これで普通に殴られて終わるならいいのだが、そんな簡単な問題じゃないのは僕自身が一番よく分かっている。

「訓練で色々と紛らわそうとしているみたいだが、それは決断を先延ばししているだけだ」

「それは……はい」

「それが悪いとは言わねぇが、その間に時間切れっつーことになったら、あまりにも間抜けすぎる」

「仰おっしゃる通りです……」

　実際、その不安もあった。

　僕が悩んでいる間にうっかりタイムリミットが過ぎてしまい、このままこの世界に残ることになってしまうという事態。

「だがな、お前がそういう『しょうがなくここに残る』なんてくだらねぇことを選んだら、私は迷わずここを追い出すからな」

「はは、貴女あなたなら本当にそうするでしょうね」

　考えている間に時間が過ぎてしまったから、しょうがなくこの世界に残ることになった。

　そうなったら楽だろうなとは思う。

　正直、そんな考えがなかったわけでもないけど、それはすぐに僕の尊敬する師匠であり上司のローズが嫌いそうなことだと悟った。

　だから、ない頭を必死に捻って決断しようとしているのだが、答えは一向に出ない。

「テメェのその問題は、救命団の問題といってもいい」

「え？」

　ローズの予想外の言葉に、思わず顔を上げる。

　彼女はニヤリと獰どう猛もうな笑みを僕へと向けていた。

「問題が問題だからな。思う存分に悩ますつもりでいたが、今のテメェは行き詰まっているように見える」

「……」

「このまま、なあなあで決めるのがテメェの本心か？　違うだろ？　なら、手伝ってやろうって言ってんだよ」

「あの、手伝うというような顔をしていないんですが……」

「あ？」

「なんでもありません！」

　しかし手伝うとは、具体的にどうやって？

　もしかして、ローズが相談に乗ってくれるとかそういうの？

　あ、でもそれだったら少し心強いかも！

　混乱しながらも考えを巡らせていると、ローズは立てた人差し指を僕へと向けながら、その場にいる団員達を見回し──、

「お前ら、このバカのために訓練を一日潰つぶすぞ」

　そう言葉にした。

　僕のために訓練を一日潰す？

　なにそれ、滅茶苦茶罪の意識を感じてしまうのですが。

「姉御、それは別に構わねぇんですけど、具体的に何するんですかい？」

　強面の一人、アレクが手を挙げながら団長へと質問を投げかける。

「言いたいことを言ってやったらいい。お前ら得意だろ、そういうの」

「姉御ォ！　俺らがこいつといつも喧嘩してると思ったら大間違いですぜ！」

「うるせぇ」

「はい！　得意です！」

　アレクが反論するも、ひと睨みされただけで屈する。

　それ以外の面々が困惑する中で、もう一人手を挙げる者がいた。

「あ、あの、ボクは……」

「……フェルム？」

　意外な人物に目を丸くする。

　しかし、ローズは笑みを浮かべながら彼女へと言葉を発した。

「この際、正直になっとけ。きっちり言っておかねぇと、このバカは気付かねぇぞ」

「……はい」

　大人しく頷いたフェルムは、僕を一瞬見ると思いつめたように静かになる。

　彼女の隣のネアは特に何も思っていないのかいつも通りだが、ナックもフェルムと同じような感じだ。

　混こん沌とんとしてしまった状況から逃げ出したい衝動に駆られていると、不意に裾を引っ張られる。

　隣を見ると、どこか不安な面持ちのキーラが僕を見上げていた。

「ウサトさん、あの、これは、いったいどういう……？」

「……あぁ、ごめん。このあと話すよ」

　そろそろ隠してはおけないだろう。

　こうやって、ローズが動き出すと言葉にしてしまったのならば、僕も改めて覚悟しなければならない。

　この世界と向き合うよりもずっと難しいこと。

　すなわち、僕の家である救命団と、そこにいる団員達と向き合うことを。




第二部　いらぬ気遣いと感謝の激怒




　ローズの宣言から三日後。

　団員達はあの日から色々と話し合うことがあるというので、僕抜きでの会議のようなものをしていたらしい。

　単純に僕と団員全員が一気に話し合うというものではないらしく、色々と段取りを決めているあたりに、ローズの本気が窺うかがえてしまう。

　僕としては彼らが何を話しているか気が気ではなかったけれど、盗み聞きとかしたらローズに殺されそうなので、とりあえず普段通りの日常を過ごした。

　訓練をしたり、顔を見せに来てくれた先輩とカズキと近況を話し合ったりした。

　二人にも現在救命団で起こっていることについて話したが、二人はローズの案に賛成しているようだった。

『きっとローズさんは、ウサトのことが心配だったんじゃないのか？』

　というのが、カズキの言葉。

『君と救命団は切っても切れない縁だからね。無理やりにでも向き合わせようというのも、間違ってないと思うよ』

　先輩は、僕と救命団は切っても切れない縁だと言った。

　この世界に来たその日から関わってきた組織なので、先輩の言うことも間違ってはいない。

　なので、僕はこのまま大人しく救命団の皆の準備ができるまで待つことにした。

「それで、なんで君はここにいるのかな？」

「ん？」

　センチメンタルな気持ちに浸っている僕の隣で、ネアがベッドに寝っ転がりながら暇そうに本を読んでいる。

　今日の朝から話し合いを始めるから部屋で待っていてほしいとナックに伝えられていたけど、君までいるとは思わなかったんだけど。

「え？　いちゃ駄目なの？」

「いや、駄目じゃないけど」

　言わなくちゃ駄目なの？

　『僕に何か言いたいこととかあるんじゃないの？』って自分で言うのは、とてつもなく恥ずかしいんだけど。

　すると、ぱたりと本を閉じて起き上がったネアが、にやりとした笑みを向けてきた。

「私から貴方あなたに話すことなんて、何もないからよ」

「少しくらいあるだろ」

「えぇ……」

　なんで困ったような反応をされなきゃならないの？

「……んー、ないわね」

「……この薄情者ぉ！」

「何度やるのよ、それ」

　やや引いた様子で軽いため息をついたネアは、半目で僕を見る。

「私は貴方の使い魔よ。なら、主あるじの決断に異議なんてあるはずないでしょう？」

「君、使い魔って言うほど生易しい存在かな……？」

「うっさいわね！」

　ネアとそんな会話を交わしていると、部屋の扉を控えめにノックする音が聞こえる。

「はーい」

「ウ、ウサトさん……」

「ん、キーラか。今開けるよ」

　扉を開けると、所在なさげにしているキーラがいる。

「あ、あの！　皆さんの準備が終わったというので、それを知らせに……」

「そうか、教えてくれてありがとね」

　どうやら、準備が終わったようだ。

　どのような形式で僕の決断を手伝おうとしているのかはまだ分からないが、色々と覚悟して行かなくちゃな。

「私も行くわよー」

「君も来るのか？」

「もちろんよ。私は貴方の使い魔なんだから」

　そう言ってフクロウの姿になったネアが、僕の肩に飛び乗る。

　てっきり部屋で大人しくしていると思っていたので、ちょっと予想外だ。

「キーラ、貴方はウサトに何か言いたいことはあるかしら？」

「え？」

　ネアの突然の質問に、呆あっ気けに取られるキーラ。

　キーラはまだ新顔だから僕に言いたいことなんてそこまでないと思うのだが、どうしてそんなことを訊きくのだろうか？

「いえ、そんな私はここに入ったばかりですし、そんな資格ありませんし……」

「そんなの関係ないわよ。ウサトがここからいなくなるって聞いたとき、どう思った？」

「……」

「キーラ？」

　黙り込んでしまった彼女に思わず声をかけると、不意に顔を上げる。

　その瞳は涙で潤んでおり、真っすぐ僕を見据えていた。

「さ、寂しいって思いました！」

「え？」

「会って間もない私の悩みにも親身になって接してくれましたし、私のような闇魔法使いと正面から向き合ってくれる人なんて、今までいなかったから……」

　徐々に尻すぼみになっていくキーラの声。

　それだけ感情が込められていることを察した僕は、無言のまま彼女の声に耳を傾ける。

「だから、心のどこかで、ウサトさんはずっとここにいると思い込んでいました」

「……」

「だから、貴方がここからいなくなるかもしれないって話を聞いたとき、何も言葉にすることができなくて……」

　ついには続きの言葉を発することができず、黙りこくってしまう。

　そのまま数十秒ほどの沈黙が続いてから、キーラはようやく口を開く。

「今日、ローズさんに言われたんです……」

「団長から？」

「私は、ウサトさんのそばでこれからこの場所で起こることを見届けろ、と」

　少し大仰な気がするが、ローズはそれだけのことをするつもりなのか？

　いや、考えてばかりじゃ埒らちが明かないな。

　まずは最初に、キーラと向き合わねば。

「ここで闇魔法を制御できるようになったら、君は家族の元に帰る。それは分かっているね？」

「……はい」

「そのために、僕はできる限りの力を尽くすつもりだ。それは、僕がここを去ろうが去るまいが関係ない」

　僕の言葉にこくりと頷いたキーラの頭に手を置く。

　今は、これでいい。

　あとは、僕自身がこの先で答えを出すだけだ。

「君は見届け人だったね。さあ、一緒に行こう」

「はいっ！」

「ついでにネアもね」

「ついで扱いは納得いかないんですけどっ！」

　抗議の声を上げるネアをスルーしながら、僕は前を歩くキーラについて部屋を出ていった。
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　いつもの宿舎の廊下だが、今日はどこか違って見えてしまう。

　僕自身、これからそれぞれの場所で待ち受けている団員達に会うことに緊張しているのだろう。

「最初は、食堂らしいです」

「食堂か」

　誰が待っているのだろうと思いながら階段を降りて、いつも皆で食事をしている食堂を覗のぞき込むと、そこには異界が広がっていた。

　強面五人組が、非常に柄の悪い様相で待ち受けているのだ。

　さすがにテーブルに足を乗せるというローズぶち切れ行為はしていないようだが、その人相と態度の悪さから、かなり近寄りがたい空間になっている。

　当然、キーラは魔窟と化した食堂を見て掠かすれた悲鳴を零こぼした。

「ネア、キーラと一緒にいてあげてくれ」

「あー、はいはい。行ってきなさい」

「行ってくる」

　肩のネアをキーラに託しながら、僕は食堂へと足を踏み入れる。

「よう、魔物ども」

「ようやく来たか、化け物」

　とりあえず僕も椅子に座り、改めて強面どもを見る。

　スキンヘッドのトング。

　顔に傷のあるゴムル。

　やや小太りのミル。

　どう見てもゴブリンのグルド。

　頭にバンダナを巻いたアレク。
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　初めてこの世界にやってきたその日に放り込まれた救命団で、顔を合わせた同僚達。

「やっぱ、お前ら顔が怖いな」

「「「「「あぁ!?」」」」」

　だが、僕にとっては慣れ親しんだものだ。

「待て、褒め言葉だ」

「なおさら性た質ち悪いじゃねえか！」

「こいつ、マジで感性おかしくなってんじゃねぇか？」

「今のが褒め言葉とかやべぇだろ」

　強面達が額に青筋を浮かべながら、そう口にする。

　しかし、彼らは何かを堪こらえるように深く息を吸い、気分を落ち着かせる。

「今日は喧嘩はなしだ」

「そうなの？」

「さすがにな」

　トングの言葉に驚く。

　別に好きこのんで喧嘩をしているわけじゃないが、それもこいつらとのコミュニケーションの一つだと思っていたので、トングの言葉は正直意外だった。

「まあ、お前が別世界からやってきた小僧だってのは知っていたわけだが、まさか今になって帰るかもしれねぇとはな」

「まだ決めてないよ？」

「だが、帰るかもしれねぇ。そうだろ？」

「……」

　図星をつかれて、言葉を失う。

　トングはテーブルに肘をつきながら、悪人面づらを歪ゆがめる。

「ま、俺らからとやかく言うつもりはねぇよ。正直、お前が残ろうがいなくなろうが、それほど気にしねぇってのは本音だ」

「まあ、ぶっちゃけな」

「たしかに」

「むしろ、変に悩んでるお前を見る方がキッチィわ」

「こっちまで気が滅め入いるぜ」

　口々にそう言う強面ども。

　『喧嘩解禁だ。この薄情者どもが……！』と、言ってやりたいところだが、喧嘩はなしだと宣言されているので堪えるしかない。

「だからよぉ、お前も俺達のことはそれほど気にすんじゃねぇよ」

「……は？」

「団長はともかく、ここにいる俺達五人のことを考える必要はねぇってことだよ」

　強面どものことを考える必要はない。

　つまり、こいつらは不器用なりに僕の重荷を減らそうとしてくれているのか？

　なんだそれは。

　これほど……これほど腹立たしいことがあるだろうか。

　大きく息を吸い、かつてないほどのため息を零す。

「はぁぁぁ……。お前らって本当に脳みそまで筋肉に吸い取られてんじゃねぇのか？」

「「「「「あ？」」」」」

　控えめに言っても悪すぎる僕の態度に、強面達の雰囲気も剣けん呑のんさを帯びる。

「要いらねぇ気ィ使いやがって。お前らはどう足あ掻がいても僕にとって最初の同僚なんだから、考えないわけないだろうが！」

「あぁ!?　いちいち俺達のことなんか考えてんじゃねぇぞコラ！」

「うるせぇ、考えるわ！　むしろそんなこと言われたら、嫌でも考えちまうわ!!」

　その不器用かつ下手くそな気遣いこそが、僕の罪悪感を引き立たせる一番のスパイスなことを忘れるなよ！

　優しいじゃねぇかよこの野郎！

　あぁ、イライラしてきたなぁ！

「こっちが気遣ってやりゃ、調子に乗りやがって！」

「そんなもん頼んだ覚えはないわ！　気持ち悪い！」

「ハァァ!?　ウジウジしてるお前の方が気持ち悪いんだよ！」

「なんだとこの野郎！」

　言いたい放題言いやがって……！

　テーブルから身を乗り出し、額がぶつかるほどの距離でトングにメンチを切った僕は、他の強面どもも睨みつける。

「全員表に出ろ！　くだらねぇことを言った罰として、一発ぶん殴ってやる!!」

「上等だこの野郎！　お前らもやるぞ!!」

　僕とトングの怒声に、アレク、グルド、ミル、ゴムルが笑みと共に立ち上がる。

「結局こうなっちまうか」

「まあ、俺ららしいっちゃ俺ららしいな」

「俺ァ、最初からこうやった方がいいと思ってた」

「さて、やるかァ」

　それぞれが立ち上がると、獰猛な笑みを浮かべる。

　そのまま席を離れ、宿舎の外へと通じる扉へと向かっていく。

　指をボキボキと鳴らしながら強面達からやや遅れてついていった僕は、こちらを唖あ然ぜんとした様子で見ているキーラとネアに話しかける。

「キーラ」

「ひゃ、ひゃい!?」

「ちょっと外に行ってくる。君はここで待っていてくれ」

「わ、分かりましたぁ！」

　びしっと背筋を伸ばして返事をしたキーラに頷く。

　ネアは疲れたような顔をしていたが、すぐに戻ってくるので我慢してほしい。

　とにかく今は、この強面どもとお話ししなければ。




第三部　少年と『家族』




　我に返ったときには、僕を含めた全員が顔面にいいのをもらって地面に倒れていた。

　さすがは救命団の最古参メンバーどもだ。

　そのしぶとさは侮れないものがある。

　とりあえず強面どもとの話を肉体言語で終えた僕は、宿舎内で待っていたキーラとネアと共に、次の団員が待っている場所へと向かう。

　他の団員達は訓練場に通じる道で、僕を待っているそうだ。

　誰がどの順番で待っているのかは分からないが、僕も覚悟して向き合わなきゃならない。

「貴方達、結局喧嘩しただけじゃないの？」

　ネアのそんな指摘に、僕は苦笑する。

「たしかにそうだけど、僕としてはこれでよかったと思っているよ。あいつらに気遣われたりするのは、なんだかむず痒がゆいからね」

「そういう男同士の友情とか、私には分からないのよねぇ」

　想定とは違うけれど、僕なりに強面どもと向き合った。

　結果的に団員同士で私闘をしてしまったわけだから、後でローズに怒られるのは決定しているけど、後悔はない。

「ウサトさんって、怒るとすごいんですね……」

「こいつの何が性た質ち悪いって、別に普段は猫被かぶっているわけじゃなく、どっちもこいつの本当の姿だってところなのよ」

「そうなんですか……？」

「そう、だから普段のこいつを怖がる必要はないわよ」

　ネアの言葉にキーラが頷いている。

　フォローしてくれたのかな？　なんか性質悪いとか言われていたような気がするけど。

　そう考えながら歩いていると、視線の先に誰かが立っているのが見えた。

「次はナックか……」

　かつて、ルクヴィスで指導した少年。

　初めて会ったときは、悲惨な現実にただ打ちひしがれるだけだった彼だが、今日まで救命団で成長してきた、僕にとって自慢の弟子だ。

　その事実に改めて感慨深く思いながら、彼の言葉を待つ。

「ウサトさん」

「……」

「俺は、ウサトさんは元の世界に帰ってもいいんじゃないかと思っています」

「！」

　初めて聞く、僕が元の世界へ帰ることを推奨する声。

　予想外の言葉に驚いた僕に、ナックは真剣な目を向けてくる。

「貴方は頑張りすぎだと思います」

「頑張りすぎ……？」

「あー、なるほどね」

　キーラの肩にいるネアは納得するように呟つぶやいているが、僕には思い当たる節がない。

　訓練を頑張りすぎている？

　いや、僕も好きでやっていることだし、頑張るとは違うよな。

「魔王軍と戦ったり、書状を渡すために長い旅をしたり……。この前だって、戦場を駆け回ったりしていたんですよ？」

「うん」

「しかも、魔王軍の軍団長全員とも戦ったんですよね？」

「……うん」

「そして、最後は魔王もぶん殴った」

「……」

「正直、人間の所業とは思えません」

「おう待てや」

　今の流れで、僕が人間かどうかを疑われるのはおかしいだろ。

　思わずツッコミを入れてしまうが、ナックの表情は変わらない。

「……僕は、城の騎士の皆さんにウサトさんについて訊いてきました」

「僕のことを？」

「貴方を戦場のどこで見かけて、どこで人を救っているのを見たか、です」

　最近、姿が見えなくなることがあったと思ったら、城の方に話を訊きに行っていたのか。

「でも、僕の目撃情報なんて結構たくさん出ると思うんだけど？」

「だから、それがおかしいんですよ」

「え？」

　首を傾げる僕に、ナックがため息をつく。

「どうして、貴方は戦場のあらゆる場所で目撃されているんですか……？」

「白服として動いていたからね。そこらじゅうを走り回って、怪我人を助ける必要があったんだ」

　それに、ローズがネロと戦っているときは白服が僕一人だけになっていたからね。

　だけど、ナックが何を言いたいのか分かってきた。

「ウサトさんがそうするのは、救命団の使命だからというのも分かります。それをできてしまうくらいに努力しているのも知っています。だから、俺がこんなことを思ってしまうのはとても失礼かもしれないけれど……」

　言い淀よどみながらも、ナックは僕としっかりと視線を合わせる。

「頑張りすぎですよ。もっと自分のことを考えてください」

「……いや、考えているよ？」

「どう見ても、自分のことなんて二の次じゃないですか」

　そう言われてしまうと、返す言葉もない。

　確かに、僕の戦場での行動を振り返ると無謀な場面もあった。

　ネロ・アージェンスを足止めするときとか、ガチで死にかけたし。

「話を訊いた騎士の方達は、軍団長なんていう恐ろしい存在と戦場で出会ったら死を覚悟するそうです。そんな存在と戦って、とてつもなく大きな化け物とも戦って……。それは治癒魔法使いの領分を完全に超えていると思うんです」

「もっともな話ね。聞いているかしら、この脳筋」

「ウサトさん、そこまでしていたんですか……？」

　ジト目で睨みつけてくるネアと、やや引いたような様子のキーラ。

　ナックにこれだけ事実を並べられると、今さらながら僕がどれだけ無茶をやらかしてしまっているのか理解させられる。

「俺、本当はもっと貴方に教えてほしいことがたくさんあります」

「ナック……」

「でも、それ以上に貴方には無理をしてほしくないんです」

　無理をしているつもりはなかったのだが、さりげなくネアを見ると神妙に頷いているあたり、ナックの意見も間違ってはいないようだ。

「それに、故郷を恋しく想うのは当然のことです」

「……」

「俺は、もう故郷に帰ることはできませんから……」

　ナックは、実の両親から酷い扱いを受けていた。

　水系統の魔法を持って生まれてくるはずが、治癒魔法に目覚めてしまった彼は、両親から冷遇されながら育ってきた。

　ルクヴィスで救命団に入る道を選んだナックは両親との縁を切り、リングル王国にやってきた。

「ウサトさんの帰りを待つ家族がいるなら、帰るべきだと俺は思っています」

　ナックの言葉に、ついには何も言えなくなってしまう。

「ウサトさん……」

　僕を見上げるキーラ。

　この子は、家族を想うがために自ら家族の元を離れることを決めた。

　いつか闇魔法を自分のものにして、再び会いに行くために。

「……まだ、決めることはできない」

「……」

「たしかに元いた世界の家族も大事だけれど、僕にとってはこの救命団も家のようなものだから、ここに住むみんなも家族のような存在だと思っている」

　血の繋つながりだけが家族ではない。

　キーラの境遇を思い浮かべながら、ぎこちなくではあるが自分の言葉を口にする。

「だから、救命団員全員と向き合ってから決めようと思う」

「……ウサトさんらしいですね」

「そうかな？」

　僕の言葉に、ナックは苦笑する。

「ルクヴィスで助けてくれたころから変わってない。強くて、優しくて……怖くて、鬼みたいな人です」

「後半は必要だった……？」

　頬ほおを引き攣つらせていると、ナックは道を空けるように横にずれる。

「ウサトさん、ありがとうございました」

「もういいのか？」

「ええ、伝えたいことも伝えられましたし、訊きたいこともちゃんと訊けましたから。俺にとっては、それだけで十分です」

「ありがとな、ナック」

　すれ違いざまに彼の肩を叩たたきながら、再び歩き出す。

　その際に何かを思い出したのか、ナックが話しかけてくる。

「次はフェルムさんです。多分、あの人は俺以上に抱えていることが大きいと思うので……頑張ってください」

「……？　ああ、分かった」

　彼の言葉に頷きながら、先へ進む。




　ナックから離れ、林に囲まれた道に入ると、肩のネアが不意に話しかけてくる。

「でも、貴方が家族とかそういう言葉を口にするのは意外よねぇ」

「うぐ……」

　先ほどのナックへの言葉を指摘され、顔に熱を感じる。

　我ながらクサいことを口にしてしまったのは分かっているのだ。

　しかし、すぐにそれを指摘してくるあたり、この使い魔は良い性格をしてやがる。

「もしかして、私のことも家族だと思ってたりー？」

「……」

「え、マジなの……？」

　面食らうネア。

　思わず目元を押さえる僕に、キーラが笑顔で話しかけてくる。

「い、いいことだと思います！　そういうの、本当に！」

「うん。ありがとね、キーラ」

　君はそのままでいてくれ……！

　強面達と殴り合い。

　ナックと語り合い。

　そして、次はフェルムだ。

　かつては黒騎士と呼ばれていた、恐るべき敵であった魔族。

　僕が戦場で捕らえ、ローズが救命団に放り込んだことで今では仲間となった彼女ではあるが、あの子が僕に対してどういう感情を抱いているのかは分からない。

「彼女とも、向き合ってみないと分からないか」

　呟きながら道の先を見る。

　この道の先にフェルムがいる。

　まずは彼女の話を聞いてみよう。





　　　　＊＊＊






「……行っちゃったなぁ」

　帰る故郷や家族があるなら、絶対にそっちを選んだ方がいい。

　それは両親に見捨てられてしまった俺の考えであり、未練とも言える。

「……あぁ、もう、辛つらい」

　感情のままに本心を──ウサトさんをこの世界に引き留めることができたら、どれだけよかったかと思う。

　だけど、それはウサトさんから元の世界と家族とを引き離すことになるのと同じだ。

　そう考えたら、簡単にこの世界に残ってくれなんて言えるはずがなかった。

「おう、ナック。オメェも話したのか」

　俺の背中を軽く叩いたのは、同じ救命団員のミルさんだ。

　彼はニヤリと笑みを浮かべながら声をかけてくれる。

「あいつ、頑固だったろ？」

「はい。とっても頑固でした」

「だろうな。こっちも同じようなもんだったぜ」

「ミルさん達はどういう話をしたんですか？」

「いやぁ、結局は殴り合いだったな」

「殴り合い!?」

　がははと豪快に笑うミルさんに、驚くしかない。

　たしかに、なんだかウサトさんの団服が汚れてるなとは思っていたけど、殴り合いをした後だなんて思いもしなかった。

「まったく、姉御みてぇな成長しやがって。殴られるこっちの身にもなれってんだよ。まあ、その分殴り返してやったけどな！」

「ウサトさんも怪物じみてますけど、貴方達も相当ですよね」

「ハッ、当たり前だろうが。俺達ァ、ウサトよりも前から姉御の元でしごかれてんだぜ？　げんこつ食らった回数じゃ、俺達の方が多いさ」

　それは果たして誇れることなのでしょうか？

　どう反応していいか分からずにいると、不意にミルさんが口を開く。

「ナック、俺達はこれから訓練だ」

「え、今日一日の訓練は潰れるって……」

「俺達の役目は終わったからな。それに、最後が長引くのは目に見えてんだ。なら、その間にひとっ走りいっておこうと思ってなァ」

　最後って……あぁ、なるほど。

　たしかにミルさんの言う通り、すぐには終わらないだろう。

「なら、俺も参加します」

「いいのか？　遅れたら置いていくぞ？」

「今は、体を動かしたい気分ですから」

　なんというか、ジッとしていられない。

　いてもたってもいられなくなった俺は、準備体操をしながら先を歩くミルさんについていく。

「……まだまだ貴方の背中は遠いな」

　そう呟きながら、後ろを振り返る。

　ウサトさんの背中は既に見えない。

　今の俺にはまだ背中すら見えないけれど、いつか必ず貴方と肩を並べられるくらい成長してみせる。

「やってやるぞぉー！」

　貴方がどちらを選ぶかは分からない。

　それでも、俺が尊敬して目標としている貴方という存在は、決して揺るぎないものだ。




第四部　怒りを込めた涙




　かつて先輩とカズキを死の淵ふちにまで追い詰めた恐るべき黒騎士、フェルム。

　捕虜として捕らえられている檻おりの中で、治癒魔法を施した僕を見て涙を流していた彼女の表情は、今でも覚えている。

　紆う余よ曲きょく折せつあって救命団に入ることになった彼女は、今日に至るまで大きく成長したと僕は思っている。

「……」

「ネ、ネア。あの子、今にも僕に攻撃してきそうな顔で待ち受けているんだけど……」

　フェルムは、無言のまま腕を組んで佇たたずんでいた。

　僕を射抜くように睨みつけ威嚇しているような様子の彼女に、近づいていいのか迷う。

「行きなさい。貴方が近づかないと何も始まらないでしょ」

「わ、分かったよ……」

　フェルムへ近づくと、彼女はさらに僕を睨みつけてくる。

「遅い！」

　強面達と話していたときから待っていたとしたら、結構待たせてしまったかもしれない。

　だから不機嫌なのだろうか。

「君からも話があるんだよね？」

「……ああ。だけど、その前に……ネア、キーラと一緒に外してくれ」

　フェルムは、何か彼女達に隠したいことでもあるのだろうか。

「分かったわ。キーラ、行きましょう」

　意外にも、ネアは納得した様子で了承した。

「え？　でも……」

「二人きりにしてあげようってことよ」

「あっ……は、はい！」

　キーラの肩にネアが飛び乗ると、そのまま二人は僕とフェルムから離れていく。

　その場に残ったのは、僕とフェルムの二人だけだ。

「……」

　踏ん切りがつかないのか、未いまだに無言の彼女を見る。

　ネアのようにドライな感じで「どうでもいい」と言われたら、結構ショックかもしれない。

　いや、そもそも彼女が救命団に来る原因の一端を担ったのは僕だし、訓練ではかなりしごいてしまったし、もしかしたら僕はこの子に嫌われているのでは……？

「ウサト」

　そんな考えが頭をよぎっていると、不意に名前を呼ばれる。

「あ、ああ」

　改めてフェルムと向き合うと、彼女は真っすぐ僕を見つめたまま口を開いた。

「お前、ここに残れ」

「……え？」

　予想外の言葉に、呆気に取られてしまう。

「今、帰れって……？」

「残れって言ったんだ！　ちゃんと聞いてろ、この脳筋バカ！」

　正直、「さっさと帰れこの野郎！」くらい言われるかと思っていた。

「でも、どうして……？」

「……言わなきゃ駄目か？」

「なんでそこで躊ちゅう躇ちょするの……？」

　フェルムはなぜか葛かっ藤とうしているようで、自身の服の裾を強く握りしめながら言葉を絞り出そうとしている。

「お、おおお……」

　だ、大丈夫なのだろうか？

　唸うなりだしたフェルムを見て心配になった僕が思わず声をかけようとしたそのとき、彼女はバッと顔を上げた。

「お、お前にッ、いなくなってほしくないからだよ！」

「……はぁっ!?」

　一瞬フェルムが何を言っているのか分からなかったが、数秒かけて意味を理解すると驚きの声を上げてしまった。

　僕にいなくなってほしくないとか、そんなことをこの子に言われるとは思わなかった。

「ボクはなぁ！　実の親に恐れられて、拒絶されて、その日からずっと、誰も信じずに生きてきたんだ！　生まれ持った魔法のせいで優しくされたことも、愛されたこともない……！」

　叩きつけるようなフェルムの言葉に、僕は声が出せない。

「もう全部がどうでもよくなって……！　黒騎士として、生きる実感を得るために魔王軍で戦っていたときに、お前が現れた……！」

　僕がフェルム……黒騎士と遭遇したときは、まさしく修羅場であった。

　戦場で倒れ伏す先輩とカズキに止とどめを刺そうとするフェルムを見たときは、僕でも冷静にはなれなかった。

「正直、捕まったときは自分の身すらもどうでもよかった……。でも、お前に無理やり治癒魔法で怪我を治されてから、ボクの中で何かが変わったんだ……！」

「何かって……何が？」

「んなもん、ボクにも分かるか！」

　できるだけ冷静に質問するも、キレられてしまった。

　自分以上に取り乱している人を見ると、一周回って冷静になってしまうという話は本当らしい。

　そんなフェルムに圧倒されていると、彼女は僕の胸倉を両手で掴つかんでくる。

「それなのに、お前は……！」

　視線が交差する。

　彼女の瞳は、涙で濡ぬれていた。

「フェルム……泣いているのか……？」

「……ッ、ああ、そうだよ。泣いているんだよ！　悪いか！」

　そう言ってこちらを睨みつけてきたフェルムに、思わず動揺する。

「お前はなぁ！　そうやって人のことを変えておいて、勝手にどこかにいなくなろうとするんじゃない！」

「フェルム……」

「いいか、ここではっきり言ってやる！　脳みそ筋肉なお前にもよく分かるようにな！」

　大きく息を吸ったフェルム。
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　僕の胸倉を掴む手にも力が籠こもる。

「ボクはお前にいなくなってほしくない！　お前がいなくなったら、寂しいんだよ！」

「……」

「だから、ボクはお前に残ってほしいんだよ……！」

　これがフェルムの本心。

　天邪鬼あまのじゃくで本音を口にすることがなかった彼女が訴えてきた言葉。

　正直、僕はこの言葉にどう答えていいか分からない。

　カズキは、自分で選んで元の世界に帰ることを決めた。

　先輩は、僕の選んだ世界についていくと言った。

　ロイド様は、僕の選択を尊重すると言ってくれた。

　オルガさんは、他ならない僕の考えで決めろと言ってくれた。

　ナックは、元の世界で待っている家族がいるならそっちを選ぶべきだと言ってくれた。

　僕自身の選択は、他人には委ねられない。

　だけど、目の前で泣いている彼女を前にして、僕は何をどう言葉にするのが正解なのか分からなくなってしまった。

「う、うぅ……」

　僕の胸倉を掴んだまま崩れ落ちた彼女を支える。

　ここで安易に結論を出すなんて無責任なことはできないけど、彼女の想いは僕にとっては嬉うれしいものだった。

「ありがとう、フェルム」

「うるさい……！」

　俯うつむいたままそう答えるフェルム。

　目元を拭ぬぐった彼女は、少し時間をかけてから顔を上げる。

「……ボクは自分の言いたいことを言ってやっただけだ。鈍感なお前に伝わるようにな」

「ああ、ちゃんと伝わった」

　僕の言葉に、フェルムは安あん堵どするように胸を撫なでおろす。

　しかし、すぐに強気な表情で睨みつけてくる。

「なら、さっさと先に行け！」

「え？」

「ここで答えを出せなんて言わない。この後の地獄を切り抜けてから答えを出せ！」

「待って、今怖いこと言わなかった？」

　いや、次に僕を待ち受けている人を思えば地獄なのも理解できるし、覚悟もしていた。

　でも、あらためて口に出されるとその覚悟も鈍る……！

「ハッ、お前が生きて帰れるかどうか分からないけどな！」

　元の世界に帰ってほしくないのに、生きて帰ってはほしくないのか？

　ここぞとばかりに嘲あざ笑わらってくるフェルムに、頬が引き攣る。

　いや、言いたいことを全て言った彼女にとっては、もう他ひ人と事ごとなのだろう。

「……」

　いや、それはちょっと納得いかないな。

「よし、君も連れていくか」

「満面の笑顔で何言ってんだ、お前ェ！」

　僕の提案に、フェルムが恐怖の声を上げる。

　そんな彼女に、僕は穏やかに笑ってみせる。

「横断歩道、皆で渡れば怖くない」

「意味分からないけど、お前の言ってる『オウダンホドウ』があの女と同じわけないだろ！　ふざけんな！　死ぬなら一人で行ってこい！」

「死なば諸もろ共ともだ」

「ボクを巻き込むなァ！」

　この際、一人くらい地獄への道連れがいてもいいと思えてきた。

　そんな騒がしいやり取りを交わしていると、場を外していたネアとキーラが戻ってくる。

「貴方達、何やってるの……？」

「楽しそうですね」

　……空気も変わったことだし、そろそろ先に進む頃合いか。

　フェルムから離れ、二人の元へ移動する。

「それじゃ、僕達は行くよ」

「……ああ、さっさと行け」

　ぶっきらぼうにそう口にしたフェルムに頷き返し、僕達は先へと進んだ。
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「ウサトさん、フェルムさんとはどのような話を？」

　フェルムの姿が見えなくなったところで、キーラが僕に話しかけてくる。

「うーん、フェルムのために秘密にしておくよ」

「そーよ。そういうのは訊かない方がいいものよ？」

「？　……はい、分かりました！」

　素直に頷くキーラだが、ネアが地味に秘密を知っているっぽいのが気になる。

　さりげなく視線を向けると、フクロウ姿の彼女が僕の肩に飛び乗ってくる。

「同じ部屋だもの。普通気付くわよ」

「君は気付いていたのか」

「貴方が元の世界に帰るかもしれないって聞いてから、ずっと隠れて悩んでいたしね」

「そうだったのか……」

　僕は自分の悩みだけに集中しすぎていたのかもしれないな。

　自分のことで精一杯だったこともあるが、それは言い訳にはならない。

『う、うわぁぁぁぁ!!』

　そのとき、後ろから悲鳴が聞こえてきた。

「な、なんだ!?」

「フェルムさんの声ですよ!?」

　驚いて後ろを振り返る僕とキーラ。

　しかし、ネアは「あちゃー」とばかりに頭を翼で押さえている。

「あー、気にしなくてもいいわよ。むしろ、ほっといてあげて」

「なんで!?」

「あれは多分、貴方への言葉とかを思い出して、一人で自滅しているだけだから」

「そ、そうなの？」

「ええ。フェルムを想うなら、むしろ先に進んだ方があの子のためだわ」

　ネアがそう言うなら、そうするべきか。

　後ろを気にしながら、歩みを進める。

　……もうすぐ訓練場だ。

　待っているのは、あの人だろう。

「気を引き締めなくちゃな……」

　ナックやフェルムのように、話して終わりという相手ではないのだから。




第五部　師弟




　僕が救命団に入ってから馴な染じみ深い場所は、二つある。

　一つは宿舎。

　最初にローズに放り込まれ、仲間達と寝食を共にした場所だ。

　この場所は、僕にとってこの世界の家といってもいい。

　そして、もう一つは訓練場。

　ひたすら走らされ、ひたすら筋トレをさせられた僕には、最も縁の深い場所。

　特にローズに訓練を施された最初の数週間は、記憶が朧おぼろげになるほどだった。

　〝負けてたまるか〟

　〝目にもの見せてやる〟

　〝絶対に逃げたくない〟

　そんな反骨心のみで続けていた訓練だが、今となってはその過酷な訓練こそが今の僕を作っている重要な要素とも言える。

「……」

　血と汗を滲にじませながら必死に走って、何度も踏みしめた地面。

　その地面を一歩ずつ踏みしめながら進むと、訓練場の中心に腕を組んだまま立っているローズの姿が見えた。

「来たか」

「……はい」

　僕の姿を目にしたローズは、腕を組んだままこちらに鋭い視線を向けてくる。

「団員達から話は聞いたか？」

「ええ」

「なら、私から何も言うべきことはねぇ」

「……ないんですか？」

　驚きながら質問すると、ローズはおかしそうに笑う。

「大体はオルガあたりが言っただろうしな。お前の答えは、お前自身が決めなければならねぇってな。今さら、同じようなことを何度も言われてもウンザリするだけだろう？」

　確かに、ローズならそう言いそうだとは思っていた。

　なら、ローズがこれからするのは説教などではないだろう。

「まあ、それでも少しばかり言っておこうと思っていたことがある」

「……それは？」

「らしくねぇことしてんじゃねぇよ、ってな」

　そう言い放ったローズが、いつもの獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「お前がしなければならない選択は生半可なもんじゃねぇ。どっちの世界か選べなんて言われりゃ、そりゃあ死ぬほど悩むだろう」

「実際、そのくらい悩んでますよ……」

　ここまで、たくさんの人の言葉をもらった。

　それぞれの言葉にすごく考えさせられたし、さらに思い悩む一因にもなったのは事実だが、皆の話を聞いて後悔したことは一度たりともない。

「だがなぁ……」

　そう考えていると、ローズは腕を組んだまま僕を指さした。

「そんな問題、ただ考えているだけで答えが出るわけねぇだろ。バカか？」

「えぇ……」

　辛しん辣らつすぎる物言いに唖然としてしまうが、心のどこかで納得してしまっている自分もいる。

「ま、お前なりに必死に答えを出そうとしてたのは認めてやるが……」

「それが僕らしくなかったってことですか？」

「ああ」

　自覚はあった。

　というより、考えている最中、何度もそう思った。

「はぁ、ここまで来て団長に諭されるとは思いもしませんでしたよ」

「で、これからどうすんだ？　大人しく宿舎に帰るか？」

「冗談……！」

　気合を入れなおすべく頬を張り、笑みを浮かべながらローズを見る。

　彼女も笑いながら、組んでいた腕を解ほどいた。

「なら、貴女の言う通り〝僕らしく〟いかせてもらいますよ」

「ハッ、お前にはそれが性に合っているだろうな」

　考えるのはもうやめた。

　これからするのは殴り合いだ。

　僕はいつだって、そういう状況の中で答えを見み出いだしてきた。

　しかし、今の僕には色々と背負いすぎているものがある。

「キーラ」

　後ろをついてきていたキーラに声をかける。

　見届け役か……まさしく、その通りだな。

「これを少し預かっていてくれ」

「……えっ？」

　着ていた団服を脱いだ僕は、彼女にそれを預ける。

　それともう一つ、右腕につけている腕輪──ファルガ様からいただいた籠こ手ても預ける。

　キーラの肩に移動したネアは、驚きながら僕を見つめる。

「いいの、ウサト？」

「ああ、今だけは救命団員としての僕じゃなく、ただの[image: ]う里さと健けんとして、あの人と向き合ってくる」

「それが殴り合いでも……？」

　彼女からすれば、僕とローズの関係性はただ荒々しいものに見えるだろう。

　だが、それでも構わない。

　僕とあの人の関係は、この世界に召喚されたその日から一つも変わっていない。

　だから、僕はネアに笑いかける。

「僕らしいだろ？」

「……あー、もう！　好きにしなさいよ！」

「あ、あの、私はどうしたら……」

「離れましょう！　好きにやらせたらいいのよ、こんな脳みそまで筋肉のおバカにはね！」

　ぷんすかと怒った様子のネアと共に、キーラは訓練場の端の方まで離れていく。

　団服を脱いだ僕は袖をまくりながら、今一度ローズと相対する。

「いいのか？　いつも使っている籠手を使わなくて」

「今回だけは小細工なしでいきたいと思いまして」

「ハッ、後悔すんなよ？」

　籠手なしでの戦闘は、本当に久しぶりだ。

　防御の補助だけではなく、必然的に系統強化の暴発を応用した技も全て使えない。

　そんな状況で僕より遥はるか格上のローズに勝負を挑もうとしているんだから、まったくもって無謀としか言えないだろう。

「それでも……」

　なんだろうか、やっぱり心の底から湧き上がる高揚感は誤魔化せない。

　四王国会談の前の模擬戦では、ボコボコにやられてしまった。

　今度も同じようにボコボコにされるかもしれない。

　でも、同じように負けるつもりは毛頭ない。

「行きます！」

「ああ、来い！」

　僕は地面を蹴る。

　今までの悩みを全て思考の彼方かなたに追いやりながら、僕はローズに向かっていった。
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　よく分からないうちにウサトさんとローズさんが戦うことになってしまった。

　私にはどういう流れでそうなったのか全く理解できなかったけど、肩にいるネアさんはそれをよく理解しているようだった。

「本当に信じられないわー！　ここまできて殴り合いを始めるとか意味不明だわー！」

　ネアさんがものすごく怒っている。

　いや、怒っているというより呆あきれているって表現の方が正しいのだろうか？

「ど、どうしてウサトさんはローズさんと戦うことに……？」

「そんなの、どうせ頭をすっきりさせるためだとか、喝を入れるためとかでしょ」

「えぇ……」

　思ったよりもふわふわとした理由で戦うことになっていることに驚きながら、私はウサトさんから預けられた白い服と銀色の腕輪を抱えなおす。

　団服と呼ばれる白い服は見た目以上に重く、それでいてしっかりとした生地でできている。

　間近で見ると修復された跡などがあるので、使い込まれた年季のようなものが感じられる。

「……あの、これはなんなんですか？」

　もう一つ、ウサトさんに渡された銀色の腕輪をネアさんに見せる。

　ネアさんは苦々しい表情で私の肩から飛び上がり、人の姿に変わる。

「とりあえず座りましょ」

「は、はい」

　ネアさんに促され、私達は原っぱに座る。

　ここからローズさんとウサトさんの姿が見えるが、まだ戦いは始まっていないようだ。

「それはウサトの武具よ」

「この腕輪が、ですか？」

「普通の状態は腕輪だけど、ウサトが使うことでそれは銀色の籠手に変わるの」

「そ、そうなんですか……かっこいいですね」

　変形する武具なんて聞いたことがない。

　まじまじと腕輪を見つめていると、ネアさんが補足するように説明してくれる。

「元は先代勇者の持っていたカタナっていう武器だったんだけど、それをウサト専用に作り直してもらったのがそれってわけ」

「何か能力があるんですか？」

「一応ね。ありえないほど硬いっていう能力だけ」

　ただ硬いだけ……？

　それは果たして能力といってもいいのだろうか。

　思わずきょとんとしてしまうと、ネアさんは困ったように笑う。

「まあ、普通はそういう反応するわよね。でも硬いといっても、それは本当にあらゆるものを通さない無敵の硬さを誇るのよ。まあ、あくまで籠手の部分しか効果はないんだけど……」

「けど？」

「本当は籠手じゃなくて、もっと攻撃的な能力にすることもできたらしいの」

　能力を選ぶことができる？

　そんな疑問を抱いたが、まずはネアさんの声に耳を傾ける。

「ウサトの持つ腕輪以外にも同じような武具があって、それらは全て強力な力を秘めたものばかりだった。この国の勇者の持っている武具も、ウサトのものと同じようなものなのよ？」

「そうなんですか……!?」

　だとしたら、ウサトさんは本当に何者なのだろうか。

　こういう話を聞くと、私はまだまだウサトさんのことを全然知らないんだと思う。

「ウサトは傷つけるための力じゃなく、守るための力を求めてその腕輪を手に入れたってわけ」

「守るため……」

　私に、同じことができるだろうか。

　この身に宿る闇魔法を、誰かを傷つけるためじゃなくて、大事な人を守るために使えるようにする。

　ウサトさんのようにそれができれば、私も……。

「しっかし、今回の戦いばかりは本当にヤバいと思うわ」

「そ、そんなにですか？」

「いい？　あれは治癒魔法使い同士の殴り合いなのよ？」

　だったら、怪我をしても治せるんだから大丈夫ではないのか？

　私はまだ治癒魔法に理解が深いとは言えないけれど、回復においてその効力がとても優れているのは分かる。

「あの二人は普通の治癒魔法使いとは違うの。魔王軍の軍団長と殴り合って勝てるくらいに腕力が強い規格外どもなのよ？」

「え、ええ」

「そして、死闘になってもお互いが治癒魔法で自分を癒やし続けられる。つまり、これからの戦いは終わりが見えないのよ」

　……。

「な、なら止めた方がいいんじゃないですか!?」

「それができれば苦労しないから、さっき怒っていたのよ！」

　ようやく事態の深刻さを理解するが、既にローズさんとウサトさんは戦う一歩手前だ。

　ウサトさんはともかく、ローズさんは普通に怖すぎるので、割って入って二人を止めるという考えすら思い浮かばない。

　慌てていると、ウサトさんが前へと飛び出した。

　瞬間移動かと思うほどの速さで消えてしまったが、次の瞬間にはローズさんのすぐ前に現れる。

『ハッ、前よりも思い切りがいいじゃねぇか』

『ッ！』

　ウサトさんが突き出した拳を片手で受け止めたローズさんが、肉食獣のように口元を笑みで歪ゆがめると、振り上げるようにウサトさんに拳を叩き込んだ。

　轟ごう音おんと共に、ウサトさんの体がボールのように吹き飛ばされる。

　そのまま地面に落ちると思いきや、ウサトさんはくるりと空中で態勢を整えて着地した。

『この程度で僕がやられるはずがない！』

『御ご託たくはいいから、さっさと来い』

『言われなくともォ！』

　再び地面を蹴り、また姿を消すウサトさん。

　その場を動かないローズさんの体がブレる度に、何かが激突する音が響いていく。

　私の目では完全に追いきれないほどの攻防。

　それらが何度もぶつかりあう音が響く中で、徐々に二人の高揚した笑い声が聞こえてくる。

『ハ、ハハッ！』

『フ、ハハハ……！』

　楽しそうな声とは打って変わって、ぶつかり合う打撃音は尋常じゃない。

　その光景に、ひたすら圧倒される。

「これが、魔王軍に恐れられた治癒魔法使いの戦い……」

　コーガさんが興味を持ち、信頼したウサトさんの力。

　今までその一端しか見ることができなかったけれど、ネアさんの言う通り衝撃的な光景だ。

　私は、それを見届けたい。

　もしかしたら、これが私の見るウサトさんの最初で最後の戦いかもしれないのだから。
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　振るわれた拳の衝撃が、防御の上から貫通してくる。

　叩きつけられた蹴りが、全身の骨を軋きしませる。

　今さら痛みなんかで倒れるほど軟やわな鍛え方をしたつもりはないが、さすがにローズの攻撃とあっては堪こたえる。

　いつだって、この人は僕にとっての目標だった。

　道を示してくれた恩人。

　僕を鍛えてくれた師匠。

　信頼できる上司。

　そんな彼女に、僕は今日もまた教えを受けている。

「オラァ！」

　跳躍しながら、上から拳を叩きつける。

　ローズはその拳に合わせるように自身の拳を突き出してくるが、それを予期していた僕は拳を開き、彼女の腕を掴みながら脚で技術もへったくれもない関節技をかける。

「甘ぇ！」

「うぉ!?」

　だがそれも腕力で持ち上げられ、そのまま背中から地面へ叩きつけられる。

　呼吸が漏れ、息ができないほどの圧迫感に襲われるが、なんとかその場を転がって勢いのまま立ち上がる。

　そして、また殴りかかる。

　何度も何度も、それを愚直に繰り返す。

　どう攻撃しても防がれるか、受け止められてしまう。

「ハ、ハハハッ！」

　そんな状況でも、僕の心は晴れやかだった。

　今まで悩み続けていた反動なのか、抑圧されたストレスを発散できている感じがする。

「おい、ウサトォ！」

「はい！」

　殴りかかりながらローズの声に応える。

　真正面から僕の拳を手で受け止めた彼女は、いつもの笑みを浮かべる。

「お前、ここに入って後悔してねぇか？」

「後悔してたら、今こうして殴り合っているはずがないじゃないです……かッ！」

　もう片方の拳を振るうと、強烈な蹴りが横から迫る。

　ギリギリで防御するが吹き飛ばされ、地面を削りながらようやく止まる。

「救命団に入ってから、この世界での僕は始まった！」

　死ぬほど訓練して。

　反骨心だけで訓練を乗り越えて。

　団服をもらい正式な救命団員になった後も、僕はこの場所を、そしてこの世界を駆け巡った。

　もちろん、いいことばかりではなかった。

　中には悪い人もいたし、辛い思いもした。

　だけど、それ以上に多くの人々と出会い、縁を結んだ。

「ああ、そうだ！」

　この世界に住む人々のおかげで、僕のこの世界での生活は彩りを得た。

　この世界に住む人々の平和のために、魔王軍と戦う意義を見出すことができた。

「僕はこの世界が大好きだった!!」

　力強く主張するように、振り上げた拳をローズに叩き込む。

　それを腕で受け止められながらも、僕は負けじともう一度拳を振り上げる。

「この世界で出会った人々と紡いできた縁も！　何物にも代えられない大切なものだった！」

「だったら、お前はこの世界に残るのかァ!?」

「ッ！」

　カウンター気味の拳が頬に突き刺さり、殴り飛ばされる。

　口の中に溢あふれた血を吐き出して治癒魔法で癒やした僕は、休む間もなく立ち上がる。

「元の世界には家族がいるんですよ！　そんくらい分かってくださいよ！」

「ならどうしたいんだよ、オメェはよ！」

「さあ、どうしましょうかね！　今の僕じゃまだ決められませんよ！」

　殴られても、吹っ飛ばされても、何度も何度も立ち上がる。

　その度に、僕の頭の中には走馬灯のように、これまでこの世界で歩いてきた旅路が思い浮かんでくる。

　そして、僕が聞いた人々の言葉の断片が、声となって響いてくる。




『私は、お主にも悔いのない選択をしてほしいと思っている。誰に選ばされたものでもない、お主だけの答えを……な』

　ロイド様は、僕に選択の自由を促してくれた。

　これから人生を懸けて行う大きな使命を口にした彼の姿は、僕にとっても尊敬できるものだった。




『でも、俺は選ぶことから逃げちゃいけないって教えてもらったからな』

　カズキは、目の前の選択から逃げない決意を話してくれた。

　どんな辛い現実からも目を逸そらさずに行動することができた彼を、僕はすごいと思った。




『私は、君がいるのならどこの世界だって構わない』

　先輩は、僕の選択と共にある未来を選んだ。

　僕自身も彼女がいる世界なら、それほど悪くないんじゃないかと思ってしまっている。




『でも、この別れが次の再会に繋がるなら、私は今を精一杯頑張りたいと思っています。だって、そのことが私の求める未来に繋がるんですから』

　キーラは、大切な家族を傷つけないために、自分から家族の元を離れた。

　別れが、次の再会に繋がる。

　そのために努力する彼女の姿を、僕はどちらかの世界との別れを迫られている自分自身と重ねてしまっていた。




『可能性は二つだけじゃない。君なら、別の選択肢を作ることだってできると、僕は思っているけどね』

　オルガさんは、僕に新たな選択肢の可能性を示してくれた。

　もしかしたら、本当に新たな道を作ることだってできるかもしれない、そう思わせてくれた。




『ウサトさんの帰りを待つ家族がいるなら、帰るべきだと俺は思っています』

　ナックは、家族と会うべきだと言ってくれた。

　かつてルクヴィスで悲嘆に暮れていた少年の言葉に、大きな成長を感じ取った。




『ボクはお前にいなくなってほしくない！　お前がいなくなったら、寂しいんだよ！』

　フェルムは、僕に残ってほしいと言った。

　あのフェルムが、涙を流しながら訴えかけた言葉。

　予想外だったけれど、彼女の真っすぐな言葉が、一番僕の心に突き刺さった。




　それぞれの言葉を受けて考えたことをまとめたが──、

「──どっちかなんて選べるかよォ!!」

　当然、答えなんて出るはずがなかった。

　分かっていた。

　だって僕は、元いた世界と同じか、もしくはそれ以上に、この世界のことが大好きになっていたんだから。

　もうここまで来たら、どちらかなんて選ばない。

「団長！　他の方法はありませんか!?」

「んなもん知るか！　自分で考えろ！」

「ですよね！」

　いや、たとえ知っていたとしても、この人なら自分で気付かせようとするはずだ。

　殴り合いは依然として続いている。

　何回ぶん殴られて地面に叩きつけられたか分からないほど、ボコボコにされた。

　だけど、まだまだ僕は元気だ。

　余分な血が抜けたからか、いやにスッキリとした脳内で新たな可能性を模索する。

　スクロールは一回分しかない。

　僕達の世界の情報が残っている期間には、まだ少し猶予がある。

　それまでに、僕は元の世界か今いる世界のどちらかを選ばなくてはならない。

　この条件の中に、何かしらの糸口があるはずだ。

「考えごととは余裕だなぁ？」

「ッ!?」

　ローズの腕が僕の襟を掴む。

「なら、手伝ってやろうじゃねぇか！」

　掴まれた襟を引き寄せられ、強烈な頭突きを頭に叩き込まれる。

　視界が明滅し、星が舞う。

　ローズが襟を離すと、よろめきながら後ろへ倒れかける。

　そのとき、ある考えが流星のように僕の頭に浮かんだ。

「……そうか」

　頭突きのショックで閃ひらめいたのかは分からない。

　だが、それは新たな選択肢を生み出す可能性を秘めているものだ。

「は、ははははは！　そうか、ああ、ちくしょう！　僕はバカか！」

　額から流れ落ちる血も気にならないほど興奮していた僕は、湧き上がる歓喜の衝動のまま笑い声を上げる。

『つ、ついにおかしくなったわ……』

『ウ、ウサトさぁん……』

　ネアとキーラには勘違いをされてしまったようだが、ようやく抱えていた悩みを解決できるかもしれない糸口が見つかったのだ。

　これが笑わずにいられようか。

「ありがとうございます。団長」

「どうやら、見つけたようだな」

「ええ。ちょっと助けを求めようと思いまして」

「……ク、ハハハ！　なるほど、そういうことか！」

「無謀だと思いますか？」

「いや、面白ぇ。やってみせろ。私も手を貸してやろうじゃないか」

　この人のお墨付きなら、より一層やる価値ができたな。

「じゃあ、ここで終わりにするか？」

　新たな選択肢が見えてきたのだから、これ以上は続ける意味もないし、ここで終わりにするべきなのだろうが──。

「こんな中途半端なところで終われるはずがないじゃないですか。団長を一発ぶん殴ってから、気持ちよく終わりにしてやりますよ」

　それこそ、僕達らしくない。

　ローズもその答えを分かっていたかのように笑うと、再び拳を構える。

「やっぱり、お前を見つけたことは私にとって幸運だったよ」

「貴方に見つけられたから、僕はここまで成長できました」

　そう言葉にしてから、地面を蹴る。

　救命団の団長、ローズ。

　僕の尊敬する人であり、最初から最後まで僕に道を指し示してくれた師匠に、僕はもう一度拳を振り上げた。




第六部　これまでの旅路と未来への希望




　目覚めると、見慣れた天井が視界に映り込んだ。

　微睡まどろみの中でゆっくりと目の前の景色を把握しながら、記憶を呼び起こす。

　……そうだ、僕はローズと殴り合いをしていたんだった。

　そして最後に思いっきりいい一撃を食らってしまい、木を何本かなぎ倒しながらピンボールみたいに激突して、そのまま気絶してしまったんだった。

　あれはすごい一撃だったなぁ。

「僕も、まだまだ訓練が足りないってことだな」

「相変わらずだね、ウサト」

「っ!?」

　独り言に返事があって驚きながら起き上がると、僕が寝ていたベッドの傍らに、椅子に座っているアマコがいた。

「アマコ、どうしてここに？」

「ウサトがローズさんと殴り合いをしてるって事件を聞いたから、来た」

「ただの殴り合いなのに、事件扱いなの……？」

　どんだけだよ……。

　しかも情報が伝わるの早すぎじゃない？

「またローズさんと殴り合ったんだね」

「必要があったからね」

「どんな理由があったら殴り合う必要が出てくるの……？」

　やや引いたように首を傾げられるが、僕が僕らしくあるために必要だったとしか言えない。

　結果的に、ローズの頭突きにより新たな選択肢への糸口を見つけることができたわけだし。

　……いや、僕は壊れたテレビかなにかか？

　叩かれて閃くとか、普通じゃないな。

「ネアも怒ってたよ」

「ははは、彼女にはいつも心配ばかりかけちゃてるなぁ」

　傍はたから見ていると、僕の行動にはハラハラさせられるだろうし。

　あとで謝っておくか。

「キーラは顔面蒼そう白はくでウサトから距離を置こうとしてたし」

「キーラはどこだ？　ちょっと事情の説明を……」

「その必死さは引く」

「くっ、僕の頼れる副団長像が……！」

「そんなもの、とっくに崩れてると思う」

　なんてこと言うんだ、この子こ狐ぎつね。

　僕にだって、団長と同じように威厳くらいはあるわ……多分。

「それで、もう悩み事はなくなったの？」

「！」

　思わずアマコを見る。

　確信をつくような言葉に、僕は頷いてみせる。

「ああ、もう大丈夫」

「……そっか」

　それから、沈黙が続く。

　アマコがそれ以上訊いてこないのは、僕がやろうとしていることを予知魔法で知っているからだろうか。

「……ねえ、ウサト。思い出話、しよっか」

「思い出話？」

「うん」

　アマコは姿勢を正して、僕に向き直った。

「初めて会ったときのこと、覚えてる？」

「ああ。街中で君に未来の景色を見せてもらったね」

「ふふ、お世辞にもいい思い出とは言えないけどね」

　見せられたのは、先輩とカズキが死んでしまっている光景だったからな。

　結果的にはその予知を見せてもらってよかったと思えるけど、当時は地味にトラウマになってしまっていた。

「それから、旅に出たよね。ルクヴィスでナックに訓練をして、旅の途中に立ち寄った村で散々な目にあって……」

「邪竜と戦ったときは、僕も本当に死ぬかと思った」

「実際に死にかけてたよね。思いっきり建物に叩きつけられてたし」

「あれは痛かった」

「痛かったで済ませられるのは、本当におかしいけど」

　あの村での事件を経て、ネアという信頼できる仲間を得ることができた。

　これまでの旅路と戦いにおいて、ネアには本当にたくさん助けられたなぁ。

「サマリアールでは、ウサトがいつの間にか親しい女の人を作ってた」

「人聞きが悪いことを言うんじゃない！」

「だって、私から見ればそうとしか言えないんだもん」

　サマリアールでは、僕とアマコ達が別行動をするという特殊な状況になった。

　サマリアール王国の王女、エヴァに降りかかった呪いに対処していく上で、仲間になったネアに助けられたし、離れた場所にいるアマコ達にもかなり助けられた。

「ミアラークは、最初から最後まで驚きの連続だった気がするな」

「うん。暴走したカロンさんとウサトが戦ったり、ファルガ様と会ったりね」

「でもあの戦いがあったからこそ、レオナさんは勇者としての道を歩むことができたし、僕もその後の戦いを支えてくれる籠手を手に入れることができた」

「あのときもまた死にかけてたけどね」

「水の中はさすがに苦しかった」

　カロンさんに湖に引きずり込まれてピンチに陥っていた僕をアマコとブルリンが助けてくれなかったら、どうなっていたことか。

　いつだって僕は誰かに助けられていたことを、改めて思い知る。

「そして私の故郷、獣人の国ヒノモト」

「旅の終着点であり、君の目的地でもあったよね」

　アマコのお母さんを救うこと。

　彼女の願いをかなえるために向かった獣人の国でも、色々な人と出会った。

　アマコの友達であるリンカと、彼女の住む集落に住む人々。

　そして、リンカの父親であるハヤテさん。

　だけど、会う人全員がいい人ばかりではなかった。

　アマコの母親、カノコさんを利用していたヒノモトの長おさであるジンヤさんのように、酷いことをする人もいた。

「あのとき、私はジンヤ達に囚とらわれたけど、全然怖くなかったよ」

「そうなのか？」

「ネアもいたし、なによりウサト達が助けに来てくれるのが分かっていたし」

　真っすぐな信頼に、くすぐったい気持ちになる。

　照れる気持ちを誤魔化すように頬を掻かきながら、当時のことを思い出す。

「でも、コーガと戦ったのもあのときなんだよなぁ」

「そうだね。初めて会ったときは、すごい面倒くさそうな人だなって思った」

「いや、実際あいつは今でも面倒くさいぞ」

「そ、そうなんだ……」

「だけどまあ、敵同士とはいえそれほど悪いやつじゃないってのも、なんとなく分かったけどさ」

　今のコーガは、戦意こそあれど自分の立場の方を優先させているようだ。

　それだけ魔王軍が人材不足なこともあるようだが、あいつもあいつなりに魔族のために動こうとしているのかもしれないな。

「……母さんが目覚めたのも、皆のおかげだった」

「長い道のりだったけど、カノコさんが目覚めてくれて本当によかったよ。でも、カノコさんが結構お茶目な性格をしていたのは意外だったなぁ」

「それは言わないで……」

　ヒノモトで目覚めた後のカノコさんのことを思い出したのか、頬を染めながら頭を抱えるアマコ。

　数秒ほどで落ち着きを取り戻したアマコが、コホンと咳せき払ばらいをする。

「日数だけなら、私達が送ってきた旅は短いんだと思う」

「そうだね」

　約三か月ほどの旅だ。

　だけど、僕達にとってはとてつもなく長く、楽しい旅路だった。

　困難もあったし苦しい思いもしたけれど、そう断言できるほどに充実した日々を送ってきた。

「その短い間に色々な経験をすることができたし、ウサトなんて何度も突拍子もない行動をしていたね」

「そこで同意を求められても困るんだけど」

　なんで僕自身がそれを認めなくちゃいけないんだ。

「ウサトは変な行動とかしたり、朝早くから一人で訓練とかしてすごく騒がしかったり、向こう見ずな行動も多かったけど……」

「え、もしかして結構不満だった？　今、衝撃の事実を聞かされてるんだけど？」

　僕の言葉をスルーしたアマコは、柔らかな笑みを浮かべる。

「それでも、楽しかった」

「アマコ……」

「私、ウサトと出会えて本当によかった。心から、そう思う」

　彼女の言葉を嬉しく思うと同時に、どこか寂しい心境になる。

　なんだ、この話の流れは。

　そして、アマコの色々と悟り切った表情……。

「アマコ、気のせいかもしれないけど、今生の別れの挨拶みたいに聞こえるんだけど……」

「え？　違うよ。そんなつもりはないよ」

　違うのかよ。

　きょとんとするアマコを見て、ズッコケそうになる。

「なら、どうしていきなり？　ちょっとしんみりしちゃったんだけど」

「いい機会だから、思い出話をしようかなって思っただけ。こういう話って、なんだかんだしてなかったでしょ？」

「あー、たしかに」

　旅から帰ってきても、またルクヴィスへ会談に行ったり、魔王軍との戦争が始まったりしたから、アマコとゆっくり話せる機会はなかったのだ。

「あとは……未来を、見たからかな」

「予知を見たのか？」

「うん」

　アマコがこくりと頷く。

　予知を見たって、いつもの夢みたいな感じのやつか。

「どんな予知を見たんだ？」

「……ん」

　僕の質問にアマコは答えを返さずに、無言で手を差し出してくる。

　その意味が一瞬分からなかったけれど、先ほどアマコと思い出を語り合っていたからか、その差し出された手の理由に思い至った。

「ああ、なるほど。つまり、君が見た予知は……そういうことなんだな？」

「──視みえたのは貴方だけ」

　そう言って笑顔を見せたアマコ。

　あのとき、初めて会ったときと同じ言葉。

　アマコが見る予知魔法には、特殊なものがある。

　それは他者に予知を見せ、選択を促せる特別なものだ。

「これは貴方が選ぶことができる未来だよ。ウサト」

「……やっぱり君には敵かなわないよ」

　あのときは、アマコから繋がれた手だった。

　だけど、今度は僕が応じる番だ。

　僕の手がアマコの手に触れたその瞬間──懐かしい感覚と共に、僕の頭にアマコが見た予知の映像が流れ込む。

[image: ]

　見えた未来は、当然の如く見覚えのない景色。

　数秒ほどして未来の景色を見終わった僕は、脱力しながらこちらへ倒れてきたアマコを支えて治癒魔法をかける。

「アマコ、大丈夫か？」

「うん。ちょっと体が怠だるくて頭が痛いだけ……」

　以前も同じことをして寝込んだと聞いていたので、僕は入れ替わる形でアマコをベッドに寝かせる。

　今度は僕が椅子に座りながら、再び治癒魔法をかける。

「アマコ、今見た未来は決まっているのか？」

　そう問いかけると、アマコは僕を見上げる。

　治癒魔法で大分よくなったようで、彼女は笑顔で頷いてくれる。

「ウサトがこれからしようとすることをしなければ、実現しないよ？」

「ははは、そりゃ責任重大だ」

「うん。ウサトにはこれから頑張ってもらわなくちゃね」

　先ほど見た未来。

　あれを現実のものにするためには、残りの時間をかけて頑張らなくてはいけない。

　とてつもなく大変だろうけど、それは逆に僕の考えは間違っていなかったということになる。

　それならば、いくらでもやる気は湧いてくるものだ。

「伝えてくれてありがとう。アマコ」

「ううん。私もこの未来を見たとき、嬉しかったから」

　頭に置いた僕の手に自分の手を添えたアマコは、安堵したような吐息を零す。

「予知を見る前までは、どうしたらいいか分からなくて不安だった」

「僕になんて言っていいか分からずに？」

「うん。でも結局ウサトは誰にも予想できない形で前に進むんだなって分かって……。散々悩んでいた自分がバカみたいに思えてきちゃったよ」

「ははは」

　苦笑しながら、治癒魔法をかけていた手を彼女の頭から離す。

「僕にとっては、これからが正念場だ」

「うん、分かってる。私にできることがあったらなんでも手伝うよ」

「ああ、助かるよ」

　ローズとの殴り合いとアマコとの話し合いを経て、僕の中に迷いはなくなった。

　あとは僕のやるべきことを──、

「そういえばさ」

「ん？」

「ちょっと前にスズネと会ったとき、妙に挙動不審だったんだけど、彼女と何かあった？」

「ん？　あぁ……」

　僕は、先輩が僕の選択についてくるという答えを口にしたことを教える。

「へぇ……」

　心なしか、アマコの目が鋭くなった気がする。

　あっ、やべ。

　先輩からは黙っていてくれって言われてたのに、つい流れで話してしまった。

「詳しいことは、後でスズネから必ず、確実に、手段は選ばず聞き出すから」

「え、えぇ……」

　なんだかよく分からないが、先輩に不運が降りかかる予感が……。

　まあ、きっと先輩ならアマコに詰め寄られても喜ぶだけだろうし、大丈夫だろう。

「……未来、か」

　アマコに見せられた未来は、選択できる未来。

　僕の行動次第で、別のものに変わるかもしれない。

「運命は僕の……いや、僕達の手にかかっているってわけか」

　そのために、僕はこれから多くの人に助けを求めることになるだろう。

　多分、迷惑もたくさんかけてしまうだろう。

　それでも、僕は今までの僕にできなかった『他人の力に頼る』ということを全力でしようと思う。

　僕が求める、最良の未来のために。






第十話　新たな選択肢のために！　いざ対話の時!!　の巻









　救命団での話し合いから、一週間が過ぎた。

　色々と決心がついた僕は、ローズの助けを借りて、城にいるロイド様達に話を通してもらうことにした。

　これから僕がしようとしていることは、色々と許可とかをもらわなくちゃ大変な問題になってしまう可能性があるからだ。

　ロイド様からの許可はいただけたのだが、それなりに時間がかかるらしく、僕はいつも通りの救命団での日常を送っていた。

　あの訴えの後、フェルムは僕の顔を見るたびにあのときのことを思い出して恥ずかしそうにしていたが、それもすぐに慣れたようで、三日ほど経たてばいつも通りに戻った。




　そんな救命団の日常の中に、一つの変化が起きようとしていた。

「むむむむ……！」

「集中するんだ、キーラ！」

　訓練場の真ん中で、自分の魔法と向き合い唸うなっているキーラ。

　これまでまったく彼女の意志通りに動かなかった闇魔法が、少しずつではあるが彼女のものになりつつあった。

「無理に操ろうとするな。あくまで自分の一部だって受け入れることが大事なんだからな」

「は、はいぃ……」

　僕の隣に立っているフェルムの指示に頷うなずいたキーラ。

　足元の影から浮かび上がる黒い魔力はぴったりと動きを止めており、まるでキーラの命令を待っているかのように待機している。

　闇魔法については素人な僕にも、あともう少しだって分かる。

「あなたは私、私はあなた、だからあなたと私の気持ちは同じ……」

　キーラが何かをぶつぶつと呟つぶやきながら闇魔法と向き合っているが、何かやばい存在と取引しているようにしか見えない。

　その光景に、思わず腕を組んで静観しているフェルムを見る。

「フェルム、これやばくないか？」

「ああ、やばいな」

「止めなくてもいいの？」

「まだ待て。最悪、お前が止めればいいだけだ」

　結局僕かい。

　僕は問題ないけど、キーラに何かしらの負担があるのかもしれないのは心配だ。

「私は、自分の気持ちと向き合うって決めた。今まであなたのことを嫌いだって……いなくなった方がいいと思っていたけれど、それは間違いだった」

　キーラの呟きは続く。

　いつしか小さな声で囁ささやくように口にしていた言葉は、僕とフェルムに聞こえるくらいはっきりとしたものになる。

「ここで、色々な人達に出会った。私と同じ闇魔法使いのフェルムさんに、人間の姿をしている魔物のネアさん……」

　キーラは、ゆっくりと団員達の名前を口にしていく。

　彼女にとって、ここでの生活はいい思い出として記憶されていることに安心する。

「ウサトさんは未知の塊みたいな人で……毎日、驚きの連続だった」

「未知の塊……？」

「ぶふぅっ！」

　隣のフェルムが噴き出しているので、後で復ふく讐しゅうすることを心に誓う。

　僕ってそんなに変な行動ばかりしていたかな……？

　言い方が未確認生物に対する感じに近かったんだけど。

「難しく考えすぎていたんだと思う。だけど、これからは違う」

　そこで一いっ旦たん区切った彼女は、小さく深呼吸をする。

「あなたは、私のかけがえのない一部なんだ」

　そこまで言葉にした瞬間、彼女の足元で揺らいでいた黒色の魔力が動き出す。

　キーラの体を後ろから覆おおい被かぶさるように展開された黒い魔力は、大きくゆらぎながら形を変えていく。

　魔力に包まれても、キーラは目を瞑つむったまま落ち着いている。

　変へん化げが終わり、黒い魔力がしっかりとした形に定まる。

「これが、私の魔法……？」

　キーラの闇魔法は、フェルムやコーガのような全身を覆うようなタイプのものとは違い、マントのような形状をしていた。

　頭をすっぽりと覆うフードと、全身を隠せるほどの丈の長いマント。

　くるりと回りながら自分の姿を見て目を丸くさせた彼女は、僕に嬉うれしそうな笑顔を向けてくる。

「や、やりました！」

　その場でぴょんぴょんと跳び上がりながら年相応の喜びを見せるキーラに、微笑ほほえましい気持ちになる。

　今まで自分のコンプレックスであった闇魔法と向き合うことができたんだ。

　この子の歳を考えると、とてもすごいことだ。

　ナックのときも思ったけれど、同じほどの歳の頃の僕だったら、とても同じことはできなかっただろう。

「……ん？」

　飛び跳ねているキーラの体、なんか浮いてきてないか？

　異様なジャンプ力を見せ始める彼女に見間違いかと思い目を擦こすっていると、ジャンプしたキーラが三メートル以上の垂直跳びを見せたことで我に返る。

「フェルム、異常事態ィ！」

「は、早く受け止めろ！」

　フェルムも異常に気付いたのか、僕に受け止めるように言ってくる。

　慌ててキーラの着地する場所に駆け寄り彼女を受け止めようとするが、空中に浮き上がった彼女はそのままの位置で停止している。

「……え？　は、な、なんで私、浮かんでいるんですか!?」

「気付くのが遅いよ！」

「ど、どうしましょう!?」

　本人も嬉しさのあまり、飛んでいる自覚がなかったようだ。

　キーラ本人が取り乱したことにより、マントの形になった闇魔法の形が大きく崩れ、そのまま地面に真っ逆さまに落ちてしまう。

「ひゃぁ──！」

「大丈夫だ！」

　すぐに落ちてきたキーラを受け止める。

　よかった、怪我はしてない。

　やっぱり闇魔法というからには、フェルムの『同化』やコーガの『獣』のように、なにかしら固有の能力があるということか。

　闇魔法を自分のものにするという課題はクリアしたけれど、次は目覚めた能力をコントロールする練習をしなければいけないな。

「ウ、ウサトさん……！」

「ああ、ごめん」

　抱きかかえたキーラを地面に下ろそうとする。

「も、ももも、もう一度やります！」

「いや、無理しない方が──」

「むんっ！」

　可愛かわいらしい掛け声と共に、抱きかかえた状態でキーラが魔法を発動させる。

　僕の腕に落ちた彼女の影から闇魔法の魔力が溢あふれ出し、体を覆うマントの形へと変化していく。

　……なぜかキーラではなく僕に被さるように、だが。

「……いや、なんで？」

　まさかの装着者違いに、困惑するしかない。

「す、すすす、すみません！　私の闇魔法が勝手に！　後で叱しかっておきます！」

「そんなペットが粗相をしたみたいに……」

「とりあえず、今解きます！」

　キーラの言葉通り、闇魔法の衣が消える。

　とりあえず抱えていたキーラを地面に下ろすと、なにやらジト目でこちらを睨にらみつけていたフェルムが僕達の元へ駆けより──、

「フンッ！」

　なぜか僕の脛すねを思いっきり蹴ってから、何食わぬ顔でキーラを見る。

「フェ、フェルムさん……」

「怒ってない。まだ慣れていないから当然だ。ゆっくり、ものにしていこう」

「……はいっ！」

「今日の訓練はこれで終わりだ。先に宿舎に戻っていいぞ」

　なに、この僕とは全然違う対応。

　というより、なんで僕は蹴られたの？




　訓練場から出ていくキーラを見送ったフェルムは、肩の力を抜くとこちらに振り向く。

「キーラの闇魔法は、空を飛ぶ類たぐいのものだな」

「まあ、そうだろうね」

「闇魔法は、感情でその能力が左右される。ボクの『反転』が『同化』に変わったようにな」

　空を飛べるようになったのは、闇魔法がキーラの感情……というより、キーラの願いを読み取った感じなのか。

「あの子の場合、離れ離れになった家族に会いたいっていう願いから生まれた能力ってこと？」

「多分そうだろうな。他にも能力があるかもしれないが、練習を重ねればうまく操れるようになるだろう」

　しかし、空を飛べる能力かぁ。

　自由自在に飛べるというのなら、すごく楽しそうな能力だと思う。

　僕はどれだけ鍛えても空を飛べはしないので、キーラの能力が少し羨うらやましい。

「それじゃあ、なんでキーラの魔法は僕にくっついたの？」

「……」

　ふと思いついた疑問を投げかけるが、フェルムはそっぽを向く。

「なぁ、何か知っているんじゃ……」

「そ、それよりお前、城に用事があるんじゃないのか？」

「え？　そうだけど……」

　事前に城から呼ばれていたので、その前にキーラの訓練の成果を見ていたのだ。

「なら、さっさと行けよ。大事な用なんだろ？」

「誤魔化された気もしなくもないけど……まあ、そうだね」

　大事な用なのは間違いないし、このまま城に行くとするか。

　でもなんでキーラの魔法が僕にくっついたのかなぁ。

　身近な人を守りたいって感情かな？

　心優しいあの子ならありえる能力だな、うん。

「じゃ、後はよろしく」

「ああ」

　フェルムとはその場で別れ、城へと向かう。

　さて、僕も気を引き締めて向かわなければな。

「正念場だ」

　そう呟いて団服の襟を正した僕は、城へと続く道を真っすぐ進んでいった。
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　城に到着した僕は、まず先輩とカズキと合流した。

　二人には既に僕の考えを話しており、同意も得ているので、あとは行動に移すのみだ。

「正直どうなるかは俺には分からないけど、方法があるなら試したいな。さすがに不安はあるけど」

「ははは、まあそれも分かるよ」

　ロイド様のいる広間へと続く道を歩く最中に、そう呟いたカズキの言葉に頷く。

「でも、やるからには頑張るよ。なにせ、僕達の今後に大きく関わることだしね」

「ふふふ」

　そう言った僕を見て、なぜか嬉しそうに笑う先輩。

　そんな彼女を訝いぶかしげに見る。

「なにがおかしいんですか？　怒りますよ？」

「ウサト君、私に対する遠慮がなくなってきてない？」

「いや、大分前からなかった気がしますけど？」

「……ふふ、たしかに気付いたらこんな感じだったね」

　そうこうしているうちに、大広間への扉へと到着する。

　守衛さんに通してもらって中に入ると、広間には既にロイド様がいた。

「おお、来たか。ウサト」

「無理なお願いをしてしまい、申し訳ありません」

「驚きはしたが、他ならぬお主の願いだ。むしろ叶かなえてやらねばな」

　本当にロイド様には頭が上がらない。

　お願いというにはやばすぎる内容のはずだが、この方は嫌な顔ひとつせず、むしろ率先して叶えようとしてくれている。

「話す準備は整っている。あとはお主だけだ」

「はい」

　ロイド様に頷いた僕は、広間に設置されている噴水に近づく。

　魔術によって水を介した通信を可能にした噴水の水が波紋とともに浮き上がり、鏡を作り出す。

　そこに映し出されたのは、ファルガ様だ。

　その近くには、ノルン様の姿も見える。

『来たか、ウサト』

「はい」

『さすがの我も、この状況は予想できなかったぞ』

　呆あきれたようにそう言葉にするファルガ様。

「ファルガ様、彼との連絡はとれそうですか？」

『ああ、我われが魔術の中継役を担えば、すぐにでも繋つなぐことができるだろう』

「そうですか……」

『だが、本当にいいのか？』

　確認するようなファルガ様の言葉に、顔を上げる。

『非常に厄介な相手だぞ。奴が何を考えているかは、この私ですら理解できん』

「ちゃんと話さなければいけませんから」

　後ろにいる先輩とカズキを見てから、もう一度前を向く。

「それに、彼を知ることはとても大事なことだと思うんです」

　その場を見守っているロイド様に視線を向ける。

　この方の理想を実現させるためには、どうあっても避けて通れないことだ。

『裏切られでもしたらどうする？』

「そのときはそのときです。それに、彼がそういう回りくどいことをするとは思えませんし」

　そうはっきりと口にすると、ファルガ様は愉快そうに口角を上げた。

『貴様は人を信じすぎるところがあるが、それもまた美徳なのだろう』

「お人ひと好よしなだけですよ。周りの人にもよく言われますし」

　その分、騙だまされやすいのも事実だ。

　実際、何度も騙された経験があるし。

『ならば、せめて我くらいは疑っておこう。……では、繋ぐぞ』

　水の鏡に映るファルガ様が目を瞑ると、隣に新たな水でできた鏡が作られる。

　そこに映し出されたのは、薄暗い景色と真ん中に位置する玉座に腰かけている男の姿。

『この可能性を考えていなかったわけではないが……やはり貴様は予想を超えた行動をしてくれるな、ウサトよ』

　銀色の長髪に大きな角。

　以前よりも威圧感は消えたが、それでも一目見て分かるほどのカリスマ性を感じさせる魔族の男──魔王は、興味深そうな笑みを浮かべながら僕を見据えていた。

「お久しぶりです」

『ああ、まさかこのような形でお前と話すことになるとは思わなかったぞ』

　愉快そうな魔王に、思わず緊張してしまう。

「ん？」

　よく見ると、その場には魔王一人だけではなく、彼の隣に侍女のような服装の魔族の女性が佇たたずんでいた。
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　ちらちらと鏡越しに僕を見ている女性に、魔王は気軽な様子で話しかける。

『見ろ、シエル。やつがウサトだ』

『……え？　わ、私が喋しゃべってもいいのですか!?　大事なお話なのでは!?』

「構わん。私が許す」

　えぇ、僕そっちのけで話し始めたんですけど……？

「魔族っ子メイドを侍はべらせているだと……!?　フッ、さすがは魔王だね」

「先輩は少し黙っていてください」

　後ろの先輩も暴走しかけているので、牽けん制せいしておく。

　再び前へ向き直ると、まだ魔王とシエルと呼ばれた侍女が話していた。

『見た目は、普通の人間に見えますが……』

『見た目で判断しない方がいいぞ。あれの拳で私は敗れたからな』

『えぇ……』

　シエルさんが、化け物を見るような視線を向けてくる。

　魔王相手に、なんでここまで言われなくてはいけないのだろうか。

　僕だって、貴方あなたに結構散々な目にあわされましたよね？

『おい、見ろ。ウサトがこちらを睨みつけているぞ』

『ヒッ!?』

　思わず目に力が入ってしまった。

　軽く深呼吸をし、気分を落ち着ける。

「えーと、魔王、様……？」

『敬称などつける必要はない。名などとうの昔に捨てた身であるからな。なにより、貴様達にそう呼ばれるのは気持ちが悪い』

　立場的に敬称をつけなければならないかと考えていたけど、違和感がすごかったので普通に呼べて内心で安あん堵どする。

「では、魔王と」

『ああ、それでいい』

　頭の中で言葉を整理してから、僕は本題に入る。

「お話は聞いていますか？」

『いや、あえて聞かずにいた。私も、貴様の口から聞きたいと思っていたからな』

「分かりました」

　もちろん、僕もそのつもりだった。

「貴方からもらったスクロールには、制限時間がありました」

「だろうな。貴様達の身に残っている異世界への情報は、数か月も経たずに消え失うせるだろう」

　やっぱり、魔王は僕達が元の世界に帰れるタイムリミットも知っていたのか。

「僕達に与えられた選択肢は、元の世界に帰るか、この世界に残るかの二つだけ……」

『ふむ』

「ですが、そんな二択は選びたくなかった。なので、僕は新たな選択肢を作りたいんです」

　ここから先を口にすれば、もう引き返せない。

　一旦言葉を区切り、深呼吸をして心を落ち着かせる。

「魔王、貴方の力を貸してください」

　数多くの魔術を会得している魔王。

　長い時を生きている彼ならば、この時代で朽ち果てた技術すらも再現することができるかもしれない。

　そんな彼とファルガ様の知恵が合わされば、新たな可能性が開けるのではないか。

　僕は、そう思ったのだ。

『正気か？』

　魔王にすら正気を疑われる日が来るとは思わなんだ。

　僕の願いに、魔王は思案するように玉座に背を預ける。

『ふむ、敵であった私の知識を求めるか。ファルガよ、これは貴様の入れ知恵か？』

『戯たわけ、我はむしろ止めたわ。貴様の前にいる人間は、その程度で止まるような者ではなかったということだ』

『そうか。ならばこれもウサトの意思というわけか……』

　だが、これは魔王が協力の申し出を了承することが前提となっている。

　ここで彼に断られれば、八方塞ふさがりとなってしまう。

　後ろでは、先輩とカズキが固唾かたずを呑のんで見守っている。

　そして、魔王が口を開いた。

『私は──』
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　ファルガとリングル王国側から、急な対談が要望された。

　何が目的かは知らないが、リングル王国の治癒魔法使い、ウサトが私に用があるという。

　この私を下してみせた、二人の勇者と治癒魔法使い。

　そんな人間からの接触に、私自身も興味を抱いていた。

「魔王様、私は席を外していた方がいいでしょうか？」

「いや、その必要はない。能天気な貴様がいれば、場も和むことだろう」

「ほ、褒められているんですか、それ……？」

　侍女のシエルの困惑した様子を目にしながら、玉座に背中を預ける。

　戦いは終わりを迎えたが、こうして魔族という種族は存続している。

　まだまだ多くの問題は残っているが、魔族の未来は以前よりも明るくなったのは確かだ。

「……貴様の目論見から大きく外れたな、ヒサゴよ」

　私の存在は、この時代を生きる人間達への試練。

　人間達の性さがが過去からまったく変わっていなければ、私は人間を滅ぼす。

　しかし、人間達が力を合わせ団結することができたのならば、私は滅ぼされ、この世界に平和をもたらす。

　奴が想定していた未来は、きっとそういうものだったのだろう。

「だが、ウサト達が選んだ答えは違ったな」

　人間は団結して我々と戦い、勝利した。

　しかし、私は滅ぼされることなく、魔族のために生かされた。

　魔族を殺すことを宿命づけられた奴にはできなかったことを、今代の勇者達は成し遂げた。

　それはまさしく、ヒサゴの想定を超えたと言ってもいいだろう。

「あの、魔王様……」

「なんだ？」

「その、リングル王国の治癒魔法使いさんは、どうして魔王様と話そうとしているんですか？」

「さあな」

「魔王様にも分からないのですか？」

「やつの意味不明な思考回路を理解する方が無理だろう。戦いの後に、敵対していた私を治癒魔法で生かすような者だぞ？」

　戦いの最中も、治癒魔法使いの常識を覆すような突拍子のない行動をして、この私を混乱させてくれたものだ。

「魔王様が注目していただけあって、やっぱりおかしな人だったんですね……。どういう見た目なんでしょう。魔王様に殴りかかるくらいだから、とても体格のいい方なんでしょうねぇ」

　シエルは勝手な想像をしているようだが……いや、ウサト本人を目にしたときの反応が面白そうなので、ここは黙っておこう。

「……でも、魔王様が戻ってきてくれて本当によかったです」

「急にどうした？」

「あのときの魔王様からは、もうここに戻ってくるつもりはないのだと感じられましたから」

「そのつもりではあったがな。だが、こうして生き恥を晒さらしている」

　せっかくの覚悟も、あの勇者達の前では意味がなかった。

　嘆息する私に、シエルは微笑ほほえむ。

「私は、貴方あなた様に生きていてほしかったので、嬉うれしいです」

「……貴様は、本当に変な侍女だ」

　気付かぬうちに、私も絆ほだされてしまったものだな。

　すると、目の前に用意された魔術用の水に波紋が浮かぶ。

　どうやら、ファルガとリングル王国の準備が整ったようだ。

「さて、どんな要求をしてくるか……」

　かつて敵であった私に、わざわざ接触しようとするのだ。

　それなりに面白いものを期待しているぞ、ウサトよ。






第十一話　切り開いた可能性!!　の巻









　城で魔王と話してから、二か月が過ぎた。

　僕は今、大きな河の岸に立っていた。

　離れた丘の上にはリングル王国から一緒にやってきた大きな馬車があり、ここまで乗せてきてくれた御者の方もいる。

「ウサト、あれがそうじゃない？」

　一緒にこの場にやってきたアマコが、河の先を指さす。

　彼女の指さした方を見ると、大きな船がこちらへやってきているのが見える。

　僕達が待っていたのは、ミアラークからの船だ。

「会うのが楽しみだね」

「ああ」

　これから会う人々は、僕にとって特別な人達でもある。

　書状渡しの旅で関わってきた人達が、リングル王国にやってきてくれるのだ。

　船にはサマリアール、ミアラーク、そしてヒノモトからやってきた人々が乗っているらしい。

　誰が来るかは僕もちゃんと聞いていないので、緊張してしまう。

「さて、誰が来るか……！」

「なんで固唾かたずを呑のんでいるの？」

「アマコ、旅で会った人達を思い出してみろ」

「……ごめん」

　そうしているうちに錨いかりが下ろされ、船に階段がかけられる。

　そこから、船に乗っていた人々が下りてくる。

「ウサトさん！　お久しぶりです！」

　最初に飛び出すようにやってきたのは、サマリアール王国の王女、エヴァ。

　青い髪をなびかせながら駆け寄ってきた彼女は勢いよく躓つまずきながら、僕に飛びついてきた。

「わわっ!?」

「おっとと……危なっかしいところは相変わらずだね」

「えへへ、すみません」

　照れくさそうに微笑ほほえんだ彼女を地面に下ろすと、船から新たな人影が下りてくる。

「強敵登場だぞ、レオナ」

「う、うるさい！」

「レオナさん！　それにカロンさんも！」

　ミアラークの勇者であるレオナさんと、かつて暴走した状態で戦ったカロンさん。

　カロンさんが来てくれるとは思わなかったので、彼の登場にはとても驚いた。

「お元気そうでなによりです！」

「君こそな。活躍は聞いているぞ？」

　ぽんぽんと肩を叩たたいてくれるカロンさん。

　彼に笑顔で頷うなずきながら、レオナさんの方を向く。

「レオナさんも来てくれて嬉うれしいです」

「そ、そうか……。その、私も……嬉しい」

　呟つぶやくように返してくれるレオナさんだったが、すぐにハッとしたような表情を浮かべて後ろを振り返る。

「そうだ。君達に会わせたい人がいるんだった」

「会わせたい人？」

「ああ、特にアマコにな」

　そのまま一いっ旦たん船に戻ったレオナさん。

　暫しばしの後、彼女は誰かを連れて船から下りてきた。

　金色の髪と、頭に生えた耳。

　アマコが成長したような姿の獣人の女性は、僕達の姿を見つけると、頬ほおに手を当て上機嫌に微笑んだ。

「アマコ、ウサト君。久しぶりね」

「母さん!?　一人で来たの!?」

「ええ、途中までハヤテ君の護衛さん達に送ってもらって、あとはレオナさんに」

　アマコは彼女の母親、カノコさんに小走りで駆け寄り、そのまま抱きついた。

　優しくアマコを抱きしめるカノコさん。

「アマコ、君の母親はすごいな。少し目を離したら、船の中でも姿を消していたからな」

「こんな母親でごめんなさい」

「あれ？　私、お母さんなのにこんな呼ばわりされちゃった？」

　頬に手を当てながら首を傾かしげるカノコさんを、ジト目で見上げるアマコ。

　そんな親子の仲睦むつまじい（？）光景を、いつの間にか隣にいるエヴァと共に見守る。

「美しい家族愛だな。ウサト」

「そうですね、ルーカス様……って、えぇ!?」

　そして、これまたいつの間にか僕の隣には、身軽な服装に身を包んだルーカス様がいた。

「一国の王様なんですから、簡単に国を離れないでくださいよ……」

「おいおい、君と僕の中じゃないか。お義と父うさんと呼んでくれてもいいんだぞ？」

「貴方あなたのようなダンディな父親を持った覚えはありません」

　僕の返答に機嫌を良くしたルーカス様は、エヴァと僕の肩に手を置き、朗らかに笑う。

「暫しばしの別れとなるのだろう？　ならば、友人を見送りたいと思うのも当然だろう」

「……」

　そう、僕は元の世界に帰るのだ。

　それを選んだ理由は、魔王の承諾を得られなかったからではない。

　むしろその逆で、僕達は魔王の協力を得ることができたのだ。

　そこで生まれた新たな選択肢のためには、どうしても元の世界に帰るという行程が必要だった。





　　　　＊＊＊






『──私は、貴様達に協力しよう』

　魔王の答えは、思ったよりもあっさりとしたものだった。

　もっと悩まれたりするものだと思っていたが、少し思案するだけで答えを出してしまった彼に、ファルガ様でさえも驚きの表情を浮かべている。

『魔王よ。まさか何か企たくらんでいるわけではないだろうな？』

『そのようなことをしてなんになる。我々魔族の信用がさらに失われるだけだろう？』

　煽あおるような魔王の言葉に、ファルガ様が若干イラッとしているのが分かる。

　どちらもこの世界で屈指の力を持つ存在なので、鏡越しにいる僕ですら緊張が止まらない。

「こちらからお願いしておいて失礼ですが、なぜ協力してくれる気に……？」

『ふむ、理由は三つあるな』

　そう言って顎あごに手を当てる魔王。

『一つ目は、打算的なものだ』

「打算、ですか？」

『知っての通り、我々は難しい立場にあるのでな。貴様に協力する姿勢を見せ、心証を良くしようと思ってな』

　どうしよう、そんなこと微み塵じんも思っているようには見えない。

　ちらりとロイド様を見ると、彼は苦笑いしている。

『二つ目は、貴様達が永遠にこの世界から去るのはつまらないと考えたからだ』

「「「え？」」」

　魔王の言葉に、僕と先輩とカズキは三人揃そろって呆ほうけた声を漏らしてしまう。

　そんな僕達の反応を楽しむように、魔王は口元を歪ゆがませる。

『私に止とどめを刺さず、治癒魔法をかけて生かして帰すようなおかしな連中だ。そのような者達の行く末をこの目で見ることができないのは、もったいないだろう？』

「僕の行く末なんて見ても、全然つまらないと思いますけど……」

『コーガから聞いたぞ？　闇魔法使いの子供に闇魔法を教えているそうだな』

　魔王の言葉に、神経を逆なでするような笑顔を浮かべたコーガの顔が脳裏をよぎる。

　あの野郎、次会ったらぶちのめす。

　無言を肯定と判断したのか、魔王が続ける。

『治癒魔法使いの人間が、闇魔法使いの魔族に闇魔法を教える。もうそれだけで面白いと私は思うがなぁ』

「な、仲間の闇魔法使いも一緒に教えていますし……」

「ねえねえ、ウサト君。多分それも魔王にとっては面白い要素でしかないと思うよ？」

　後ろからそう囁ささやいてくる先輩の指摘ももっともだ。

　どう誤魔化しても、魔王にとっては面白い要素にしかならないのだろう。

「くっ、さすがは魔王だ……！」

『魔王様。この人間、もしかしたら面白い人なのでは？』

『さっきからそう言っているだろう』

　侍女のシエルさんからも面白い人認定されてしまった。

　ファルガ様とノルン様からも、呆あきれたような視線を送られてしまっている。

『三つ目だが、これは私がこの場にいるからだ』

「……？　それはどういう意味ですか？」

『貴様達にとって、今の私の存在はまさしく異物そのものだ。いや、そもそも今のこの状況こそが本来はありえないものだと断言してもいい。なぜなら、私が生きてこの場にいること自体がありえないことだからだ』

「……！」

　もしかして、魔王が言いたいのは……。

『本来、あの戦争で死ぬはずだった私は、他ならぬ貴様達に生かされた。だが、もし私が殺されていたのならば、貴様達が私に協力を求めるという手段すら存在せず、それどころかスクロールすらも手に入れることはなかっただろう』

　たしかに、その通りだ。

　仮に魔王を殺してしまっていたら、今の状況はなかっただろう。

『面白い話だとは思わないか？　貴様達の甘さが、結果的に新たな道を切り開いたのだ』

「それが理由だと……？」

『そうだ。理解できたか？』

「……はい」

　一部納得できない部分もあったが、悪意があってのことではないのは分かった。

　とりあえずは、安心して頼っても大丈夫なのだろう。

『さて、話が逸それてしまったが本題に入るか』

　その声に、僕は背筋を伸ばす。

　一体魔王はどのような考えを持っているのか、これが一番気になっていたところだ。

『どちらの世界も選ぶということは、こちらの世界と貴様達の世界を行き来できることが理想ということだろう？』

「そう、ですね。難しい話なのは分かってはいますけど……」

『ああ、確かに難しい話だ。だが不可能ではない』

　そう断言する魔王に、僕を含めた全員がざわつきを見せる。

『もとより、この世界には勇者召喚などという異世界に干渉する技術が存在しているのだ。たとえ失われた技術であろうとも、前例がある限りそれが覆されてなくなることはない』

『……ふむ。人間の扱う術には疎いが、その通りではあるな』

　やや不満そうではあるが、魔王の言葉に同意するファルガ様。

　彼は鏡を通して、魔王へと話しかける。

『貴様は、どのように考えている？』

『そうだな。まずはウサト達が元の世界に帰ることが最初の条件だろう』

「！」

　いや待て、今は魔王の話に黙って耳を傾けるべきだ。

『どちらの世界も選ぶというのなら、貴様達の身に刻まれた異世界の情報が塗り潰つぶされては意味がない。そうなれば、貴様達は元の世界との繋つながりが消えてしまうからな』

「ですが、この世界に戻れないのなら意味がないのでは？」

『私とファルガの知恵を用いて、勇者召喚……いや、異世界召喚術式を作り出せばいいだろう』

　簡単に言うが、そんなことができるのだろうか？

　いや、魔王のすごさは僕達も知っている。

　僕は幻の中で、全盛期の魔王があらゆる魔術を操りながら、先代勇者のヒサゴさんと戦っている光景を目撃したのだ。

　そんな彼ならば、むしろできないことの方が少ないのかもしれない。

『我と組めばそれが可能だと？』

『いや、私一人でも可能だがな。貴様では無理だろう』

『なんだと？』

　また魔王がファルガ様を煽っている……！

『ま、魔王様がいつにもなく楽しそうに……』

『こんなムキになったファルガ様、初めて見たわ……』

　シエルさんもノルン様も、驚いたような声を漏らしている。

『まあ、それには当然時間もかかる。なにせ術式を一から作り出すことに等しいからな』

「僕達に何かできることはありますか？」

『ない』

　きっぱりとそう断言されてしまう。

　当然だろうと思うけど、ちょっとだけがっくりする。

　するとファルガ様が、僕達に声をかけてくれる。

『貴様達は、元の世界に帰るまでの時間を有意義に過ごせばいい。またこちらの世界に帰ってくる可能性があると思えば、これから訪れる別れも悲壮に満ちたものではなくなるだろう』

　残りの日々を有意義に、か。

　僕達にできることは何もないとすれば、その通りに過ごしてみよう。





　　　　＊＊＊






　それからは、離れた国に暮らしている人達に手紙を出したり、いつも通り訓練をしたりして日常を過ごした。

　送った手紙の倍くらいの手紙が僕宛あてに届いたときは大変だったけれど、それがこの世界で僕が得た繋がりの証あかしだと思うと嬉しかった。

　そして、今は船でやってきた人々と一緒にリングル王国へ向かっているのだが……。

「……」

　僕と同じ馬車に乗っているのはアマコ、エヴァ、レオナさん。

　仏ぶっ頂ちょう面づらのアマコ、上機嫌なエヴァ、挙動不審なレオナさんという奇妙な空間に放り込まれた僕は、息苦しいどころじゃない空気に思わず頭を抱えてしまう。

「なぜ、僕はこの馬車に乗っているんだ……！」

　それなりの人数が来ても大丈夫なように、大型の馬車が二台用意されていたはずだ。

　だけど、ルーカス様の護衛の方々は船に馬を乗せており、その馬に乗って馬車を警護しているので、思ったより馬車に乗る人は少なかったのだ。

　それだったら全員一つの馬車で行けばいいのではと思ったが、なぜかここでルーカス様、カロンさん、カノコさんが二組に分かれて馬車に乗ろうという意味の分からない提案をした。

「普通なら、男女別で僕とカノコさんは逆なんじゃないか？」

「……野次馬の悪意だよ、ウサト」

　投げやりな様子でアマコが答える。

　たしかにあの三人がものすごい笑顔でこちらを見ていたので、嫌な予感はしていた。

「いや待て。男女別にしたとしても、ルーカス様と一緒だと僕の胃が死ぬ……」

「ウサト、あの人に妙に気に入られてるもんね」

　悪い気分はしないけど、相手は一国の王様だ。

　無礼な態度をとっても怒らないどころか、笑って許してくれるだろうけど、逆にそれが怖い。

「レオナさん！　私、リングル王国に行くのは初めてなんです！」

「え？　ああ、私もそうなんだ」

「まあ！　お揃いですね！」

　明るい様子のエヴァが、レオナさんに話しかけている。

　勇者の武具は持ち歩いていないのか、レオナさんも普通の服装だ。

「サマリアールやミアラークとは違うけど、いい場所だよ」

「うん、野菜も果物もたくさん売っているし、なにより活気があるんだ」

　僕とアマコがリングル王国のいいところを説明すると、エヴァは嬉しそうに手を合わせた。

「それは楽しみです！　あ、私、ウサトさんの住む救命団という場所も見てみたいです！」

「あー……」

　エヴァにあの強こわ面もて達を見せても大丈夫かなぁ……。

　エヴァは分け隔てなく接するタイプっぽいし大丈夫なんだろうけど、変な影響を受けたりしないか心配ではある。

「それは私も興味があるな」

「レオナさんもですか？」

「ああ。君達がミアラークに訪れていたとき、君と団員達が街中で走っているという話を聞いたからな。気になっていたんだ」

　そういえば、そんな話もしたなぁ。

　ナックと強面達はいつも通り訓練で走っているから、もしかしたら運よく街中を走っている光景が見られるかもしれないな。




　それから軽い雑談を四人で交わしていると、ふとエヴァがぎこちない表情で僕の方を向く。

「ウサトさんは……」

「うん？」

「いつ元の世界に帰ってしまうのですか？」

「うん、明日……だね」

「それは、急ですね……」

　しゅんと落ち込むエヴァ。

　心なしか、レオナさんの表情もかげりを見せている。

　僕もかなり急だとは思っているけど、これもしょうがないことだ。

「これ以上長居すると、元の世界に帰れなくなっちゃうからね。こればっかりはしょうがないんだ」

　これでも、ギリギリまでこちらの世界に残っていたのだ。

　この世界に残れる限界時間をファルガ様と魔王に調べてもらって、少しでも長く留とどまれるように調整した。

「どれくらい会えないんでしょうか？」

「それは、分からない。僕達を召喚する術が完成するまでとしか言えないんだ」

「……」

　悲しそうに俯うつむくエヴァ。

　なんて声をかけていいか分からずにいると、隣に座っていたアマコがおもむろに立ち上がり、エヴァと隣り合うように移動する。

「そう遠くないよ」

「……アマコ、さん？」

「だから、安心していい。ウサトとはすぐにまた会えるから」

　優しくアマコが笑いかけると、安心したのかエヴァもつられるように笑顔になる。

　僕とアマコが見た未来に向かって、着実に進んでいる。

　そのとき、困惑した様子のレオナさんが窓の外を指さす。

「ウ、ウサト、あれを見てくれ……」

　そちらを見ると、いつの間にか縦列に並んで走っていたはずの馬車が、並走する形で走っていた。

　そして、窓からこちらの馬車の様子を窺うかがっている三人の姿が見える。

　三人は僕の呆あっ気けにとられた顔を見て、笑顔で手を振ってきた。

　思わずレオナさんを見ると、彼女は頭を抱えて唸うなっている。

「はぁぁぁ……なんで、もう……」

「あ、お父様です！」

「げ……」

　エヴァが笑顔で手を振っている一方で、アマコはものすごい嫌そうな表情を浮かべる。

　授業参観かな？

　いや、レオナさんは違うだろうけど。

　ノリのいい大人が三人集まると、色々と面倒くさ……大変なんだなぁ。

「でも、ああして笑っていられるのは、いいことなんだろうな」

　ルーカス様、カロンさん、カノコさんも皆、大きな問題に直面していた。

　そんな彼らを旅路の中で助けることができて、本当によかったなと思う。

「……」

　明日、僕は元の世界に帰る。

　この二か月の間で何度も考えてきたことだけど、やっぱり一時的な別れでも悲しいものは悲しいのだ。






第十二話　別れのとき！　再会を約束して!!　の巻









　元の世界に帰る日。

　静けさが支配する部屋の中で、僕はいつもとは違う服に身を包んでいた。

　白いシャツ、ネクタイ、そして紺色のブレザー。

　もう着るのも久しぶりすぎる制服に袖を通した僕は、誤魔化しきれない違和感に苦笑するしかなかった。

「ちょっときつくなっちゃったな……」

　筋肉量が増えたせいか、シャツがきつい。

　身長も少し伸びたのか、少し長めだったズボンの裾も丁度いいくらいになってしまっているので、この世界で成長したということなのだろう。

　結び方を忘れかけていたネクタイを締め、傍らに置いてある学生カバンを手に取る。

「……軽いな」

　中にはほとんど何も入っていないので、当然だ。

　携帯もとうの昔に充電が切れていて、使い物にならない。

　一通り準備を終えた僕は、テーブルの上にのせられた団服を脇に抱えて外へと向かった。




　誰もいない静かな宿舎の中を歩く。

　ローズと他の団員達は既に城に向かっていて、この場にいない。

「……いや、まだ向かっていないやつもいるか」

　思い出に浸るようにゆっくりとした足取りで僕が向かったのは、厩きゅう舎しゃ。

「ブルリン、起きろ」

　その中で丸くなるように眠っている青いクマ、ブルリンの名前を呼ぶ。

「……グルァー」

　目をこすりながらのっそりと起き上がったブルリンの頭を撫なでる。

　眠そうな様子のブルリンを連れて厩舎を出た僕は、城へと向かう。

「少しの間、君とお別れだ」

「グルゥ」

「悲しいか？」

　歩きながらそう問いかけると、ブルリンは首を横に振る。

「奇遇だな、僕も悲しくない」

「グル！」

　勢いよく足を殴られる。

　なんだか懐かしいやり取りに嬉うれしさを感じる。

「最初に会ったときさ、お前は僕を食おうとしてたよな」

「グルル」

　森で出会った頃、ブルリンにも家族がいた。

　グランドグリズリーの父親と、ブルーグリズリーの母親。

　だが、彼らは巨大な蛇の魔物に殺されてしまった。

「お前はたった一頭であいつと戦ってさ。すげぇ無茶するやつだって思ったよ」

「……グルゥ」

「まあ、それは僕も同じなんだけどな」

　僕だってただの自己満足のために蛇を倒そうとしていたし、あの場で僕達が共闘したのは目的が一致したからだけだったはずだ。

　だけど、その末に仲間になったのは、戦いの中で絆ってやつが芽生えたからなんじゃないかと思っている。

「なぁ、ブルリン」

　改めて名を呼ぶと、隣を歩くブルリンが僕を見上げる。

　その頭を撫でながら、今のうちに言えることを口にする。

「僕がいなくなっても、救命団の皆に迷惑をかけるんじゃないぞ」

「グルゥ」

「寝起きにおんぶを強要するのも禁止だ」

「グル……」

「ちゃんとご飯食べて、運動しろよ」

「グルァ！」

　元気よく吠ほえるブルリン。

　少し涙がこみ上げそうになったが、僕はあえて笑顔を見せる。

「また会うときまで、元気でいろよな。相棒」

「グルァー！」

　この世界に来て間もない頃に出会い、旅路を共にし、戦場も共に駆け抜けた。

　ブルリンは僕にとって心強い相棒で、最高の友達だった。

「さて、時間がないからさっさと行くか！」

「グァー！」

　再び歩き出そうとした瞬間、後ろから僕の肩に何かが飛び乗ってくる。

「キュー！」

「わわっ!?」

　見れば、ローズのペットであるノワールラビットのククルが僕の肩にしがみついていた。

　そういえば、この子とも結構縁があるんだよな。

「よし、君も一緒に行くか」

「キュ！」

　こんな可愛かわいいウサギでも、あの団長のペットなんだよなぁ。

　彼女に付き従える時点で、普通の魔物ではない。

「……本当に、あの頃が懐かしいよ」

　ブルリンとククルを見て、召喚されて間もない頃の自分を思い出す。

　あの頃は本当に必死だったけれど、今では楽しい思い出だ。

「……よし」

　後ろを振り向き、救命団の宿舎に体を向ける。

　この世界に来たその日から住んでいた、僕の家。

　救命団の仲間達と笑い合い、ときには強こわ面もて達との喧けん嘩かでぶん殴られたりした場所に、僕は勢いよく頭を下げる。

「ありがとうございました！」

　この世界の僕の家へ感謝の言葉を口にしてから、僕は城へと歩き出す。

「いってきます！」

　さあ、皆が待っている。





　　　　＊＊＊






　スクロールを発動する場所は、城中ではなく広い訓練場を使うことになっている。

　何が起こっても対処できるようにという理由もあるが、多くの人が集まってもいいようにという事情も兼ねていた。

「……あ、ウサトさん！」

　訓練場にやってきた僕を最初に見つけたのは、ナックであった。

　彼の後ろには、ルクヴィスで知り合った獣人の姉弟──キリハとキョウの姿があった。

「キリハ、キョウ、君達も来てくれたんだ」

「おう、なにせ隣国だからな。授業をサボって来ようとしたんだが……」

「学園長が許可してくれたんだよ。しかもリングル王国までの馬車も用意してくれてね」

　グラディス学園長が……粋なことをしてくれるなぁ。

「学園からは二人で来たの？」

「いや、もう一人いるぞ」

　すると、二人の後ろから灰色の髪の青年が顔を出してくる。

「私もいますよ、ウサトさん」

「あ、ハルファさんでしたか」

　魔眼使いであるルクヴィスの学生、ハルファさん。

「私も授業をサボっちゃいました。学園長からの許可は出ていますけど、やっぱり新鮮な気持ちですね」

「ハルファさん、優等生っぽいですもんね」

「無遅刻無欠席が自慢でしたが、今日はそれを優先すべきではないですからね」

「……ありがとうございます」

　そう言ってもらえると、僕も素直に嬉しくなる。

「そういやウサト。アマコの母親に会ったけど、ありゃすごい人だな」

「ははは、確かにね」

　キョウの言葉に、僕も納得する。

　アマコは、二人に母親のカノコさんを紹介したんだろうけど、あの人の勢いに押されちゃったというわけか。

「突然、姉ちゃんに『貴女あなたはアマコのライバルかしら？』とか訊きいてきたときは、この人何言ってんだって思ったよ」

「本当に何言ってんだ、あの人……」

「あたしもびっくりしたよ。」

　しかし、アマコのライバルとはなんなのだろうか。

　カノコさんは、たまに先輩やウルルさんと同じような別次元の会話をすることがあるからな。

　気にしないでおこう。

「でも、改めて元気な姿を見られてよかったよ。それに、ナックも随分と逞たくましくなったね」

　キリハがそう言うと、ナックは照れくさそうに笑いながら頭を掻かいた。

「救命団の本格的な訓練には参加できていませんし、まだまだですよ」

「そうですか？　私の目からは、かなり成長しているように見えますよ」

　ハルファさんが魔眼を発動させながらナックを観察する。

　魔力の流れを見られる彼ならば、ナックの成長具合もよく分かるのだろうか。

「それでも、ウサトさんには程遠いです」

「こいつを基準にしたら駄目だぞ。もっと自分に自信を持て」

「そうだよ、ナック」

　なぜか二人から猛烈に励まされるナック。

　僕の存在そのものが非常識みたいな扱いはなぜ……？

　……本当はもっと長く話していたいけど、先に進まなくちゃな。

「じゃあ、僕はそろそろ行くよ」

「ああ、呼び止めて悪かったね」

「いや、そんなことないよ。僕も話せてよかった」

　ナック達に手を振ってから、ブルリンとククルと共にその場から移動する。




　歩いている最中に、たくさんの人に話しかけられた。

　遥はる々ばる来てくださった、カームへリオのナイア王女とカイル王子。

　この前の戦争で共に戦ったニルヴァルナ王国戦士団の戦士長ハイドさんと、彼の副官を務めるヘレナさん。

　そしてリングル王国の守衛、アルクさん。

「……なんというか、不思議な気分ですね」

「そうですか？」

　僕とアルクさんは、歩を進めながら会話をする。

　彼は、書状渡しの旅を共にした頼れる仲間だ。

　何度も危ないところを助けてもらったし、彼がいなければ旅の暮らしはもっと苦しいものになっていたことだろう。

「こうやって多くの人に送り出されるとは、思いもしませんでしたから」

「それほど、勇者のお二人とウサト殿が皆から親しまれているからでしょう」

「そうでしょうか？」

「そうに決まっています。誰が何と言おうと、私が断言します」

　力強い言葉。

　どれだけ腕力が強くても、治癒魔法が優れていたとしても、一人ではできることに限界がある。

　そんなときにアマコやネアやブルリン、そしてアルクさんに助けられてきた。

　邪竜との戦いのときも。

　サマリアールで呪いを破壊したときも。

　暴走したカロンさんと相対したときも。

　そして、ヒノモトでアマコの母親を助けたときも。

　書状渡しの旅が終わっても、それを忘れるはずがない。

「……貴方あなたは、これからも旅をされることでしょう」

　不意にそんなことを話しかけてきたアルクさん。

「世界を超えても、貴方の道は続いていく」

「……」

「道に迷おうとも、困難な壁が待ち受けていようとも、きっと貴方は迷わず前へと進み続ける。それが、旅の中でずっと見てきた貴方です。ウサト殿」

　そう言葉にした彼は立ち止まると、旅の最中で見慣れた笑顔を浮かべてくれる。

「貴方のこれからの旅路に、幸多からんことを」

「……ありがとうございます。アルクさん」

　僕も立ち止まって彼に頭を下げ、そして前に進む。

　正直、まだ名残惜しさはあったけれど、ようやく心の底から前を向けた気がする。




　訓練場を進み、ようやく中心付近に到着する。

　そこにはロイド様とウェルシーさん、そして先輩とカズキがいる。

　ローズと強面達、オルガさんとウルルさん、そしてフェルムとアマコの姿もあり、僕のことを待ってくれていたようだ。

「ブルリン、アマコのところに」

「グルァー」

　ブルリンをアマコに預けて、僕はローズの元に歩み寄る。

　すると、ククルが団長の方に向かっていった。

「キュー！」

「いねぇと思ったら、ウサトんところにいたのか」

「キュ！」

「お前も随分と懐なつかれたようだな」

「はは……」

　ローズと軽く言葉を交わした僕は、軽く深呼吸をしてから改めて彼女と向き合う。

「団長」

「おう」

　腕を組んだまま答えるローズ。

　こちらの言葉を待っている彼女に、僕は意を決して口を開く。

「僕はまだ、貴女に一泡吹かせていません」

「ハッ、そうだな。そう易やす々やすと超えさせるほど私は優しくねぇからな」

「ええ、それは僕自身が一番よく分かってます」

　師匠の背中は、まだまだ遠い。

　だからこそ、僕は進み続けることができる。

「いつか、超えてやります」

「その意気だ。あっちで訓練サボるんじゃねぇぞ？」

「世界が変わったって、貴女からの教えを忘れるはずがないですよ」

　僕の言葉に、ローズは楽しそうに笑ってみせる。

　そんな彼女に、僕は救命団の団服と、ファルガ様にいただいた勇者の武具を差し出す。

「団長、僕は必ず戻ってきますから」

「……ハッ、いいだろう。お前が戻ってくるまで、こいつは預かっておく」

　団服と腕輪を受け取ってくれたローズに、内心で安あん堵どする。

　これでもう心残りはない。

　最後に深々と一礼をして、先輩とカズキの元に向かう。

　二人とも、僕と同じように制服を着ていた。

「なんだか見慣れない感じですね」

「それはこっちの台詞だよ、ウサト君」

「ウサトはいつも団服を着てたからなぁ」

　たしかに僕自身もなんだか慣れないしね。

「皆さん、こちらにどうぞ」

　ウェルシーさんに呼ばれ、そちらへ向かう。

　そこには僕達を元の世界へ帰す術式が刻まれた用紙、スクロールが用意されたテーブルがあった。

「スクロールには、既に皆様の世界の情報を刻み込んでいます。あとは、これを作動させるだけです」

　この日を迎える前に、僕達は少し血を取られていた。

　スクロールに刻む少量の血と、僕達をこの世界に再召喚する際に媒体とするための血だ。

　別の世界にいる僕達を見つけ出すための情報として、血はとても重要なものであり、これを欠くと僕達は二度とこの世界に戻ってこられないかもしれないらしい。

　だから、日を分けてストック分を取られたりしていた。

「事前にも説明しましたが、転移後の状況がどうなっているかは、私達にも把握できておりません。もしかしたら、こちらに滞在していた分だけ時間が過ぎているかもしれませんし、魔法も使えなくなっているかもしれません」

　時間の問題は、僕も気になっていたことだ。

　この世界で過ごした時間と同じだけの時間が過ぎていたとしたら、行方不明扱いで大変なことになっているかもしれない。

　そうなったら、記憶喪失のフリで誤魔化そう。

「……それでは、転移に移りますか？」

　言い淀よどむようにそう口にするウェルシーさん。

　ここまでできるだけのことはしてきた。

　あとは、元の世界に帰るだけだ。

「……」

　スクロールに伸ばしかけた手が止まる。

　もし……もし、僕達を再召喚する術式が見つからなかったら、これが最後の別れになってしまうかもしれない。

　そんな嫌な考えが頭をよぎり、躊ちゅう躇ちょしてしまったとき──。

「ウサト！」

　アマコが僕の名を呼び、力強く頷うなずいた。

「……そう、だよな」

　怖おじ気けづいてる場合じゃない。

　ここで進んで、未来を切り開いていかなければならない。

　覚悟を決めた僕は、先輩とカズキを見る。

「これに三人で魔力を込めればいいんですよね？」

「そのようだね」

　先輩がスクロールを見る。

　これを使えば元の世界に帰れる。

　不安はあるけど、もうここまできたら腹を括くくるしかない。

「じゃあ、行きましょうか」

「ああ」

「うん」

　三人でスクロールの端を指で摘つまむ。

　少しずつ魔力を込めていくと、スクロールが金色の光を帯び始める。

「……」

　改めて、この場にいる人々を見回す。

　この世界で紡いできた縁。

　……やっぱり、別れは辛つらい。

　だけど、ここで涙を見せたくはない。

　皆が送り出してくれているのに、情けない姿は見せたくない。

　だからこそ、ここは笑顔を向けよう。

　これが最後じゃないんだって。

　また会えるその日まで、一時の別れだ。

　こみ上げる感傷を抑え込みながら、皆の方を振り向いて空いている手を掲げる。

　先輩とカズキも、同じように手を振る。

「また会いましょう！」

　僕達の足元に魔法陣が現れる。

　それは、僕達三人がこの世界に召喚されたときと同じもの。

　徐々に光に包まれていく視界の中、アマコの姿が見えた。

　彼女は涙を堪こらえたまま、必死に何かを叫びながらこちらへ手を振っている。

　その姿が見えなくなるまで僕もそれに応じて手を振り返して──僕の視界は完全に光に包まれた。

「────」

　懐かしい浮遊感に身を任せる。

　意識が徐々に薄れていく。

　その微睡まどろみに身を任せながら、僕はゆっくりと意識を暗闇へと落としていった。






第十三話　現代への帰還とまさかの同行者!!　の巻









　最初に視界に飛び込んできたのは、コンクリートの地面と民家の石垣だった。

　先ほどまで雨が降っていたのか地面は濡ぬれていたが、空はオレンジ色の夕焼けに彩られていた。

「ここ、は……」

　いや、それよりもまずは先輩とカズキがいるかどうかだ！

「先輩！　カズキ！」

「ちゃ、ちゃんといるぞ！」

「どうやら、元の世界に帰れたようだね……」

　すぐ隣を見れば、同じように周囲の状況を把握しようとしている二人がいて、僕は心の底から安あん堵どする。

「帰れたんだよな……」

　周りは、異世界では見ることのなかった近代的な街並み。

　住宅街を抜ければ、電車や自動車も走っているだろう。

「そうだ、まずは僕達がいる時間を確かめなくちゃ」

「ああ、それなら先輩がもう確認しに行ってるぞ」

「え？」

　カズキが指さした方向を見ると、先輩が通りがかった女子学生に話しかけていた。

　制服からして、中学生くらいだろうか？

「君達、今は何年の何月何日か分かるかな？」

「はい……？」

　やっべ、他人のふりしておこう。

　いきなり記憶喪失になった人みたいな質問をしだした先輩から、視線を逸そらす。

　少しすると、話を聞けたのか先輩が戻ってくる。

「どうやら、今は私達が召喚された日の同じ時間からほとんど変わっていないようだよ」

「雨もやんでいますし、数十分ほどの誤差かもしれませんね」

「よかった、大騒ぎにならずに済んで……」

　嘘うそをつくのは下手だし、記憶喪失のフリをしないですんで本当によかった。

「さて、次の懸念についてだけど……とりあえず人のいない場所に移動しよう。ウサト君の家はどうかな？」

「なら、近くに公園がありますよ」

「ウサト君の家はどうかな？」

　この人、無理やりにでも僕の家に来ようとしているな。

　ここからそう遠くない場所にあるが、この人に家を教えるのは危険な気がする。

　休日とかに襲来してきそうだし。

「来たとしても先輩は外で待つことになりますけど、いいですか？」

「君の家の場所を覚えられるから、それでもいいかな」

　思考が完全にストーカーのそれなんですけど。

　真顔の先輩に若干の恐怖を抱きつつ、僕達は近くの公園に移動した。




　公園には誰もおらず、他人の目を気にせず話せそうだ。

「さて、まずは魔力の有無からだね。二人とも、魔力は感じ取れる？　できたら使ってみて」

　試しに自分の中にある魔力を感じ取ってみると、その存在が確認できた。

　そのまま治癒魔法を掌てのひらから出そうとするが、どういうことか魔法は形になって出てこない。

「魔力がある感じはしますが、どうやら使えないようですね」

「俺も同じだ」

「私もそのようだ。まあ、私達の世界で魔法は必要ないから、別にいいのだけどね」

　……ん？　待てよ。

　持っていた鞄かばんを地面に置いた僕は、自分の腕とかお腹を触ってみる。

　そして、近くの大きな鉄棒に片手だけでぶら下がってみる。

「フンッ！　フンッ！　フンッ！」

「突然の片手懸垂!?」

　異世界に召喚される前は、片手懸垂どころか普通の懸垂もほとんどできなかった。

　それなのに、まるで羽根のような軽さでそれを行えるということは、僕が異世界で──救命団で鍛えてきた身体能力は、まったく下がっていないということになる。

「先輩、魔法は使えなくなっても身体能力は変わらないみたいですよ」

「ウサト君だけファンタジーじゃないの、それ……？」

　だからといって、それを無為に発揮するつもりはない。

　元の世界に帰ってきても、僕は変わらず救命団員だからね。

　ローズにぶん殴られそうな軽率な行動はしないつもりだ。

「はははっ」

「どうしたのカズキ？」

　不意におかしそうに笑ったカズキに、僕と先輩が首を傾かしげる。

「いや、なんだかさ。俺達って本当に違う世界にいたんだなって」

「……そうだね。世界が違っても、僕達がそこで得たものは変わらない」

　それだけ、僕達にとって大事なものだった。

　魔法が使えなくなってしまったのは残念だけど、僕達にはちゃんと思い出がある。

　きっと、その繋つながりは切れないはずだ。

　そう考えていると、不意に視界の端で僕のカバンが揺れているのが見えた。

「……ん？」

　特に中身は入っていなかったはずだ。

　奇妙な胸騒ぎを感じながらカバンのチャックをゆっくりと開いたその瞬間、そこから黒色の何かが空へと飛び出した。

「ぷっはぁぁー！　狭いわ息苦しいわで、もう死ぬかと思ったわー！」

　……は!?

　勢いよく宙へと飛び出してきたのは、喋しゃべるフクロウだった。

　呼吸が止まりかけるほど驚きょう愕がくしている僕達に、そのフクロウ──ネアは、してやったりといった表情を向けてきた。

「なんで君がここにいるんだ!?」

「私は貴方あなたの使い魔よ。なら、どこにだってついていくに決まっているじゃない」

　少しも悪びれずに、ぱたぱたと目の前を飛ぶネア。

　思えば、僕が元の世界に帰るか悩んでいるときも彼女はそれほど気にしている様子はなかったし、むしろどっちでも構わないっていうスタンスでいた。

「まさか、僕に言うことはないって言ったのは……？」

「ええ、どうせ私も一緒なんだし必要ないからよ」

「こ、ここ、こいつぅ……！」

　怒りたい気持ちと、嬉うれしい気持ちが、内心でごちゃまぜになる。

　わなわなと震えている僕から周囲に視線を移したネアは、目を輝かせる。
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「ここが貴方の世界ね！　もう、すごい人工物だらけじゃない！　素敵！」

「フクロウのまま喋るな！　人の姿になれ！」

「えー、なんでよー」

「この世界でもフクロウは喋らないからだ！」

「ちぇ、分かったわよ」

　そう言葉にすると、ネアはフクロウの姿から黒髪赤目の少女の姿に変身する。

　普通に変身できるということは、吸血鬼の特性はこの世界でも変わらないのか……。

「これでいいでしょ？　どう？　この世界でも美少女でしょう？」

　実際、ネアの姿は人間離れした美少女といえるだろう。

　街を歩けば、スカウトとかされてもおかしくないくらいに。

　だが、その前に訊きかなければならないことがある。

「住むところはどうするつもりなんだ？」

「貴方の家族に潜り込むわ。お兄ちゃんって呼べばいい？」

「お前のような妹を持った覚えはない！」

　ちょっと前にも、どこかの王様に同じようなツッコミをしたな。

　でも、うちに住まわせるしか手段がないのは事実だろう。

「ぷ、くふふふ……」

「せ、先輩……？」

「ははは……」

「カズキも!?」

　僕とネアのやり取りを見た先輩とカズキが、堪こらえきれないとばかりに笑いだす。

「やっぱり、君と一緒にいると楽しいよ。ウサト君」

「な、なんでですか？」

「だって、君がいるから、私はこの世界でもこんなに楽しく笑っていられるんだから」

　カズキを見ると、彼も同じように頷うなずいている。

「でもウサト君、ネアを妹にするのはよくないと思う！」

「いいも悪いもないわよ。私、頼れるのはこいつしかいないんだから」

　どうやら、この世界に帰ってきても異世界と変わらない、慌ただしくも賑にぎやかな日常を送ることになりそうだ。

　それはまさしく、僕が異世界に召喚される前に願っていた非日常だった。






閑話　残された者達









　光が収まったとき、そこには誰もいなくなっていた。

　ウサトがいなくなってしまった。

　彼はもう、この世界のどこにもいない。

「……ッ！」

　勝手に涙が溢あふれ出てくる。

　今まで我慢してきたはずなのに。

「……あいつ、本当に帰ってくるのか？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で呟つぶやいたのは、隣にいたフェルムだった。

　涙を拭ぬぐいながら、フェルムに声をかける。

「帰ってくる。絶対」

「そう、なのか？」

「だって、私は見たから」

　私は予知を見た。

　もう、口にしてもいいだろう。

　予知の中心だったウサトは、別の世界へ帰った。

　このあと頑張るのはファルガ様と魔王だけで、私達もウサトもできることはなく、ただ待つだけ。

「大丈夫だよ、フェルム。そう遠くない未来に、ウサトはまたいつもみたいに帰ってくるから。いや、もっといい未来になるかもしれない」

「いい未来？」

「うん。私にもはっきり分からないけど」

「……ははは、なんだそれ」

　力なく笑うフェルム。

　だけど、さっきまでの悲壮な感じはもうない。

　すると、すぐ近くで「よしッ！」という気合の入った声が聞こえた。

　振り向くと、そこにはエヴァが決意を固めたような表情を浮かべていた。

「エヴァ、どうしたの？」

「私、これから強くなります！」

「……え？」

「ウサトさんが帰ってきたら笑って迎えられるように、私は強くなります！　お掃除も、お洗濯も、お料理も、全部頑張ります!!」

　なにこの子、すごすぎる。

「フッ、見ているかエリザ。僕達の娘はこんなにも強く成長してくれたよ……」

「アマコ、負けちゃ駄目よ！　貴女あなたも頑張って！」

　親バカどもの声は聞こえない……！

　むしろ、聞きたくない……！

　もう涙とか色々引っ込むのを感じながら、レオナさんへと視線を向ける。

「うぅ、ぐす……うぅ」

「おい、大丈夫だって。こっちに戻ってこられるかもしれないって説明されただろ？」

「そんなこと言ったって、悲しいものは悲しいんだ……！」

　号泣しているレオナさんと、そんな彼女を慰めているカロンさん。

　エヴァは色々と強かったけど、これが普通なんだろうなと思う。

　でも、気持ちは痛いほどよく分かるよ、レオナさん。

　すると、ごしごしと目元を拭った彼女は上を向いた。

「ウサトが帰ってきても失望されないように、彼の勇者として努力しなければ……！」

「立ち直り早いな、おい」

　やっぱり、レオナさんも強い人だ。

　新たな目標を掲げ闘志に燃えるレオナさんを見ていると、すぐ近くでウサト達が消えた場所を呆然と見ている少女に気付く。

「ウサトさん……」

　少し前に救命団に預けられた魔族の子供、キーラ。

　あまり話したことはないけれど、彼女が今なにを思っているのか、純粋に気になった。

「ウサトがいなくなって、悲しい？」

「……はい。でも、また会えるって信じてますから」

　こちらを見て、キーラは微笑ほほえむ。

　確信めいた彼女の言葉に、少し驚く。

「救命団に入ってから、私はずっとウサトさんを見てきました。ずっと、悩んでいた姿も見てきましたし、ローズさんと殴り合ったりする姿も見てきました」

「うん」

「短い付き合いでしたけど、あの人ならどんな無茶でもやってみせてくれるんだって、そう思わせてくれるんです」

　確証なんてないんですけどね、と付け加えた彼女の言葉に、私も頷うなずく。

　キーラの言葉通り、どんな状況に置かれてもウサトはそれを乗り越えてきた。

　状況は違うけど、それは今でも変わらない。

「うん、私もそう思う」

「はい！」

　互いに笑い合う。

　皆がウサト達の帰りを待っている。

　それを改めて実感していると、ふと私はある違和感に気付く。

「……あれ」

　待って、一人足りない。

　周囲を見回すも、やはりその姿は確認できない。

「ねえ、フェルム。ネアはどこ？」

「ネア？　そういえばいないな……。たしか宿舎を出るとき、ウサトに用があるから後で来るとか言っていたけど……」

　なんだろう、この胸騒ぎ。

　他の団員達に訊きいても、皆見ていないと口にする。

　あのネアが、ウサトの見送りに来ない？

　そんなこと、ありえるのだろうか？

　私が言うのもなんだが、彼女はウサトの使い魔だし、絶対彼のことを気に入っていると思う。

　それはもう、どこにでもついていくぐらいに……!?

「ま、まさか……！」

　自分の考えに、顔を青ざめさせる。

　すると、私の頭に誰かの手が乗せられた。

「放っておけ」

「ロ、ローズさん？」

「あいつがついていきたいって言ったんだ。それなりに覚悟もしてるだろ」

　もしかして、ローズさんは知っていたの？

　混乱する私の頭をガシガシと撫なでたローズさんは、ウサト達が転移していった場所を見つめた後、後ろへと振り返る。

「よぉし、お前ら！　ウサトが帰ったところで、訓練やるぞ！」

「「「えぇぇ!?」」」

「口答えすんじゃねぇ！　さっさと走れ！」

　大声と共にその場を去っていく救命団員の皆。

　その様子を見て、私は先ほどまでの焦燥を忘れて肩を落とす。

「もう、すぐにでもウサトに戻ってきてほしくなったよ……」

　そう呟きながら空を見上げる。

　私もエヴァと同じように、ウサトが帰ってくるその日まで頑張ろう。

　だけど、ネア。

　次に会ったら、本当に覚悟しておいた方がいい……！






第十四話　元の世界の新たな日常!!　の巻









　元の世界に帰ってからは、結構大変だった。

　あっちの世界に慣れきってしまっていたせいか、一時的ではあるけど文明の進んだ日常生活に違和感を覚えてしまっていたのだ。

　こういうのは、時差ボケに近いものなんだろうか。

　異世界では魔具という魔力で動く道具が普及しており、その使いやすさはこちらの世界の家電製品よりも優れているところも多い。

　なので、家電製品の使い方を忘れ家族から不審な目を向けられることもあった。

　あとは、勉強について。

　召喚される前にどこまで勉強していたかを、非常にまずいレベルで忘れてしまっていたのだ。

　久しぶりに授業を受けたときなんて、懐かしさと内容の不可解さに、頭が理解を拒んでしまったほどだ。

　これについては先輩とカズキが勉強を教えてくれたからなんとかなったが、その代わりにクラスメート達からの質問責めと襲撃にあうことになった。

　そう、あの残念な犬いぬ上かみ先輩が、実は学校一の美少女だという事実を忘れていたのだ。

『ウサトォォ！　事情を訊きかせてもらうぞコラァァ！』

『この裏切り者ォォォ！』

『逃げるな……って、あいつ速くない!?　俺、陸上部だよ!?』

　しかし、救命団で鍛えられた僕にクラスメート達が追いつけるはずもなく、一人ずつ地面に倒れ伏していったけど。

　そしてさらに大変だったのは、ネアがこの世界に来てしまったことだ。

　彼女に行く当てなど当然ないので、結局は僕の家に居候する形になってしまった。

　だが、人間の姿ではどう考えても両親からの追及は避けられないので、ペットのフクロウとして飼うという体ていで家に置くことになった。

　ネアは抗議したが、さすがに両親を彼女の能力で洗脳したくはなかったので、なんとか我慢してもらった。

　だが、ここで思わぬ誤算が起きた。

　なんと、しばらく暮らすうちに家族が思った以上にネアを気に入ってしまったのだ。

　最初はきちんと鳥用のケージで飼っていたのだが、今では普通にネアが窓から飛んでいっても慌てないくらいに慣れてしまっている。

　そして、活動拠点が広がったネアの相手はすっっっごい大変だった。

『ねぇねぇウサト！　あれはなに？』

『ウサト！　この遊園地ってところに行きたい！』

『ねぇウサト！　この雑誌の場所に連れてって！』

　異世界にいた頃から変わらない好奇心の塊だった彼女に振り回され、休日に色んなところを歩きまわって精神的に疲れることもしばしばあった。

　しかも部屋の中では平気で人の姿のままだし、いつ家族にバレるか気が気じゃなかった。

　他にも小さなフクロウの姿のまま僕のカバンに忍び込んだり、自前の変身能力で学校の女生徒に扮ふんして家に忘れた弁当を届けにくるなど、僕の周囲にひたすら混こん沌とんを巻き起こしていきやがった。
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「おーい、ウサト」

「うん？」

　この世界に帰ってきてから起こったことをなんとなく思い浮かべていると、誰かが僕の名前を呼んだことに気付く。

　顔を上げると、そこにはカズキの姿があった。

「考えごとか？」

「あぁ、うん。これまでのことを思い出してね」

　今いるのは、僕達の教室。

　周りには、帰りの準備をしているクラスメート達もいる。

　半開きのカバンを持ち上げた僕は、中で器用に本を読んでいるフクロウの姿をさっと確認しながら顔を上げる。

　変わったのは、僕の生活だけではない。

　犬上先輩は、とても明るくなった。

　以前は人当たりのいいクールな人ってイメージを持たれていたが、今では天てん真しん爛らん漫まんという言葉が当てはまるくらい笑顔に溢あふれた、テンションの高い変人になった。

　そして、もちろんカズキもだ。

　僕に対しても遠慮することなく話してくれるし、なにより今まで敬遠されていたクラスの男子とも仲良く話せるようになった。

　僕のようにカズキのことを誤解していたクラスメート達も、彼の溢れんばかりの善性に気付くと、掌てのひらを返したように嫉妬という名の敵意を消し去った。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

「ああ、先輩も待っているだろうしな」

　僕はカズキの言葉に頷うなずき、立ち上がる。

　相変わらずカバンの中ではフクロウの姿のネアが本を読んでいるが、それに構わずスマホを中に放り込んで彼女に渡し、その場を移動する。




　今日は卒業式だ。

　なので、二年生の僕達も午前中で学校が終わるのだ。

「先輩は、特に忙しそうだな」

「あれでも生徒会長だったわけだしね」

　事前に待ち合わせしていたとはいえ、時間通りには来られないだろう。

　先輩は、この学校でも人気者だからな。

「……先輩も卒業かぁ」

　そう呟つぶやきながら、昇降口で靴を履き替える。

　校門前は卒業生とその保護者、そして在校生でごった返しており、通るのも一苦労だ。

「どうする？　まだ来てないみたいだけど」

「気長に待とうぜ。急ぐ理由もないしな」

「なら、そうしようか」

　そう言って待ち合わせ場所の昇降口前に立っていると、後ろから声をかけられる。

「ウサト君、カズキ君」

　振り返ると、手に卒業証書を持った先輩が立っていた。

「先輩、卒業おめでとうございます」

「ふふふー、四月からは大学生だよー！」

　カズキの祝いの言葉に、上機嫌に頷く先輩。

　先輩は、県内でも名の通った大学を受け、合格していた。

　将来はまだ何をするか決めていないらしいけれど、それでも前に進むことを決めたらしい。

　家の人と色々と揉もめたらしいが、今ではなんとか説き伏せた……というか、異世界で培った勢いという名のゴリ押しで、無理やり大学進学を説得したらしい。

　まあ、勢いに乗りまくったこの人を何とかする方が難しいからな……。

　なにはともあれ、先輩は今日この学校を卒業する。

「ウサト君も勉強、頑張ってね！」

「そうですね……」

　僕とカズキも、先輩の入った大学を目指すつもりだ。

　しかし悲しいかな、僕の学力はカズキや先輩のように高くないので、死にものぐるいで頑張らなければならない。

「でもまあ、前とは違って今は勉強するのが楽しいですよ」

「俺から見ても、嫌がっている様子もないしな」

「うん。あの世界で努力して学ぶ楽しさを学べたから……かもしれない」

　何事も積み重ねが大事。

　訓練も勉強も、それは同じだ。

　あの世界で多くのことを学んで、僕達は今ここにいる。

「さて、私の卒業祝いに行こうか！」

　未いまだに人で溢れている校門を指さしながら、そう言葉にする先輩。

「自分でそれを言いますか……」

　今日は、先輩の卒業を僕とカズキで祝おうという計画なのだ。

　祝うといってもファミレスでご飯を食べるだけなのだが、それでも先輩にとっては嬉うれしいらしい。

　はしゃぐ先輩に苦笑しながら、校門へ向かう。

「──ッ!?」

　そのとき、言葉にできぬ悪寒に襲われる。

　なんだ？

　この平和な世界で感じるはずのない、嫌な予感は。

　これは……殺気？

　しかも、なんだか覚えがありすぎる感じの……。

「ウ、ウサト君、どうしたの？」

「汗がすごいぞ。大丈夫か？」

　先輩とカズキが心配してくれるが、今はそれどころじゃない。

　自然と僕の視線は、校門へと向けられる。

　いや、いるはずがない。

　しかし、あんな殺気を放つ人間がこの世に何人もいるわけがない。

「……あれ、なんだか校門の方が静かになりましたね」

「本当だ。何かあったのかな？」

　そのとき、まるでモーセが海を割ったかの如く、ごった返していた人達が二つに分かれていった。「「「……え？」」」

　その先にいたのは、まるでマフィアのボスのような黒いコートを着た、この世界ではありえないような緑色の髪をなびかせる長身の女性であった。

「おう、ウサト。久しぶりだな」

　その女性──ローズは、僕の姿を視界に映すと獰どう猛もうな笑みを浮かべた。
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第十五話　ついに再会！　繋がった世界!!　の巻









「だ、団長……？」

　なんでここにローズがいるんだ？

　魔王とファルガ様が行っているのは、僕達をもう一度異世界に召喚するものではなかったのか？

　そんな考えがぐるぐるとめぐって混乱しながら、改めてローズを見る。

　目立っている。いや、目立ちまくっている。

　鮮やかな緑色の髪と整った顔立ち、そしてこの世界には二人といないであろう肉食獣のような威圧感を放つローズに、周囲の人々は男女関係なく魅入られているように見えた。

　周囲を威圧させながら目の前にやってきた彼女は、突然僕の首に腕を回して、もう片方の手で僕の頭をぐりぐりと撫なでる。

「ぬ、ぬぐぐ……！」

　振りほどこうとするが、万力のようにびくともしない。

　この抗あらがえぬ腕力は、間違いなくローズであった。

「随分とまあ、しけた面つらしてんじゃねぇか、オイ」

　やっと解放された僕は、とりあえずローズから距離を取る。

「い、いきなり何するんですか！」

「いや、ついな」

「ついって、状況考えてくださいよ!?」

　色々と訊ききたいことはあるが、普通にびっくりしたし、久々に命の危機を感じたわ！

「しかし、随分と鈍なまってやがるな。お前、まさか訓練サボってたんじゃねぇだろうな？」

「サボってませんよ！　いや、そうじゃなくてですね……！」

　駄目だ、頭が混乱しっぱなしで考えがまとまらない。

「ハッ、もしかして幻覚か!?　とりあえず、頭に衝撃を与えれば目覚めるか……!?」

「ウサト、とりあえず落ち着こう！」

「そうだよ、ここ学校だよ!?」

　カズキと先輩に声をかけられ、我に返る。

　そ、そうだ。まずは落ち着かなくては。

「とりあえず移動するか。ここじゃ話もできねぇ」

「分かりましたよ……。行きましょう、先輩、カズキ」

「う、うん……」

「なんだか大変なことになってきたなぁ」

　先頭を歩くローズについて、校門を抜ける。

　次の登校のときには、色々問い詰められるんだろうなぁ……。
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　そもそも、なぜローズはここにいるのだろうか。

　再会したときの衝撃のせいで思考の彼方かなたに追いやっていたけれど、そもそもこの人がここにいること自体おかしい。

　あっちとこっちでは、距離どころか世界そのものが違うのだ。

　いくらローズの足が誰よりも速いからといって、そう簡単に来られるはずがない。

「ローズさん、いつもと違う服装ですね」

　ここで、物もの怖おじしない先輩がローズの服装に触れる。

　僕もほとんど団服姿しか見ていないから、彼女の見慣れない服装が気になっていたけど……。

「ああ、お前らの世界に合わせろって、ウェルシーから渡されたんだよ」

「とても似合ってますね！」

「世辞はいらねぇよ」

　自分の服装にそれほど興味はないのか、淡白な返事をするローズ。

　ますます状況が分からなくなってきた。

　ウェルシーさんが関わっているということは、ローズがこの世界に来たのはリングル王国が関係しているのか？

「私がここにいるのは、実験の成果みたいなもんだ」

「実験……？」

　混乱している僕を見かねたのか、ローズが口を開く。

「結果的に言うと、お前らを私達の世界に呼ぶ方法を見つけたってことだ」

「え……!?」

　僕はもっと先の話だと思っていたけど、思いのほかそれは早く見つかったようだ。

　世界そのものを飛び越えるなんて荒業を、まさかこんな短期間で可能にしてしまうなんて……。

　やっぱりファルガ様と魔王は、あの世界で屈指の頭脳を誇る存在だなぁ。

「ま、見つけただけじゃなかったんだけどな」

「まさか、それが団長がここにいる理由ですか？」

「ああ。魔王とファルガ様は、お前達を連れてくるのではなく、私達の世界とお前達の世界そのものを繋つなぐ術すべを見つけた」

「……それって、かなりすごいことなのでは？」

「すごいというより、異常よ」

　カバンから飛び出したネアが、僕の肩に飛び乗る。

　突然喋しゃべり出すものだから、僕はすぐさま周りを見ながらネアに注意する。

「ネア、外には出るなって言っただろ」

「周りに人の目はないわよ」

　……まあ、こういうことに興味があるのは知っているので、言うだけ無駄か。

「話を続けるぞ。それで、うちの世界とお前らの世界とを繋ぐ扉とでも言うべきものは、入り口こそ小さいが、二つの世界を行き来することができる」

「そんな簡単にできるのかしら？　異世界召喚ならまだしも、世界を跨またぐ扉を作り出すなんて、こんな短い期間でできることじゃないと思うけど……」

「ああ、普通はそうらしいが、ここで鍵になるやつがいたわけだ」

　そう言ってこちらへ振り返ったローズは、僕の肩にいるネアを指さした。

「お前だ、ネア」

「私？」

　当のネアは、きょとんとした顔をしている。

「お前はいわば目印だ。本来この世界にはいない異物であるお前の存在が、私達の世界とお前達の世界を繋ぐ要因になったっつーわけだ」

「そして、あっちにはウサト達の血という情報があるから、こちらの世界を場所として確立させることも容易たやすいってことね……。よくもまあ、そんな無茶苦茶なことができたものねぇ。さすがは神竜と魔王ってことかしら」

　ローズの説明に、一人納得するネア。

　僕はちんぷんかんぷんだが、先輩とカズキは理解しているのか驚きの表情を浮かべている。

「まさか、ウサト君の家に住みついた泥棒猫とばかり思っていたネアが……」

「貴女あなた、私のことそんな風に思ってたの……？」

　ローズは再び前に向き直り、歩を進める。

「とはいっても、実験しねぇ限り何が起こるか分からねぇしな。とりあえず、一番頑丈な私が志願したってわけだ」

「無茶しますね……」

「結果的には、しっかり成功したがな」

　確かに、ローズに勝る頑丈な人間などこっちの世界でも存在しないだろう。

　でも、魔王とファルガ様のおかげで世界が繋がったのは分かったけど、まだ疑問がある。

「団長はどうして僕達の場所が分かったんですか？」

「勘」

「なるほど」

「ウサト君、それで納得するのはおかしいと思うよ……？」

　この懐かしい理不尽さは、まさしくローズだ。

　それじゃあ、もう一つの質問。

　どちらかというと、これが一番訊きたかったものだ。

「その扉はどこにあるのですか？」

　そう訊くと、ローズはその場に立ち止まる。

　まさか、入るときに扉がなくなっちゃって帰れないとかそういう感じ……？

　だとしたら、またうちに新たな同居人が増えることに!?

　思わず頭を抱えてしまっていると、ネアが周囲を見回して「あ」という声を漏らした。

「どうした、ネア」

「いや、まさか……ローズさん。貴女が入ってきた扉って……」

「ああ」

　おもむろにローズが指を斜め上に向ける。

　その指の先を視線で追って、僕も気付く。

　見慣れた道。

　見慣れた風景。

　そして、見慣れた家。

「お前の部屋だ」

　僕は声すらも発せずに、白目を剥むくしかなかった。
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　幸い、家には父さんも母さんもいなかった。

　父さんは仕事だけど、母さんは買い物にでも行ったのだろう。

　ローズがこの世界に来たとき、ここにいなくてよかった。

「お邪魔しまーす」

「お邪魔します」

　僕の部屋に入る先輩とカズキ、そしてローズ。

　ネアは僕の肩から飛び降りると、人間の姿に変身する。

「んー、やっぱりこの姿が一番ね」

「うう、狭い部屋がもっと狭く……」

　一人部屋に五人もいるので、ものすごく窮屈に感じる。

　おもむろにベッドに近づいた先輩は、ものすごい勢いでベッドの下を覗のぞき込んだ。

「何やってんですか、あんた」

「大事なものを隠すならベッドの下って、辞書に書いてあったから……」

　その辞書、間違いなくまともなことは書いていないだろうな。

　そもそもこの部屋にはネアがいるのだから、そういうものを置けるはずがないだろうが。

　先輩を見て、ネアが呆あきれたため息をつく。

「そうよ、スズネ。ベッドの下を覗いてもトレーニング道具しかないわよ」

「ぐるる……！」

「ねえ、ウサト。スズネが私に唸うなってくるんだけど」

「犬にでも噛かまれたと思えばいいんじゃない？」

「きゃうん……」

　先輩をスルーして、ローズの方を向く。

　僕達のやり取りを面白そうに見ていた彼女は、おもむろに布団などをしまっている押し入れの扉を開ける。

　僕達も覗き込むが、そこにはいつも通り布団がしまってあるだけだ。

「……何もないですよ？」

「隠すように言われたからな」

　ポケットから掌てのひらほどの大きさの魔具を取り出したローズは、そのスイッチを押した。

　数秒ほどすると、魔具から強烈な光が発せられる。

「……!?」

　光が収まったとき──七色の光を放つオーロラのような壁が、押し入れの一面を覆っていた。

「ここをくぐれば、あっちの世界に行ける」

「それにしたって、なんで僕の部屋に……」

「確実にお前らがいるであろう場所が好ましかったんだとさ」

「まあ、私が世界を繋ぐ目印になっていたとしたら、一番長くいた場所に扉を繋ぐわよね」

「ちなみに、この魔具はサマリアールの王が嬉き々きとして技術を提供して作らせていたぞ」

「その姿も容易に想像できますよ……」

　あの人なら、逆にそうしない方がおかしいだろう。

　虹色の壁に手を伸ばしてみると、水に触れたみたいに波紋が広がり、その先にこことは別の景色が見える。

「これは……」

「ああ、お前達を待っている」

　虹の先には、僕達の帰りを待っている人々の姿があった。

　その景色は、いつかアマコに見せられた予知の光景と重なる。

「……ああ、そうか。アマコ、ここなんだな」

　僕と彼女が希望を抱き、心の底から望んだ未来が今、目の前にある。

　どうやら僕は、間違わずにこの未来を引き寄せることができたようだ。

　あちらからも僕達の姿が見えているのか、虹の壁の先にいる人々が手を振ってくれている。

　その光景に思わず涙しそうになっていると、隣にいたローズが僕の肩を叩たたいてきた。

　振り向くと、彼女は僕に何かを差し出してくる。

　それは、僕の白い団服。

　たくさんの訓練と戦いを共にした、大切なもの。

「ほらよ、預かっていたもんだ」

「……っ、ありがとうございます！」

　ブレザーを脱ぎ捨て、それを着る。

　どんな服よりもしっくりくる感覚。

　馴な染じみ深い団服に袖を通していると、ネアが僕の肩に飛び乗ってくる。

「どっちの世界だろうと、私はついていくわよ」

「君は本当に変わらないな……」

　だけど、それでこそネアだ。

　僕は団服の襟を正し、ローズにその姿を見せる。

　満足そうに頷うなずいた彼女は、激励するように僕の背中を叩いた。

「行ってこい」

「はい！」

　力強く頷き、僕は先輩とカズキと視線を合わせる。

　そして、虹色の壁の先にいる皆と向かい合う。

「それじゃあ、行こう！」

「うん！」

「ああ！」

　三人同時に虹色の壁に飛び込むと、僕達の体は狭い部屋から広大な空間へと放り出される。

　壁越しではない、そこにある現実の皆が見える。

　帰ってきた僕達を目にして、涙を流している人もいれば、笑顔を見せている人もいる。

　彼らは、全員で声を揃そろえて僕達を迎えてくれた。




「おかえりなさい!!」















エピローグ









一日目




　久しぶりの日記だ。

　僕達はまた異世界に来ることができたわけだけど、それからはたくさんの人にもみくちゃにされて、大変だった。

　だけど、またこの世界に帰ってくることができて本当によかったと心の底から思う。

　しかし、この世界への帰還を喜ぶ一方で問題もあった。

　それは、僕の身体がローズの言った通り鈍なまってしまっていることだ。




　ぶっちゃけるなら、筋トレと勉強の両立は無茶だった。

　元の世界でも頑張って筋トレはしてはいたけど、やっぱり救命団のようなちゃんとした環境がなかったので、満足にできていなかったのだ。

　ローズが施す、僕専用の地獄の訓練。

　考えるだけで武者震いがしてくるぜ……！




二日目




　本格的に自分の身体が鈍っていたことを自覚する。

　体力もそうなのだが、久しぶりに使う治癒魔法の感覚を取り戻すのも苦労した。

　ナックとフェルムは「そんなことない」と言ってくれたが、こんなんじゃ駄目だ。

　もっと訓練しなくては。




三日目




　ズット、ハシル

　モット、クンレン




四日目




　昨日は過酷な訓練のあまり、逆に訓練のことしか考えられない頭になってしまっていた。

　まだまだ心が弱いな、僕は。

　それはそうと、今日はアマコとエヴァが訓練場にやってきた。

　やっぱり、エヴァがリングル王国にいるのは違和感があるな。

　エヴァは今、リングル王国に留学という形で預けられているそうだ。

　エヴァのためなのだろうが、ルーカス様もやることが豪快だと思う。

　でも、救命団の強こわ面もてどもを何事もなく受け入れているエヴァを見て、普通にすごいと思った。




　さらに話は変わるけど、世界が繋つながった影響はそれほど大きくなかったらしい。

　でも、ロイド様は互いの世界の文化が交わった際の影響を問題視していた。

　もし、僕達の世界からの技術がこちらの世界に流れてしまえば、それを求めて未来で争いが起こってしまうかもしれない。

　そういう可能性を危惧したロイド様は、魔王とファルガ様に世界を繋ぐ扉の監視をお願いした。

　魔王はちょっと分からないけど、ファルガ様が見てくれているなら安心できると思った。




五日目




　今日は久しぶりに、フェルムとナックと一緒に訓練をした。

　成長期とあってか、ナックの身長がぐんと伸びているように感じた。

　相棒のブルリンは相変わらず寝ぼけていたけど、今ではそれが逆に愛らしく感じてしまうな。




六日目




　今日は、オルガさんとウルルさんに会った。

　ウルルさんは、会うたびに僕の頭を撫なでてくる。

　普通に困るのだけど、本人はとても嬉うれしそうなので何も言えなくなる。




　そういえば、明後日は魔王領に帰っていたキーラが救命団に来るんだよな。

　あの子はどんな成長をしているのか、気になるな。




七日目




　だんだんとローズの訓練についていけるようになってきた。

　勘を取り戻してきたか？

　思う存分に体を動かせるって素晴らしいことなんだと思い知らされるな、うん。




八日目




　今日は、キーラが救命団にやってきた。

　まさか空からやってきて、そのまま降下しながら僕に抱きついてくるとは思いもしなかった。

　彼女は自分の闇魔法ともしっかりと向き合い、よく笑うようになっていた。

　今度、キーラの家族に会わせてくれるそうだ。

　楽しみだなぁ。




　でも、以前よりも彼女のマント型の魔法が僕にくっつくようになったんだけど、あれは一体なんなのだろうか。

　フェルムはそれを見て頭を抱えていたけど。




九日目




　ミアラークからレオナさんがやってきた。

　久しぶりに会ったレオナさんは前以上に堂々としていて、とてもカッコよかった。

　今回は休暇を利用してこちらに来てくれているらしいので、僕が元の世界に帰っている間に起こったことや、近況について話したりした。

　本当はミアラークまで行ってファルガ様やノルン様に挨拶したかったけど、こちらにいられる時間的にちょっと難しいんだよな。




十日目




　今日は普通に訓練するつもりだったが、救命団の宿舎にコーガとアーミラがやってきた。

　二人は魔王からの使者としてやってきたらしいが、コーガは僕と顔を合わせるなり勝負を申し込んできやがった。

　敵とかそういうのは関係ない、純粋な勝負。

　正直、僕はそういう形での勝負ならやってもいいと思っていたので、そのままコーガと夕方まで殴り合った。

　どっちも結構鈍っていたのか勝負はつかなかったが、楽しかった。

　今までは敵同士だったけど、こういう互いに遠慮なく殴り合えるような関係はいいなと思う。




十一日目




　明日は元の世界に帰る日だ。

　またこちらの世界に来ることはできるけれど、元の世界での生活も考えなくちゃいけない。

　分かっていたけど、両立することは難しい。

　それでも、これは僕自身が選んだ未来。

　後悔なんて、まったくない。
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「おい、ウサト」

　その声を聞き、僕は日記を閉じる。

「明日、あっちに戻るんだろう？」

「ええ、次にこっちに帰るのは、ちょっと先になりそうです」

「分かっていると思うが、訓練を怠るなよ」

「もちろんです」

　でも勉強もあるので、訓練ばかりしていられないのが悩ましいところなんだよな。

　なんとかして訓練と勉強を両立できないものか。

「これからやっていける自信はあるか？」

「自信……？」

「こっちの世界と、お前の世界を生きることだ。お前は一人しかいねぇわけだからな。いつか不都合が生じるだろ」

「そう、ですね……。それは分かっています」

　これから生きる上で、どちらかの世界を優先させなくちゃいけないことが起きるかもしれない。

　自分の置かれている状況に、苦悩することもあるかもしれない。

　それでも、僕は両方の世界で生きることを選んだ。

「そのときになったら、なんとかしてみせますよ」

「ハッ、ならこれ以上は訊きかねぇよ」

　僕の答えに満足した様子のローズ。

　少しだけ、沈黙が続く。

　その静けさに不思議な心地よさを抱きながら、僕は壁にかけられている団服を見る。

「……召喚された日、貴女あなたに見つけられたから今の僕がいる」

「大おお袈げ裟さだな」

「大袈裟じゃありませんよ。正直、僕は運命とさえ思ってます」

　そう断言する。

　まさしく、あれは僕にとっての分岐点。

　あの出会いがあったからこそ、現在がある。

　僕が成長できたのは、いつも僕を叱しっ咤たしてくれた貴女のおかげだ。

「この世界で貴女と会えてよかった。ありがとうございます」

「……！」

　驚きの表情を浮かべたローズに、僕はしてやったりと笑みを浮かべた。

「これからもよろしくお願いします、団長!!」




　二つの世界を生きること。

　それがとても大変なことなのは分かっている。

　だけど、大変なことだけじゃないことを僕は知っている。

　元の世界では体験できないような強烈な非日常。

　この世界で紡いできた人々との絆。

　それらは、きっとこの先も永遠に僕の中に残り続ける大切なものだ。

　だからこそ、これからもそれを大事にして、そしてもっと増やしていきたいと思う。

　これからどんな未来が待ち受けているのか、とても想像できない。

　けれど、悪いものではないだろう。

　だって、僕のそばにはいつだって笑い合える仲間と、心から尊敬できる師匠がいるのだから。

　僕はこの二つの世界で生きていく。

　この希望に満ちた日々が続いていく限り、いつまでも。
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